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1591年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｼﾞｬﾝ君主｢Pangeran Benawa2世｣(~1618年ﾏﾀﾗﾑに統合)
1591年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝｻｰﾝ王｢ﾉｹｵ･ｺｳﾏﾈ｣(~1596年死去)
1591年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ﾌﾟｳﾞｨﾗｼﾞｬ･ﾊﾟﾝﾀﾞﾗﾑ｣
1591年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ｱﾌﾞﾊﾞｶｰﾙ1世｣(~1607年)
1591年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌﾞﾙﾊｰﾝ･ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰ2世｣(~1595年死去)
1591年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Ethirimana Cinkam｣(~1617年死去)
1591年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｰﾀﾞﾙ王国ｼｬｰ｢Ali Barid Shah2世｣(~同年)⇒｢Amir Barid Shah2世｣(~1601年)
1591年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Unsa1世｣(~1603年)
1591年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾎﾞｽﾀﾝｼ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1592年)
1591年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1593年)
1591年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾗｽ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ･ﾌ･ﾘﾍﾚ･ﾃｨﾙ･ｳｨｸ｣(~15970413
  没)
1591年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1592年)
1591年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ｣(~1595年)
1591年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾊｼﾞ･ｼｬﾊﾞﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1593年)
1591年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定提督｢Francisco de Andrade｣(~同年)⇒提督｢Miguel Luis de 
  Meneses｣(1期目~1594年)
1591年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾃｯﾘ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｶﾞｼﾞ｣(~15930622)
1591年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(~1592年6月)
1591年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾆｶﾉｰﾙとｽﾃﾌｧﾝ｣(~1593年)
1591年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｭﾆｽ･ﾍﾞｲ｢ﾗﾏﾀﾞﾝ1世｣(~1613年死去)
1591年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾃﾞｨ王国ｱｽｷｱ朝国王｢Askiya Muhammad Gao｣(~1592年)
1591年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱでｶﾞﾘﾚｲがﾋﾟｻの斜塔で､全ての落下体は同じ時間で落下することを証明する実験
  を行う
1591年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾌｨﾂｨ美術館一部公開(ﾌｨﾚﾝﾂｪ)
1591年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Miguel Teles de Moura｣
1591年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Goncalo Alves｣⇒総督｢Duarte Peixot
  o da Silva｣(~1592年死去)
1591年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ﾍﾞﾙｷｵｰﾙ･ﾃﾞ･ﾗﾝﾃﾞｨﾑ｣
1591年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Alonso de Espinosa｣知事(~1610年)
1591年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾙｰｶｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ｣(3回目~1596年)
1591年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣
1591年1月2日-09:00|日本|福島県南相馬市|天正18年12月7日|<所領安堵>陸奥小高領主48000石｢相馬義胤｣(⇒慶
  長2(1597)年5月陸奥牛越に移転)
1591年1月14日-09:00|日本|秋田県横手市|天正18年12月19日|<減封>出羽横手5万石｢小野寺義道｣⇒出羽国仙北
  上浦郡31600石(検地反対一揆で)(⇒慶長6(1601)年改易)
1591年1月14日-09:00|日本|茨城県ひたちなか市|天正18年12月19日|<水戸城合戦>常陸国太田城主佐竹義重は嫡
  子義宣をして那珂郡菅谷村の寄居城などを攻め破って攻略し､兵を勝田村の勝倉に進め勝倉城主勝倉四郎を攻
  め之れを討ち取って攻略
1591年1月15日-09:00|日本|茨城県水戸市|天正18年12月20日|<水戸城合戦>佐竹義宣､東中務政義､額田四郎義房
  らをして茨城郡水戸城主江戸重通を攻め破りて水戸城を攻略､重通は下総国の結城に退去
1591年1月16日-09:00|日本|茨城県|天正18年12月21日|<府中城合戦>佐竹義重は更に新治郡石岡の府中城主大掾
  貞国､清幹を攻めて之れを破り攻略､常陸を統一/秀吉より支配権を認められる
1591年1月25日-09:00|日本|千葉県野田市|天正19年|<加増>下総関宿2万石｢松平(久松)康元｣⇒4万石(~慶長8年8
  月14日(16030919)死去)
1591年1月25日-08:00|中国|  ||明･隆慶4年|<死去>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾀﾞﾙ･ｶﾘﾑ｣
1591年1月25日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･洪寧1年|大越莫朝･洪寧と改元(~1592年旧10月)
1591年2月1日-09:00|日本|広島県広島市中区|天正19年1月8日|毛利輝元,広島城がほぼ完成し入城
1591年2月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶﾙｳﾞｧﾝ派主体のﾄﾞｲﾂ新教同盟が結成される
1591年2月10日-09:00|日本|秋田県男鹿市|天正19年1月17日|<減封>出羽国78500石｢秋田実季｣⇒52439石(~寛永7
  (1630)年蟄居)
1591年2月10日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正19年1月17日|<所領安堵>出羽角館44350石｢戸沢光盛｣(~天正20年
  3月15日(15920426)死去)
1591年2月15日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正19年1月22日|<死去>大和･紀伊･和泉三国110余万石(郡山城)
  ｢豊臣秀長｣51歳､病死
1591年2月20日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正19年1月27日|<拝領>大和･紀伊(郡山城)(秀長遺領のうち)｢
  豊臣秀保(三好吉房の三子)｣郡山豊臣家を相続(~文禄4(1595)年4月16日痘瘡により夭折)
1591年2月24日-09:00|日本|京都府京都市|天正19年閏1月|(1月~)秀吉､京都に御土居を築く/京都市街地全体を
  囲んだ土塁のことで外側に堀をめぐらせた南北約8.5km､東西約3.5kmの縦長の形をしており､全長22.5kmとい
  う長大な建造物
1591年3月11日-09:00|日本|滋賀県|天正19年閏1月16日|<加増>近江･美濃国内(上山城)2万155石｢富田知信(信広
  )｣+美濃国池田郡内8010石(⇒4.26近江国蒲生郡内9107石･同国野洲郡三上村で若干を加増)
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1591年3月13日 00:00|ﾏﾘ/ﾓﾛｯｺ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||ｿﾝｶﾞｲ帝国がﾓﾛｯｺ､ｿﾝｶﾞｲ州からの侵攻により滅ぼされﾃﾞﾝﾃﾞｨ地域の
  元の場所に撤退
1591年3月25日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾞﾗｽ･ｿｱﾚｽ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1595年)
1591年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱｽｶﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1591年4月2日-09:00|日本|茨城県|天正19年2月9日|佐竹義宣が鹿島･行方両郡の常陸大掾系の一族を中心とする
  南方三十三館と称される武将たちを太田城に招き謀殺/常陸一國の支配体制確立
1591年4月2日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正19年2月9日|<加増>会津黒川42万石｢蒲生氏郷｣､会津6郡(長井
  ･信夫･伊達･安達･田村･刈田)44万石⇒86万石
1591年4月2日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正19年2月9日|<改易>陸奥大崎30万石｢木村吉清｣失政･領内一揆発生
  の責任
1591年4月2日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正19年2月9日|<減移封>会津米沢(12郡余)72万石｢伊達政宗｣6郡没収
  ､葛西･大崎旧領13郡30万石を与えられる⇒陸奥岩出山(19郡余)58万石(⇒慶長8(1603)年陸奥仙台62万5千石)
1591年4月14日-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶﾞｵ｣⇒｢ｱｽｷﾔ･ﾇｰ1世｣(~1599年)
1591年4月21日-09:00|日本|京都府京都市|天正19年2月28日|豊臣秀吉の命で千利休(71)が葭屋町の屋敷で切腹(
  誕生:1522)
1591年4月24日-09:00|日本|愛知県名古屋市西区|天正19年3月|大教坊源蔵ら､尾張国大野木六所社の社殿を再興
1591年4月24日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正19年3月|<転封>甲斐･信濃国2か国｢羽柴秀勝｣⇒美濃国岐阜13万
  石(~天正20年9月9日(15921014)病死)
1591年4月24日-09:00|日本|京都府京都市中京区|天正19年3月|京本能寺洛中に移る
1591年4月24日-09:00|日本|山梨県|天正19年3月|<加増移封>近江国佐和山城2万石｢加藤光泰｣⇒甲斐24万石(~文
  禄2年8月29日(15930924)病死)
1591年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｼｭﾃﾌｧﾝ1世ｽﾙﾄﾞｩﾙ｣(~1592年10月)
1591年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ1世｣(~1592.8)
1591年5月6日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正19年3月13日|<九戸政実の乱>陸奥の九戸政実が､南部信直に対し
  て反旗を翻す/九戸側の櫛引清長の苫米地城攻撃を皮切りに､ついに九戸政実は5千の兵を動かして挙兵し､九
  戸側に協力しない周囲の城館を次々に攻め始めた
1591年5月6日-09:00|日本|広島県広島市|天正19年3月13日|<拝領>安芸広島112万石｢毛利輝元｣父祖伝来の吉田
  都山城から広島へ居城を移した(~慶長5(1600)年10月10日長門萩29万8千石)
1591年5月6日-09:00|日本|福岡県|天正19年3月13日|<拝領>筑前一国と筑後･肥前各2郡30万7300石｢小早川隆景｣
  (~文禄4(1595)年隠居)
1591年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣
1591年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~15970525)
1591年5月16日-09:00|日本|茨城県水戸市|天正19年3月23日|佐竹義宣が本拠を太田城から水戸城へ移す
1591年5月21日-09:00|日本|兵庫県三田市|天正19年3月28日|<死去>摂津三田23000石｢山崎堅家｣⇒嫡男｢山崎家
  盛｣が嗣ぐ(⇒慶長5(1600)年冬､因幡若桜へ)
1591年5月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾔｰｺﾌﾟ｣
1591年6月9日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾐﾅｽ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ｣(1回目~1598
  年)
1591年6月11日-09:00|日本|大阪府堺市|天正19年4月20日|<死去>茶人の津田宗及
1591年6月17日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ｱｲﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ-｣(~15990824)
1591年6月17日-09:00|日本|滋賀県|天正19年4月26日|<加増>近江･美濃国内(上山城)2万8165石｢富田知信(信広)
  ｣+近江国蒲生郡内9107石･同国野洲郡三上村で若干を加増(⇒文禄4(1595)年2月28日､伊勢安濃郡2万石を加増､
  嫡男･信高に分知)
1591年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾍﾝﾘｸ･ｸﾗｯｸﾞ･ﾃｨﾙ･ﾄﾘﾝﾃﾞﾗｯﾌﾟ｣(2回目~1595062
  3)
1591年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｶﾞﾘﾚｲ(生年1520年頃/ｶﾞﾘﾚｵ･ｶﾞﾘﾚｲの父､ｲﾀﾘｱのﾘｭｰﾄ奏者､作曲
  家､音楽理論家)
1591年7月4日-09:00|日本|島根県|天正19年5月14日|<拝領>出雲3郡･伯耆3郡･安芸1郡･隠岐一国14万石｢吉川広
  家｣(⇒慶長5(1600)年10月10日周防岩国3万石)
1591年7月13日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正19年5月23日|直江兼続,出羽庄内藤島城を開城させ一揆制圧
1591年7月18日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ﾔｺﾌﾞｽ･ｶﾞﾙｽ､ｽﾛﾍﾞﾆｱの作曲家(生年1550年)
1591年7月26日-09:00|日本|兵庫県養父市|天正19年6月6日|<死去>但馬八木1万5千石｢別所重棟｣⇒子の｢別所吉
  治｣が嗣ぐ(~慶長5(1600)年関ヶ原合戦で西軍に与し改易)
1591年8月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾﾙﾀﾞﾙ･ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~15920404)
1591年8月3日-09:00|日本|岩手県|天正19年6月14日|<葛西大崎一揆(陸奥国)>政宗は再び出陣して本格的に一揆
  の掃討に取りかかるが､一揆勢の烈しい抵抗に遭い浜田景隆･佐藤為信ら重臣が相次いで討ち死にを遂げる
1591年8月9日-09:00|日本|岩手県|天正19年6月20日|<和賀･稗貫一揆(陸奥国)>和賀氏らは再仕置軍に鎮圧され､
  和賀義忠は逃走の途中で土民に殺害された
1591年8月9日-09:00|日本|岩手県|天正19年6月20日|南部領内で火を噴いた九戸政実の乱の鎮圧のため奥州再仕
  置軍は奥羽に侵攻し､蒲生氏郷や浅野長政と合流して一揆を平定しながら北進
1591年8月14日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正19年6月25日|<葛西･大崎一揆>伊達政宗､陸奥国大崎宮崎城を攻
  略
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1591年8月17日-09:00|日本|宮城県登米市|天正19年6月28日|<佐沼城の戦い>政宗は再び佐沼城を攻撃､落城させ
  る/政宗は葛西領も平定
1591年8月19日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|天正19年7月|<拝領>下野烏山2万石｢成田氏長｣(⇒慶長5(1600)年
  37000石に加増)
1591年8月19日-09:00|日本|三重県松阪市|天正19年7月|<拝領>伊勢一志郡3万5千石｢服部一忠｣松坂城主(~文禄4
  (1595)年7月所領没収)
1591年8月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Antonio Pereira Lopes de Berredo｣(~15950120)
1591年8月21日-09:00|日本|宮城県登米市|天正19年7月3日|<葛西大崎一揆>伊達政宗､この寅刻に陸奥国大崎佐
  沼城を攻略し､城主兄弟をはじめ｢究意之者共｣500名を討ち捕らえ､2000余人を｢刎首｣､女子供まで｢撫切｣に処
  す/葛西､大崎一揆が鎮圧される
1591年8月22日-09:00|日本|宮城県登米市|天正19年7月4日|<葛西大崎一揆>寺池城が陥落すると残った一揆勢も
  降伏して､ようやく一揆は終息
1591年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ王｢ｱｰﾛﾝ1世｣(1期目~1592.6)
1591年9月12日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲﾝﾄﾞ|  ||天正19年7月25日|豊臣秀吉がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのｲﾝﾄﾞ総督へ書簡､布教の
  禁止と貿易を求める
1591年9月18日-09:00|日本|広島県三原市|天正19年8月|小早川隆景,三原成就寺方丈を造立
1591年9月18日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正19年8月|<改易>葛西大崎30万石(寺池城(登米城))｢木村吉清｣葛
  西大崎一揆の責任を問われ
1591年9月22日-09:00|日本|京都府京都市中京区|天正19年8月5日|顕如は秀吉から京都堀川六条の地を寄進され
  ､本願寺を建立(西本願寺)
1591年9月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ1世｣
1591年9月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯国摂政｢Sophie of Brandenburg｣(~1601年)
1591年9月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Johan2世｣
1591年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｵｯﾀｳﾞｨｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣
1591年10月1日-09:00|日本|宮城県石巻市|天正19年8月14日|旧葛西家臣らが伊達政宗によって陸奥須江山で誅
  殺される
1591年10月6日-09:00|日本|大阪府|天正19年8月19日|<拝領>河内ほか1万石｢北条氏直｣再興(~11.4大坂で病死)
1591年10月7日-09:00|日本|岩手県北上市|天正19年8月20日|和賀､稗貫一揆が鎮圧される/和賀氏らも頑強に抵
  抗したものの､再仕置軍に鎮圧され､和賀義忠は逃走の途中で土民に殺害された
1591年10月8日-09:00|日本|  ||天正19年8月21日|秀吉､奉公人･侍･中間･小者･百姓の身分を固定化する身分統
  制令を発布､転職を禁ず
1591年10月10日-09:00|日本|岩手県二戸郡一戸町|天正19年8月23日|<九戸政実の乱>九戸政実輩下の小鳥谷摂州
  は50名の兵を引き連れて美濃木沢で仕置軍に奇襲をかけ480人に打撃を与え,これが緒戦となった
1591年10月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第229代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ14世｣55歳(誕生15351102)
1591年10月18日-09:00|日本|岩手県二戸郡一戸町|天正19年9月1日|<九戸政実の乱>豊臣軍が､九戸政実方の姉帯
  城､根反城を攻略/九戸政実は九戸城に籠もる
1591年10月19日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正19年9月2日|<九戸城の戦い(陸奥国)>総勢6万の兵が九戸城を包
  囲し､以降攻防を繰り返した/九戸政実は再仕置軍の包囲攻撃に対し､少数の兵で健闘したが､城兵の半数が討
  ち取られた
1591年10月21日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞで､ﾓｰﾘｯﾂ軍がﾆﾒｰｹﾞﾝを占領
1591年10月21日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正19年9月4日|<九戸政実の乱>奥州の九戸政実が蒲生氏郷に降伏/
  九戸実親はじめ城内に居た者は全て二の丸に押し込められ惨殺､撫で斬りにされ火をかけられ
1591年10月24日-09:00|日本|愛知県津島市|天正19年9月7日|豊臣秀吉の母大政所､尾張国津島社の居森殿を造営
  させ､この日遷宮
1591年11月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ･ﾃﾞ･ﾗﾝｽ｣(~1593年2月)
1591年11月1日-09:00|日本/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  ||天正19年9月15日|豊臣秀吉､原田孫七郎をﾙｿﾝに派遣し､入貢を求める
1591年11月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第230代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ9世｣(~12.30死去)
1591年11月6日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正19年9月20日|<移封>陸奥三戸領主｢南部信直｣⇒陸奥福岡城10万
  石/南部信直は重臣の北秀愛を和賀稗貫8千石の城代とし､北秀愛は鳥谷ヶ崎城を花巻城と改名
1591年11月6日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正19年9月20日|<九戸政実の乱>九戸政実(56陸奥九戸城主)処刑
1591年11月8日-09:00|日本|福井県|天正19年9月22日|<加増>若狭国小浜8万石｢浅野長政｣+若狭の蔵入地から650
  0石(⇒文禄2(1593)年甲斐国府中21万5千石)
1591年11月9日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正19年9月23日|<改名>伊達政宗は陸奥国岩手沢城を岩出山城とし
  居城とした
1591年11月11日-09:00|日本|広島県世羅郡世羅町|天正19年9月25日|世羅郡青近八幡宮の社殿再興
1591年11月13日-09:00|日本|宮崎県西臼杵郡高千穂町|天正19年9月27日|県領主高橋元種､日向高千穂の領主･三
  田井親武を､甲斐宗説と連合で攻め､これを滅ぼす
1591年11月16日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正19年10月|<加増>南部信直:九戸の乱後､津軽三郡の替地として
  和賀･稗貫･志和三郡を⇒10万石/九戸城を福岡城と改めて三戸から移る
1591年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏﾘ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1591年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｽﾃｭｱｰﾄの夫(~15920207死去)
1591年11月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｵ･ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ｶﾝﾋﾟ･ｷﾞｳｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~15931126)
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1591年11月28日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正19年10月13日|<加増>陸奥国会津42万石｢蒲生氏郷｣+伊達政
  宗旧領⇒73万4千石
1591年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾛﾝ｣(1回目~1592年6月)
1591年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｪﾘﾍﾟ2世が､ｱﾗｺﾞﾝで起こった反乱を鎮圧して､地方貴族の特権を停止
1591年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世､ﾌﾗﾝｽ北部のﾙｰｱﾝを包囲するがｽﾍﾟｲﾝ軍に撃退される
1591年12月16日-09:00|日本|千葉県館山市|天正19年11月|(6月~)<移転>安房一国(岡本城)4万石｢里見義康｣⇒館
  山城(⇒慶長2(1597)年9万1千石に高直し)
1591年12月19日-09:00|日本|大阪府|天正19年11月4日|<死去>河内ほか1万石｢北条氏直｣元小田原城主,後北条氏
  第5代当主(30)河内国天野で(誕生:永禄5(1562))/後北条氏嫡流は途絶える
1591年12月25日-09:00|日本|愛知県津島市|天正19年11月10日|尾張国津島社の楼門が建立される
1591年12月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第230代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ9世｣[15190720生～](享年72)
1592年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾄｩｰﾒﾝ･ｼﾞｬｻｸﾄ･ﾊｰﾝ｣
1592年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Antonio Pereira Pinto｣(~1596年)
1592年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Tristao de Sousa｣(~1595年)
1592年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Raden Kara｣(~1621年)
1592年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾞﾌｰﾙ･ﾑﾋｳﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣(~16140816没)
1592年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ｳﾞｨﾏﾗ･ﾀﾞﾙﾏｽﾘﾔ1世｣(~1604年死去)
1592年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾆﾙｷﾞﾘ国はﾏﾕﾙﾊﾞﾆの支流(~1728年)
1592年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1592年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝ=ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾁｺﾆｬ｣(~1594年)
1592年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1593年)
1592年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Antoine Scipion｣
1592年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾍﾟｰﾀｰ･ｸﾘｽﾄﾌ･ｼｭﾗﾊﾞﾃｨｳｽ｣(~1597年)
1592年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾍﾟｰﾀｰ･ｴﾙﾝｽﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾏﾝｽﾌｪﾙﾄ-･ﾍﾙﾄﾞﾙﾝｹﾞﾝ｣(12.6まで代行~15
  94年2月)
1592年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Henri de Bourbon｣(~16080227死去)
1592年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Francis｣(~1598年)
1592年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Henri｣(~16080928死去)
1592年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Duarte Peixoto da Silva｣
1592年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Frei Francisco de Vila Nova de Por
  timao｣(~1593年)
1592年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Mogens Nielsson｣(~1593年)
1592年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ｱﾄｩｷﾞｱ伯爵ｼﾞｮｱﾝ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(~1628
  年没)
1592年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Thomas Mortimer｣(~同年)⇒｢Cuthbert Gerrard｣(1期目~1593
  年)
1592年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽの探検家ﾃﾞｰﾋﾞｽがﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島を発見
1592年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｱﾗﾅ｣⇒暫
  定総督･総司令官･大審問院長｢ﾌﾘｵ･ﾅﾙﾊﾞｴｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~1593年)
1592年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｷｭｰﾊﾞ総督のｵﾌｨｽがｻﾝﾁｱｺﾞからﾊﾊﾞﾅに移る.以後,ﾊﾊﾞﾅが実質的な首都となる
1592年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｻﾝﾙｲｽ･ﾎﾟﾄｼに銀鉱発見
1592年1月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公､ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公､ﾏﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ5世｣兼
  ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世｣
1592年1月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯･ﾏﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙ
  ﾑ1世｣(~16090325死去)
1592年1月15日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天正19年12月|豊臣秀吉が松浦鎮信に命じ朝鮮出兵兵站基地として勝
  本城を築く(本多因幡守俊正(俊政)に守らせる)
1592年1月21日-09:00|日本|宮城県東松島市|天正19年12月7日|<葛西大崎一揆(陸奥国)>伊達政宗は秋保氏一族
  の馬場定重･頼重父子に命じて小野城主･長江勝景(葛西晴信･相馬義胤からみて義兄)を殺害させた
1592年1月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第231代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ8世｣(~16050303死去)
1592年1月31日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｼﾅﾝﾊﾟｼｬｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~15930128)
1592年2月1日-09:00|日本|京都府京都市|天正19年12月18日|<辞任>関白｢豊臣秀吉｣
1592年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1592年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の息子(~16380806死去)
1592年2月11日-09:00|日本|京都府京都市|天正19年12月28日|<就任>関白｢豊臣秀次｣(豊臣秀吉の姉｢日秀尼｣の
  長男,~文禄4年7月8日)/秀吉は太閤となる
1592年2月13日-09:00|日本|  ||天正20年|文禄通宝(銀銭･銅銭)を鋳造
1592年2月13日-09:00|日本|駒沢大学|天正20年|江戸駿河台吉祥寺境内に｢学林｣設立
1592年2月13日-09:00|日本|東京都千代田区|天正20年|小田原の浄土宗誓願寺が江戸の神田に移転
1592年2月13日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天正20年|勝本城頭に城山稲荷神社を建立
1592年2月13日-08:00|中国|  ||明･万暦20年|<死去>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾘｰﾑ｣
1592年2月13日-08:00|中国|  ||明･万暦20年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｼｰﾄﾞ1世の子､ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾘｰﾑの
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  弟(~1610年､死去)
1592年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･洪寧2年1月|大越ﾁﾝ･ﾄｩﾝ(鄭松)がﾀﾝﾛﾝ城を攻撃､莫朝軍の死傷者多数
  ､莫敬止､城を放棄､都より敗走し(莫朝)亡命
1592年2月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ｽﾄﾘｯｼﾞｮ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1540年頃)
1592年3月14日-09:00|日本|大分県|天正20年2月|<交替>豊後府内､豊後一国37万石｢大友義統｣隠居⇒嫡子｢大友
  義乗｣が継ぐ(⇒文禄2(1593)年5月1日改易)
1592年3月14日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正20年2月|<加増移封>駿河沼津城4万石｢松平忠康(徳川家康の四男
  )｣⇒武蔵忍城10万石(⇒慶長5(1600)年､尾張･美濃国清洲52万石)
1592年3月14日-08:00|中国|  ||明･万暦20年2月|寧夏でﾓﾝｺﾞﾙ出身の将軍ﾎﾞﾊﾞｲが挙兵(～9月)
1592年3月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾖﾊﾝ7世｣
1592年3月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ﾖﾊﾝ7世の息子(~1628年神聖ﾛｰ
  ﾏ皇帝ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世によって廃位)
1592年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国がｵﾘｯｻ地方を併合
1592年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣
1592年4月1日-09:00|日本|千葉県旭市|天正20年2月19日|<移封>武蔵忍(城預かり)｢松平家忠｣→下総上代1万石(
  ~文禄3(1594)年下総小見川へ)
1592年4月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾆｼﾞｪﾘ･ｼﾔﾌﾞｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~15930128)
1592年4月12日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正20年3月|<加増移封>下総小金3万石｢松平(武田)信吉(徳川家康五
  男)｣⇒下総佐倉5万石(~慶長7(1602)年常陸水戸へ)
1592年4月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢George John1世｣
1592年4月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢George Gustavus｣(~16340603死去)
1592年4月26日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正20年3月15日|<死去>出羽角館44350石｢戸沢光盛｣⇒甥の｢戸沢政
  盛｣が継ぐ(~慶長7(1602)年9月､常陸松岡に転封)
1592年5月23日-01:00|韓国/日本|  ||天正20年4月12日|<文禄の役>午前8時､日本軍の一番隊の宗義智と小西行
  長は700艘の大小軍船で対馬･大浦を出発し､午後2時過ぎに釜山に上陸/当地の慶尚左水使朴泓は山中へ逃亡し
  ､漢城府へと走った/慶尚右水使元均は巨済島から急行したが､日本軍の勢力が凌駕するのを見て交戦を諦め､
  水軍船舶(主力艦の板屋船を含む)を戦わずして沈めると､水軍将卒を解散し､玉浦萬戸李雲龍､所非浦権管李英
  男､永登萬戸禹致績ら側近や精兵だけを連れ､4隻に分乗して昆陽へ撤退/慶尚道水軍は壊滅し､日本軍は楽々と
  制海権を確保
1592年5月24日-03:00|韓国/日本|  ||天正20年4月13日|<釜山鎮の戦い(朝鮮)>朝6時､宗義智は釜山の城壁に攻
  め寄せた/鄭撥は味方の軍船を沈め､兵民とともに城に籠った/日本軍は火縄銃の援護を受けながら､城壁に梯
  子を掛けて攻め込み､戦の経験豊富な日本兵は朝鮮側の防衛を圧倒/宗義智による攻撃を受けた後､朝鮮軍は二
  次防衛線まで後退/朝鮮側の鄭撥は､弓手を再編成して反撃したが､この時はすでに朝鮮側は三次防衛線まで後
  退していた/数時間の戦闘の後､朝鮮軍は矢を使い果たし､日本軍も損害を受けたため部隊を再編成した後､攻
  撃を再開/鄭撥が被弾して戦死
1592年5月24日-01:00|韓国/日本|  ||天正20年4月13日|<釜山鎮の戦い(朝鮮)>午前8時頃には城内に攻め入られ
  ､副使の李庭憲を含む朝鮮側将兵は多くが打ち取られた/釜山とは山を隔てて反対側に位置する左水営を拠点
  とする水軍の将である慶尚左水使朴泓は､山頂から釜山城が攻撃されているのを見て驚愕し､救援には向かわ
  ず任地も軍船も放棄して､そのまま逃亡/隣の管区の水軍の将で､巨済島の右水営から急行してきた慶尚右水使
  元均は､当地は混乱状態で兵士が集まらず戦うことは不可能と考え､慶尚道に属した2つ水軍の100隻あまりの
  軍艦と火砲を海に沈め､自らは側近と数隻の船に乗って､昆陽まで退却
1592年5月25日-01:00|韓国/日本|  ||天正20年4月14日|<多大鎮の戦い>夜半､小西行長は奇襲して木石土塊を掘
  に投じて､午前4時から8時の間にこれを埋めた/日本軍は攻城､激しい乱戦となり尹興信は戦死し､日本側は多
  大鎮の砦を占拠;<西平浦の戦い>西平浦の砦も陥落
1592年5月26日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月15日|<東莱城の戦い>(14日~)小西行長軍の兵に宋象賢が生け
  捕りに抵抗し刺され息絶えた.東莱城内の制圧は2時間ほどで終わった/朝鮮軍は崩壊して潰走;小西行長らが､
  左水営･機張城を攻略/左水使･朴泓は山林に逃走
1592年5月26日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月15日|日本軍はこの日さらに無人の慶尚左水営と機張を占領/
  日が暮れてから宗義智隊は梁山に到達し､偵察中に鉄砲を射かけたところ､朝鮮城兵は驚愕して城を捨てて潰
  走
1592年5月27日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月16日|<梁山城の戦い>朝早く､無人となった梁山城を小西主殿
  助率いる小西･宗両隊先発隊が占領
1592年5月28日 04:00|韓国/日本|  ||天正20年4月17日|<鵲院関の戦い>午後､小西行長と松浦鎮信隊は鵲院に迫
  った/密陽府使朴晋は兵を集めて､洛東江左岸に雲門嶺山地が迫る鵲院関の隘路で待ち伏せ､初めて野戦で迎え
  撃ち､日本軍の進撃を阻止しようとしたが､日本軍の斥候がこの敵兵を発見.二手に分かれ､行長の八代衆が正
  面から攻撃する間に､鎮信の平戸の鉄砲衆が右側面に回り込み､山手から狙い撃った/朝鮮軍は伏兵に驚き､散
  々撃たれて遁走.日本軍は追撃して300名余を討ち取った/朴晋は密陽に戻り､兵器倉庫に火を放つと城を捨て
  て山中に逃れた
1592年5月29日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月18日|<安骨浦･金海城の戦い>黒田長政らが､金海府城を攻略
1592年5月29日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月18日|小西行長は密陽を占領
1592年5月30日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月19日|加藤清正率いる第二軍が彦陽を落とす
1592年5月30日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月19日|三番隊の黒田長政と大友吉統は海路から安骨浦を攻撃.
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  朝鮮軍も港から軍船を出して迎撃し､初めて海戦が発生､日本軍は押し返して5隻を奪い､上陸して城に迫った/
  金海府使徐礼元は金海城の城門を閉ざして抗戦したが､日本軍は城外の藁を刈って堀に投げ入れ､埋め立てて
  城壁をにじり上った｡これを見た草渓郡守李惟倹が西門を開けて逃亡し､それを見た朝鮮城兵も持ち場を捨て
  て逃げ出したので､止む無く徐礼元も城を脱出して晋州へ落ち延びた.城はたちまち日本軍の占領することと
  なり､日本軍が斬った首は数千といわれる
1592年5月31日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月20日|<慶州城の戦い>二番隊の加藤清正と鍋島直茂は慶州城
  を攻撃.朝鮮城兵は弓で抗戦したが､新任の慶州府尹邊応星はまだ到着しておらず､次官である慶州判官朴毅長
  は敵の猛攻に恐怖に駆られて逃亡.城兵は大混乱に陥り､城内に乱入した日本軍は1500余の首を取った
1592年5月31日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月20日|小西行長は大邱城を占領
1592年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ﾈｽﾄｰﾙ･ｳﾚﾁｪ｣(~10.8)
1592年6月1日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月21日|加藤清正と二番隊は永川を占領
1592年6月1日-09:00|韓国|  |||郭再祐が慶尚道で最初の義兵軍を立ち上げる
1592年6月2日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月22日|小西行長は仁同城を占領
1592年6月3日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月23日|小西行長は浅瀬で洛東江を渡って善山に至った/李鎰は
  尚州城に入ったが､尚州牧使金ｶｲは､出迎えを口実に城を出てそのまま逃亡.城には尚州判官権吉が一人取り残
  っていたが､一兵もいなかった
1592年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公･ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣
1592年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公･ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣(~16080227死去)
1592年6月4日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月24日|<尚州の戦い(朝鮮)>日本軍は､正面から小西行長隊が､松
  浦鎮信､大村喜前･五島純玄の各隊は左右から攻撃/李鎰は北に敗走し､李鎰の軍は潰走/300人が討ち取られ､防
  禦使兼兵曹佐郎李慶流や尚州判官權吉といった多くの軍官が戦死/この戦いの前に尚州城はすでに落城してお
  り､従事官(官僚)で校理の朴ﾁ､尹暹も死亡し､倭学通事(通訳)景応舜は捕虜となった
1592年6月5日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月25日|小西行長が尚州で朝鮮軍に勝利
1592年6月5日-09:00|日本|愛知県常滑市|天正20年4月25日|尾張国大谷八幡社の社殿が建立
1592年6月6日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月26日|日本軍が咸昌と聞慶を占領
1592年6月7日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月27日|忠州にて小西行長らが､朝鮮軍を破る
1592年6月8日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月28日|<秋風嶺の戦い>三番隊の黒田長政は秋風嶺を越えようと
  しているところで朝鮮軍と義兵張智賢の連合軍が立ち塞がって交戦したが､撃破
1592年6月8日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年4月28日|<忠州の戦い(朝鮮)>早朝､申ﾘｭｳは敵情を得ぬまま忠州城
  を出て､北西の弾琴台に陣をしいた/小西行長は軍を三つにわけて三方向より攻撃.申ﾘｭｳは弓矢で応戦したが､
  数千挺の火縄銃による一斉射撃によって敵をなぎ倒すという日本軍の戦術を十分に把握しておらず弓隊は混
  乱して敗走.申ﾘｭｳは劣勢を挽回しようと二度突撃を行ったが､いずれも撃退され為すすべなく軍が大潰走､申ﾘ
  ｭｳは自ら馬に鞭打って川に飛び込み､水中に没して自殺/朝鮮兵は蹴散らされ､逃げ惑って漢江は死体で埋め尽
  くされた.李宗張とその息子李希立､金汝ﾌﾞﾂ､邊ｷら諸将が乱戦の中で戦死.李鎰は東の山間に逃げ込んで辛く
  も脱出し､敗報を知らせた.日本軍はさらに追撃して､3千余の首級を挙げ､数百の捕虜を得た
1592年6月9日-09:00|韓国|  |||朝鮮国王宣祖は､夜逃げ同然で漢城府を放棄して北の開城に向かった/臨津江で
  は､南岸の一部の家屋を焼き払い､船は尽く北岸に集めて､日本軍が渡河のための資材を得られないようにして
  から逃げる
1592年6月10日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢柳成龍｣(~7.9)
1592年6月10日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月|亀井茲矩の軍は泗川付近に上陸し､泗川城を攻略し､さらに
  昆陽城と河東城を攻略/朝鮮軍の金時敏は､1千の兵で泗川城に近づいたが､日本軍の守備が厳重なのを見て､攻
  撃を止めた
1592年6月10日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月1日|小西行長､加藤清正らが麗州占領
1592年6月11日-09:00|韓国|  ||天正20年5月2日|首都防衛の要である漢江を任されていた都元帥金命元は､日本
  軍が数万の軍勢であることを見て戦意喪失,防戦自体を諦めて火砲を川に遺棄させ､軍を棄てて臨津に逃れた/
  副元帥申恪も山中に走って楊州へ逃げた/漢城府の防衛を任されていた留都大将李陽元は､これを聞いて都を
  放棄して楊州に撤退/首都は朝鮮乱民が放火掠奪に奔り､宮殿焼失
1592年6月12日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月3日|<清州占領>三番隊は忠清道に入り､青山を経由して清州
  を占領
1592年6月16日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月7日|<玉浦開戦>李舜臣､李億祺､元均の三将が率いる朝鮮水軍
  は全羅左水営･麗水より加徳島に向かう途中､巨済島東側にある入江･玉浦に停泊中の日本の水軍と輸送船団と
  を発見し襲撃/不意を突かれた日本側は十分に防戦できず､文禄の役における初めての朝鮮側勝利
1592年6月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ平等公｣
1592年6月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾕﾘｳｽ｣(~1603年)
1592年6月17日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞﾊｯﾁ(当時ｸﾛｱﾁｱ領)がｵｽﾏﾝ帝国により陥落
1592年6月17日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||天正20年5月8日|朝鮮水軍は赤珍浦に日本船13隻が停泊しているの
  を発見/日本軍は船には戻らずに陸から鉄砲で銃撃をしたが､朝鮮水軍は陸戦を避け､放置されていた船を焼い
  てしばらく交戦した後で引き揚げた
1592年6月24日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~15930408)
1592年6月27日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月18日|<臨津江の戦い>早朝､渡河した朝鮮軍は河畔に残ってい
  た僅かな加藤隊の前哨部隊に殺到して､これを包囲/加藤清正は主力部隊を率いて駆けつけて挟み撃ち/朝鮮軍
  は退路を失って自ら崖より江に飛び降りて溺死する者も多数で､背水の陣となった朝鮮兵に逃げ場はなく､多
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  くは日本兵の撫で斬りに遭ってほぼ全滅
1592年7月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｺﾞﾗﾝ･ﾆﾙｿﾝ･ﾎﾞｲｴ･ｱﾌ･ｼﾞｪﾈｽ｣(3回目~1600年6月
  )
1592年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ対立総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ7世｣(~10.4死去)
1592年7月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｶﾞﾙｼｱ･ｵﾆｪｽ･ﾃﾞ･ﾛﾖﾗ｣(~15981122)
1592年7月6日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月27日|<臨津江の戦い>加藤清正､鍋島直茂､小西行長､黒田長政
  らが漢城を出陣､開城の南に流れる臨津江で対岸の朝鮮軍と対峙.和平交渉を行うも朝鮮軍が渡航したため戦
  闘となり､秀吉軍が勝利/一番隊と二番隊は下流で渡河し､この地を守備していた李ﾋﾝらの軍は遁走し､一矢も
  放たずに駆逐された/臨津江の防御線を突破された金命元と李陽元は平壌に向けて退却を始めた/日本軍は開
  城を占領し､金郊駅からは二番隊が咸鏡道に向かい､一番隊と後続の三番隊が平壌に向けて追撃を続けた
1592年7月7日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月28日|小西行長､加藤清正､黒田長政らが臨津江を渡河して朝鮮
  京畿道開城を陥とす
1592年7月8日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年5月29日|<泗川海戦>泗川沖で李舜臣率いる朝鮮水軍が､日本水軍
  を破る
1592年7月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢崔興源｣(~15931117)
1592年7月9日-02:00|韓国/日本|  ||天正20年6月|<原州の戦い(鴒原山城の戦い)>江原道の助防将元豪が日本軍
  の小隊に攻撃を加えると､毛利吉成らが兵を向け､元豪は逃亡.日本軍は原州に向けて出発したが､牧使金悌甲
  らは士卒4000人とともに鴒原山城にこもり阻止しようとしたが､毛利吉成らは険しい崖をよじ登り攻略し､金
  悌甲らは戦死
1592年7月9日-02:00|韓国/日本|  ||天正20年6月|<平昌の戦い>毛利吉成は平昌郡守権斗文に降伏の使者を送っ
  たが､権斗文の部下が使者を切り殺し､権斗文らは山中に逃亡.毛利吉成は激怒し､秋月種長に彼らを攻めさせ
  た
1592年7月9日-02:00|韓国/日本|  ||天正20年6月|清洲･平壤･幸州山で義僧(霊圭､惟政ら)が蜂起
1592年7月10日-02:00|韓国/日本|  ||天正20年6月2日|<唐浦の海戦>朝､李舜臣は唐浦に停泊中の得居(来島)通
  幸･亀井茲矩率いる20余隻の船団を攻撃し､一説には日本軍船団は全滅
1592年7月13日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)代行｢ﾐｶﾛﾕｽ･ﾀﾙｳﾞｫｻｽ｣(1回目~10.22)
1592年7月13日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｻｰﾍﾞﾄﾞﾗ｣(1回目~159
  4年)
1592年7月13日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗ｣(1回目~
  15990708)
1592年7月13日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月5日|<鼎津の戦い>安国寺恵瓊らの1,500の日本軍が咸安方面
  から宜寧に入ろうとしていたが､郭再祐は鼎津に兵を置いて渡河を阻んだ.日本軍は渡ることができず引き揚
  げた
1592年7月13日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月5日|<茂渓の戦い>前僉使で武勇の人と言われる孫仁甲率いる
  朝鮮軍が毛利勢の村上景親が守る茂渓の砦を攻めたが､日本軍が奮戦して撃退し､さらに追撃し数百人を倒し
  た
1592年7月13日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月5日|<龍仁の戦い>勇将として選ばれた白光彦(助防将)･李之
  詩(助防将)らが率いる､精兵として選ばれた数千九百人の朝鮮兵が龍仁の城を奪取しようと攻撃したが､脇坂
  安治家臣配下の守備隊600人は､脇坂安治本軍の援軍が到着するまで朝鮮軍との交戦を避けた/脇坂安治本軍1,
  000人が到着すると､日本軍は反撃を開始し朝鮮軍を破り､10万人の朝鮮軍は崩壊し武器を捨てて退却/朝鮮軍
  では､白光彦､李之詩､その弟李之礼ら勇将が戦死し､李洸(全羅道巡察使)､尹国馨(忠清道巡察使)､金ｶｸ(慶尚道
  巡察使)､権慄(光州牧使)ら朝鮮軍指揮官らは各地へ逃走
1592年7月13日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月5日|<醴泉の戦い>毛利の武将吉川広家の兵が､醴泉に集まっ
  た朝鮮義兵数千を攻撃し撃退
1592年7月14日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月6日|<第1次唐項浦海戦>(5日~)慶尚右水使･元均･全羅右水使･
  李億祺の艦隊と合流し51隻となった李舜臣率いる朝鮮水軍は､唐項浦沖に集結していた加藤清正旗下の日本水
  軍を攻撃｡李舜臣は艦隊を2つに分けて日本水軍を誘引し､先の唐浦の海戦のようにまず日本軍の大型船の安宅
  船を先に攻撃して撃沈して主導権を握り､再び日本水軍壊滅という一方的な勝利を収めた
1592年7月15日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月7日|<栗浦海戦>李舜臣の朝鮮船隊は正午頃に永登浦に到着,
  小規模の倭船隊を発見して追撃/来島通之は海戦で敗れ倭軍は船を捨てて陸地へ逃亡
1592年7月20日-08:00|中国/日本/韓国/朝鮮|  ||天正20年6月12日|毛利吉成が鉄嶺で朝鮮軍を破る
1592年7月23日-09:00|日本|熊本県葦北郡芦北町|天正20年6月15日|<梅北一揆(日向国)>島津氏の家臣･梅北国兼
  ,佐敷城の町人らと共に城の明け渡しを求め､ついに城内に入り城を占拠
1592年7月23日-08:00|朝鮮/日本|  ||天正20年6月15日|<大同江の戦い>(~16日)夜半に高彦伯と柳璟令は宗義智
  の陣営を強襲/不意を突かれた宗軍は義智の部将の杉村智清を失い苦戦したが､義智自ら抜刀し敵兵を数人斬
  るなどして奮戦し､朝鮮軍も李宣と任旭景が戦死/敗走を始めた朝鮮軍の背後に救援に駆け付けた小西行長や
  黒田長政の軍勢が襲いかかり朝鮮軍は大敗し､敗走する朝鮮兵は溺死するものが相次いだ
1592年7月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｷﾄ市議会は,ｱﾛﾝｿ･ﾓﾚﾉ･ﾍﾞｼﾞﾄﾞを指導者として反乱開始(ｱﾙｶﾊﾞﾗｽの反乱)
1592年7月24日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年6月16日|<平壌城の戦い>日本軍は徒歩で浅瀬の大同江を渡り平
  壌城を目指した/一方､平壌城の金命元と尹斗寿は夜襲部隊の敗戦を知ると門を開いて兵士と民を避難させ武
  器は池の中に捨てて､自身らは順安に逃亡/日本軍は斥候により朝鮮軍が逃亡したことを知ると平壌城を接収
  し､立札を立て民を安心させ､その一方で城内の兵糧数十余万石を押収
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1592年7月25日-09:00|日本|熊本県葦北郡芦北町|天正20年6月17日|<梅北の乱>佐敷城留守居役らが策を練り､饗
  応の席を設けて城を占拠していた梅北国兼を誘い出し､その場で殺害.国兼に賛同した島津家臣も討たれた/島
  津歳久が秀吉によって一揆の黒幕とみなされ､島津義久の追討を受けて死亡したほか､一揆に家臣が参加した
  という理由で肥後の阿蘇惟光がわずか12歳で斬首された
1592年7月28日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年6月20日|<鉄嶺の戦い>毛利吉成らの日本軍が､李渾率いる朝鮮軍
  1千を鉄嶺で撃破
1592年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ5世｣(~1593.9~15970320死去)､｢ﾍﾟﾄﾙ7世｣(~10.25死去
  殺される)
1592年8月7日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年6月30日|黒田長政が海州を占拠
1592年8月8日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年7月|<麻田の戦い>鉄原に陣を張っていた伊東祐兵率いる日本軍が
  ､麻田に集結していた義兵を攻撃して数百人を討ち取った⇒<漣川城の戦い>敗残兵が漣川城に入ったことを知
  り､伊東祐兵が漣川城を攻め落城させた
1592年8月12日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年7月5日|脇坂安治が抜け駆けで巨済島に出陣するも､李舜臣率い
  る朝鮮水軍に大敗
1592年8月14日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年7月7日|<閑山島海戦(朝鮮)>海戦用の水軍や朝鮮沿岸を西進する
  作戦を持たなかった日本軍は､陸戦部隊や後方で輸送任務に当たっていた部隊から急遽水軍を編成して対抗し
  たが､脇坂安治の抜け駆けが主な原因となり1500人の日本水軍が敗北
1592年8月14日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月7日|<熊峠の戦い>小早川隆景ら六番隊は熊峙で鄭湛(金堤郡
  守)率いる数千の朝鮮軍を撃破/鄭湛は戦死
1592年8月14日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月7日|明朝の祖承訓が小西行長の守る平壤を攻めるが､大敗
1592年8月15日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月8日|<閑山島海戦>脇坂艦隊は朝鮮水軍の迎撃を受け大きな被
  害を出し､脇坂安治も窮地に陥るが､座乗船の大きさと櫂の数による機動性を生かして撤退に成功
1592年8月15日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月8日|<梨峙(熊峙)の戦い>(7日~)六番隊の一部部隊2000人が梨
  峙に向かったが､権慄らに撃退される
1592年8月16日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月9日|<第1次錦山の戦い>日本軍の小早川隆景らは錦山に集結/
  義兵軍高敬命は趙憲らと連携して錦山の小早川隆景を攻撃するも朝鮮軍の士気が低く高敬命らは退却
1592年8月17日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年7月10日|<安骨浦海戦>安骨浦に停泊している日本艦隊を李舜臣
  が襲撃/攻撃を受けた日本艦隊は夜の内に安骨浦を発って帰投し､朝鮮水軍も翌日から根拠地へ帰投
1592年8月17日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月10日|<第1次錦山の戦い>高敬命は錦山の小早川隆景を再攻撃
  するも日本軍は士気が低い朝鮮軍を集中攻撃して敗走させた為に義兵軍も敗色濃厚になる/高敬命は退却を促
  す部下らの言葉を聞かずに日本軍に突入し戦死し朝鮮側の惨敗に終わる
1592年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ若公｣
1592年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣(~16110302死去)
1592年8月23日-09:00|朝鮮/日本/中国|  ||天正20年7月16日|<第1次平壌城の戦い>明軍の祖承訓率いる遼東軍
  に､朝鮮軍3000が合流/平壌城への攻撃を開始/日本軍が敵兵を撃退
1592年8月24日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月17日|<海汀倉の戦い>未明､海汀倉において朝鮮軍を加藤清正
  率いる日本軍が破った/日本軍は夜半より密かに朝鮮軍に近づき暁霧に乗じ喊声を発して攻撃朝鮮軍は大いに
  敗れ死傷者を残して北に逃れ鏡城に帰った
1592年8月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世(賢明伯)｣
1592年8月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ﾓｰﾘｯﾂ(碩学伯)｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世の息子(~16270317退任)
1592年8月25日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月18日|<海汀倉の戦い>朝鮮軍が朝再度の攻撃を掛けようと計
  画している間に､加藤清正は伏兵を潜ませて朝鮮軍を待ち受け､二番隊は沼地に面する部分を除いて完全に朝
  鮮軍を包囲し､撃破/敗北した朝鮮軍では元喜(富寧府使)らが戦死し､韓克ｶﾝは死傷者を捨て鏡城へ逃亡
1592年8月25日-09:00|日本|  ||天正20年7月18日|反乱軍の中に島津歳久の家臣が多くいたため､秀吉は島津歳
  久を討つよう命じ､歳久は兄義久からの追撃を受け､自害(56歳)
1592年8月26日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月19日|<海汀倉の戦い>咸鏡道を北進する加藤清正が海汀倉で
  朝鮮軍との戦闘に勝利/大量の兵糧を確保
1592年8月26日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月19日|祖承訓率いる明軍が､平壌を攻撃するも､小西行長らが
  撃退
1592年8月30日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月23日|会寧で朝鮮の謀反軍から朝鮮王国の王子臨海君と順和
  君を引き渡され､捕らえる
1592年8月30日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年7月23日|朝鮮の義兵が慶尚道永川を奪回
1592年9月1日-09:00|日本|徳島県阿南市|天正20年7月25日|<死去>2代平島公方｢足利義助｣⇒子の｢足利義種｣が
  継ぐ(~寛永7年4月13日(16300524)死去)
1592年9月5日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年7月29日|<清州の戦い>日本軍の一部部隊が清州に向かって進撃し
  ていたが､防禦使李沃の朝鮮軍は逃走し､日本軍が清州城を占領/朝鮮の義兵趙憲と霊圭は2,600の兵を集め､清
  州城を攻めたが､日本軍に撃退され､趙憲ら朝鮮軍は後退して城の西の高地に陣を布いた/夜､日本軍は多数の
  敵を警戒して､その夜密かに城を出て退却/翌日､趙憲らは城に入った
1592年9月5日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月29日|<第2次平壌城の戦い>朝鮮の将金命元(都元帥)率いる朝
  鮮軍1万人あまりが平壌を攻撃したが､これを一番隊の小西行長らが大いに破り､朝鮮軍は多くの損害を出し撤
  退
1592年9月5日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年7月29日|<ｵﾗﾝｶｲ侵攻>(~8月中旬)加藤清正は､｢ｵﾗﾝｶｲ(女真族)｣[注



1600迄(1719件)

   76] の戦力を試すために､豆満江を渡って満州に入り､近在の女真族の城を攻撃/咸鏡道の朝鮮人3000人もこ
  れに(加藤清正の軍勢8,000人に)加わった/連合軍は城を陥落させ､国境付近に宿営したが､日本軍は女真から
  の報復攻撃に悩まされ依然優位には立っていたものの､撤退/二番隊は東へ向かい､鍾城､穏城､慶源､慶興を占
  領し､最後に豆満江の河口のｿｽﾎﾟに達した
1592年9月6日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月|<小川の戦い>柳宗介らが率いる朝鮮軍が毛利吉成らの日本軍
  を迎え撃つべく伏兵を敷いたが､日本軍はこれを察知し朝鮮軍に奇襲､朝鮮軍は破れ柳宗介も戦死
1592年9月6日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月|秋月の兵は逃れた朝鮮軍を掃討し､使者を斬った者を殺し､権
  斗文を捕虜とし引き揚げた
1592年9月6日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正20年8月|堀尾与左衛門の室､三河国豊川郷天王社の社殿を建立
1592年9月6日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正20年8月|<拝領>出羽角館44350石｢戸沢政盛｣叔父戸沢光盛の遺料(
  ⇒慶長7(1602)年常陸松岡へ)
1592年9月6日-08:00|中国/日本/韓国|  ||天正20年8月上旬|毛利吉成が寧海府を攻略
1592年9月9日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正20年8月4日|秀吉が､大政所の追善のため､高野山に1万石
  の寄進をして青厳寺を建てさせる
1592年9月12日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月7日|<善山･仁同の戦い>細川忠興･長谷川秀一･木村重茲らが
  率いる1万2000日本軍が､善山に立て篭もっていた朝鮮軍義兵を掃討/その後､南条元清と合流して､仁同の朝鮮
  軍義兵の根拠地を撃破
1592年9月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾐｼｪﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃｰﾆｭ(59歳､15330228生/ﾌﾗﾝｽの哲学者､ﾓﾗﾘｽﾄ)
1592年9月14日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月9日|<梁丹山の戦い>立花宗茂が南平県監韓楯500兵を撃退
1592年9月23日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月18日|<第2次錦山の戦い>(15日~)忠清道の趙憲･霊圭らの義兵
  軍が権慄の制止を振り切って錦山を攻撃/立花宗茂･安国寺恵瓊らが迎撃して趙憲らは戦死
1592年9月25日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月20日|<第1次星州城の戦い>朝鮮軍数千人が毛利勢の依る星州
  城をとり囲む｡開寧で報告を受けた毛利輝元はすぐに援軍を送り､朝鮮軍は側背を衝かれて撤退
1592年9月27日-08:00|中国/韓国/日本|  ||天正20年8月22日|<延安の戦い>小西行長らと共に平壌を制圧した三
  番隊黒田長政は延安城を攻撃/城には義勇兵と民衆合わせて2000人が籠城して抵抗/黒田隊は5000の兵で攻め
  ますが､城兵は熱湯をかけたり､丸太や岩を落とすなどして応戦して何度も撃退/激しい抵抗に手を焼いた黒田
  隊は城を落とすことをあきらめ撤退
1592年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ3世悪候｣(~15930908)
1592年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾙｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ(交代)⇒ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟｵﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｶﾐ
  ｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣
1592年10月4日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月29日|<釜山浦の戦い>朝鮮水軍が日本軍の拠点となっていた
  釜山を攻撃したが勝てずに退却
1592年10月4日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年8月29日|<長林浦海戦>李舜臣全羅連合船隊は倭戦船を東莱にあ
  る長林浦で発見して全て撃沈
1592年10月5日-08:00|中国|  ||明･万暦20年9月|ﾎﾞﾊﾞｲの反乱が鎮圧される
1592年10月6日-09:00|日本|埼玉県秩父市|天正20年9月|徳川家康が社領57石を寄進して代官成瀬吉右衛門に秩
  父神社社殿を建造させた(埼玉県)
1592年10月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾛﾝ｣(2回目~15950625)
1592年10月11日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年9月6日|朝鮮義兵が､慶州を奪回
1592年10月14日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正20年9月9日|<死去改易>美濃国岐阜13万石｢豊臣秀勝(小吉)｣羽
  柴秀吉甥､陣中で病没(無嗣)
1592年10月14日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正20年9月9日|<拝領>美濃岐阜13万3千石｢織田秀信(三法師)｣豊臣
  政権下の一大名となる(~慶長5(1600)年8月23日西軍に加わった結果降伏開城)
1592年10月14日-09:00|日本|奈良県|天正20年9月9日|<拝領>大和国内1万7千石｢織田信雄｣(~慶長5(1600)年改易
  )
1592年10月14日-09:00|日本|福井県大野市|天正20年9月9日|<拝領>越前大野4万5千石｢織田秀雄｣(信雄の嫡男)(
  ~慶長5(1600)年関ヶ原合戦で西軍に与し所領没収)
1592年10月15日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年9月10日|<第2次星州城の戦い>兵を集めた15,000の朝鮮軍が再
  び毛利勢の依る星州城に迫り､毛利輝元の武将らが救援に駆けつけ金泉駅で朝鮮軍を破った
1592年10月15日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年9月10日|<知礼城の戦い>日本軍は知礼城を攻め落して帰還
1592年10月20日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年9月15日|<鏡城の戦い>鄭文孚らの義兵軍が蜂起.日本軍支配下
  に入っていた李氏朝鮮叛乱軍の支配する鏡城の奪取に成功
1592年10月20日-09:00|朝鮮|  |||咸鏡北道にて､義兵が決起
1592年10月22日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ･ﾗﾄﾞﾋﾞﾗ｣(~15951009)
1592年10月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ﾍﾟﾄﾙ7世｣殺される
1592年10月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<復位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｱｰﾛﾝ1世｣(2期目~15950503~1597.5死去)
1592年10月27日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正20年9月22日|<交替>下野佐野3万9千石｢佐野房綱｣隠居⇒養子の
  ｢佐野政綱(信種が改名)｣が継ぐ(⇒慶長19(1614)年7月27日改易)
1592年10月28日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年9月23日|<昌原の戦い>日本勢は細川忠興､長谷川秀一､木村重茲
  などの20,000弱の軍勢を編成し､釜山を出発して昌原を攻めた/慶尚右兵使の柳崇仁は官軍および収容した敗
  兵を指揮して抵抗したが日本軍に大敗/敗走した柳崇仁は後方の晋州城へ入ろうとするが､部下であり守将の
  晋州牧使･金時敏は日本軍の突入を怖れて城門を開く事を拒否し,やむなく柳崇仁は城外で敗兵を再編成して
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  日本軍に野戦を挑むが敗死
1592年10月31日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年9月26日|<昌原の戦い>日本軍が昌原城を攻め落して1千4百人を
  討ち取った/柳崇仁は逃走し咸安を守った
1592年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ3世｣(~1593.6)
1592年11月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ･ﾃﾞ･ﾚﾝｽ｣(~1593年)
1592年11月2日-09:00|日本|愛知県あま市|天正20年9月28日|三位法印常閑､尾張国海東郡貴船社の社殿を建立
1592年11月4日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年10月|<春川の戦い>江原道の助防将元豪がまたも兵を募り､数千
  人を集め､原州の朴渾と共に春川城を攻めた｡春川城を守る島津豊久率いる兵500人が門を開き出撃すると朝鮮
  軍は混乱､日本軍は奮闘し朝鮮軍を撃退､朴渾は戦死し､元豪は逃亡
1592年11月4日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年10月1日|日本軍は咸安を攻略し､柳崇仁は晋州方面へ逃げ延びた
  /敗走した柳崇仁は後方の晋州城へ入ろうとするが､部下であり守将の晋州牧使･金時敏は日本軍の突入を怖れ
  て城門を開くことを拒否し､やむなく柳崇仁は城外で敗兵を再編成して日本軍に野戦を挑むが敗死
1592年11月13日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年10月10日|<第1次晋州城の戦い>(4日~)日本軍が晋州城攻城､容
  易に攻略できないと判断し､長期戦を厭って退却
1592年11月17日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾖﾊﾝ3世｣54歳
1592年11月17日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｼｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ3世)(~15990724退位
  )
1592年11月19日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年10月16日|<咸興の戦い>加藤清正が咸鏡道地区の咸興を占領
1592年11月22日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年10月19日|<胡寧の戦い>京畿道巡察使の沈岱は漢城奪回を狙い､
  胡寧城で兵を集めていたが､伊東祐兵が襲撃し､胡寧城は落城し沈岱は殺された
1592年11月27日-09:00|韓国/日本|兵庫県三木市|天正20年10月24日|<死去>播磨国三木13万石｢中川秀政｣､水原
  の近くで鷹狩りをしていた時に敵兵に包囲され戦死⇒弟｢中川秀成｣が相続(6万6千石⇒文禄3(1594)年2月､豊
  後岡7万4千石⇒慶長5(1600)年)所領安堵)
1592年12月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｱﾛﾝｿ･ﾓﾚﾉ･ﾍﾞｼﾞﾄﾞが殺害され,反乱終結
1592年12月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾊﾟﾙﾏ公Alexander Farnese｣
1592年12月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Peter Ernst I von Mansfeld-Vorderor
  t｣(~1594年)
1592年12月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公(ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ家)ﾗﾇｯﾁｮ1世(~16220305死去52歳)
1592年12月4日-09:00|韓国/日本|  ||天正20年11月|<機張城の戦い>数千の朝鮮軍義兵が機張城に攻め寄せたが
  ､日本軍はこれを撃退し､800の首を得た
1592年12月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾊﾟﾙﾏ公爵ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ｣
1592年12月13日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年11月10日|<咸興の戦い>咸鏡道巡察使尹卓然は咸鏡南道で兵を
  募り､鍋島直茂本陣を攻撃しようと企て､独山のふもとに集結し陣を構えたが､鍋島勢が先手を打ってこれを襲
  撃し1千人を討ち取った.朝鮮軍の敗残兵は元平の山地に逃れ､再び兵を募り､鍋島勢は出撃し再び朝鮮軍を破
  り営舎を焼き払った
1592年12月14日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正20年11月11日|三河国牟呂八幡社の社殿が建立
1592年12月18日-09:00|朝鮮/日本|  ||天正20年11月15日|<吉州長坪の戦い>咸鏡道の日本軍吉州城守備部隊は
  周辺での略奪を行っており鄭文孚の義兵軍がこれを待ち伏せして撃破､追撃して吉州城を包囲
1592年12月27日-09:00|日本|京都府京都市|天正20年11月24日|<死去>本願寺顕如(50)
1592年12月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･武安1年11月25日|<死去>莫朝(大越)第5代皇帝｢英祖莫茂洽｣殺害さ
  れる
1592年12月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･武安1年11月25日|<即位>莫朝(大越)第6代皇帝｢景宗莫全｣(~159301
  14後黎朝軍に捕らえられる~15930227処刑される)武安と改元
1593年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾌﾞﾔﾝ･ｾﾁｪﾝ･ﾊｰﾝ｣(~1603年没)
1593年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ﾀｲ|  |||ｱﾕﾀﾔ軍がﾉｰﾝ･ｻﾗｲでﾋﾞﾙﾏ軍を撃破
1593年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼｰﾀﾜｶ王国国王｢ﾗｼﾞｬｼﾝﾊ1世｣
1593年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Mangari Daeng Manrabbia Sultan Alau'ddin｣(~16390615)
1593年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼｰﾀﾜｶ王国国王｢Rajasuriya｣(~1594年)
1593年-03:00|ｹﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾓﾝﾊﾞｻを占領し､要塞を建設
1593年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｵｸｽﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊｲﾀﾞｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒
  ｢ﾏﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1595年)
1593年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶｷﾞﾙﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1594年)
1593年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬはｼﾘｽﾄﾗのｳﾞｨﾗｲｴｯﾄの一部
1593年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾑｽﾀﾌｧ2世ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1594年)
1593年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾙｳﾞｨﾑ2世｣(~1636年)
1593年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝が対ｵｰｽﾄﾘｱ15年戦争を開始
1593年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Fernando de Meneses｣(~1597年)
1593年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Soren Nielsson｣(1期目)⇒｢Strange Madson
  ｣(2期目~1597年)
1593年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢William Stanley｣(~1594年)
1593年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ,ﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺを襲撃
1593年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Fernando Coutinho3世｣
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1593年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ﾍﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮﾙﾃｶ州暫定市長｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾌｴﾝﾃｽ･ｲ･
  ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ｣(~1594年)
1593年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾝﾄﾞ｣(~1603年)
1593年1月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで常備騎兵軍の反乱がおこる
1593年1月3日-09:00|日本|長野県千曲市|天正20年12月|<拝領>信濃筑摩1万5千石｢石川康勝｣(⇒慶長5(1600)年
  所領安堵⇒慶長18(1613)年大久保長安事件で改易)
1593年1月3日-09:00|日本|長野県松本市|天正20年12月|<死去>信濃松本10万石｢石川数正｣⇒｢石川康長｣が継ぐ(
  弟､康勝に15千石､泰次に5千石分知58千石)(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1593年1月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･宝定1年12月|大越莫子全が宝定と改元
1593年1月3日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄1年12月1日|<中和の戦い>平壌の小西勢が､平壌近郊の中和の砦に立て
  篭もった林仲ﾘｮｳらの朝鮮軍を殲滅
1593年1月10日-09:00|日本|  ||文禄1年12月8日|年号を｢文祿｣に改元
1593年1月12日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄1年12月10日|<吉州双浦の戦い>吉州の南西の城津より日本軍400名が
  吉州救援に向かうが､鄭文孚軍の待ち伏せに遭い撃破される
1593年1月14日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･宝定1年12月12日|<廃位>莫朝(大越)第6代皇帝｢景宗莫全｣後黎朝軍
  に捕らえられる(~15930227処刑される)
1593年1月16日-09:00|韓国/日本|  ||文禄1年12月14日|(13日~)<第3次星州城の戦い>金ﾍﾞﾝ率いる5,000の朝鮮
  軍が星州城を包囲するが､日本軍に撃退される
1593年1月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~15950216)
1593年1月28日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ･ｻﾞｰﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｽﾊﾊ｣(~1594年8月)
1593年1月28日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄1年12月26日|<金化の戦い>島津義弘が金化に陣を移すと､またも元豪
  が数百の兵を率いやって来た/義弘の子の久保がこれを攻撃し元豪らを討ち取り､首をさらした.これにより江
  原道方面は平穏となった
1593年1月30日-09:00|日本|群馬県前橋市|文禄1年12月28日|<転封>武蔵奈良梨12000石｢諏訪頼忠｣⇒上野総社(~
  同年隠居)⇒子の｢諏訪頼水｣が継ぐ(⇒慶長6(1601)年諏訪高島27000石に転封)
1593年2月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾙﾏ｣(~15950330)
1593年2月2日-09:00|日本|茨城県守谷市|文禄2年|<改名>下総相馬郡守谷1万石｢明智定政｣土岐家を再興⇒｢土岐
  定政｣(⇒慶長2年3月3日(15970419)死去)
1593年2月2日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|文禄2年|<死去>山城御牧3万5千石｢津田盛月｣⇒長男の｢津田
  信任｣が継ぐ(同年洛外千人斬り事件で犯人として逮捕され剃髪して長意と号して士籍剥奪⇒弟｢津田高勝｣が1
  万3千石で家名相続(⇒慶長12(1607)年6月24日婦女への狼藉により除封)
1593年2月2日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄2年1月|<竹山の戦い>辺以中率いる朝鮮軍が福島勢の守る竹山城を攻
  めるが､福島勢が逆襲し朝鮮軍は大敗
1593年2月2日-09:00|日本|愛知県一宮市|文禄2年1月|尾張国妙興寺の仏殿が建立
1593年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｰｸﾆｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣
1593年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵｰｸﾆｰ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~1614年剥奪)
1593年2月6日-09:00|日本|  ||文禄2年1月5日|<死去>106代天皇｢正親町上皇｣77歳(誕生:永正14(1517)0529)
1593年2月6日-09:00|日本|北海道|文禄2年1月5日|<所領安堵>蝦夷松前｢蠣崎慶広｣(蠣崎季広の三男)豊臣秀吉よ
  り蝦夷地支配･松前の領有許可
1593年2月8日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄2年1月7日|<第3次平壌城の戦い>明､朝鮮連合軍の攻撃を受け､小西行
  長らが夜間に平壌城から撤退
1593年2月9日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄2年1月8日|<第3次平壌城の戦い>小西行長らが鳳山に入るも､守将の大
  友義統が既に逃走していたため､更なる撤退を余儀なくされる
1593年2月19日-09:00|朝鮮/中国/日本|  ||文禄2年1月18日|明軍が開城府を奪還
1593年2月24日-09:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年1月23日|<端川の戦い>城津より更に南西の端川の日本軍500
  名が鄭文孚軍からの援軍と朝鮮軍に撃破されるも､先の加藤清正の救援軍が来着して朝鮮連合軍を撃破
1593年2月25日-09:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年1月24日|<碧蹄館の戦い(朝鮮)>査大受率いる明軍の偵察隊
  が日本軍の偵察隊(主な指揮官は加藤光泰､前野長康)に勝利､日本軍偵察隊は60人余りの死者をだし撤退
1593年2月26日-09:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年1月25日|<碧蹄館の戦い(朝鮮)>越川峠南面にて正面で交戦
  開始/宗茂と直次の本隊2000は､先鋒の惟道らと中陣700の小野鎮幸､米多比鎮久を陣替する際に､直次と戸次鎮
  林を陣頭に立てて､左側面から敵後詰･高彦伯の朝鮮軍数千に奇襲を仕掛けて撃退に成功､更に宗茂は800騎の
  備えを率いて明･朝鮮軍を猛烈追撃､戦果を拡大/ここで日本軍は7千の敵軍と遭遇.立花軍は奮戦するが､敵軍
  は次々に新鋭を繰り出し兵を入れ換え､十時惟道､内田統続､安田国継らは突撃を敢行､鑓を投げて数十騎を突
  落し､明･朝鮮軍を中央突破して回転突破したが､その際に中陣の戸次統直は強弓を引いて20餘の敵兵を射落し
  援護しながらも､惟道が李如梅の毒矢を受けて､帰陣から間もなく戦死､旗奉行の池辺永晟も惟道負傷後は先鋒
  隊の指揮を暫任し中陣と替わるのを成功させたが､後の追撃戦で戦死/寡兵の立花･高橋勢は奮戦してこれを撃
  退､越川峠北方右側にて兵を休ませ､この後に小早川隆景など日本軍先鋒隊が到着すると､疲労の深い立花勢を
  後方に下げて､西方の小丸山に移陣
1593年2月26日 02:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年1月25日|<碧蹄館の戦い(朝鮮)>午前11時頃､正面に出た隆景
  軍の先陣二隊の内､明軍の矢面に立った粟屋景雄隊が次々繰り出される新手を支えきれずに後退を始めると明
  軍はすかさず追撃に移る/戦機を待ってそれまで待機していたもう一方の井上景貞隊がその側背に回り込んで
  攻撃し､井上隊にいる清水景治も鉄砲隊で射撃したことで明軍は大混乱となった/その機を逃さず立花宗茂が
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  部将の立花成家に鉄砲隊を率いて三回撃たせ､高橋勢と共に多数の軍旗を掲げて太鼓を鳴らせ､全軍揃って左
  方から敵陣に強襲/小早川秀包､毛利元康､筑紫広門勢が右方から側撃､隆景本隊と吉川広家､安国寺恵瓊､宇喜
  多家の家臣戸川達安と国富貞次､花房職之も正面より進撃し､明軍前衛を撃破して北の碧蹄館にいた李如松の
  本隊に迫って正午の激戦となった､この際立花軍には小西行長からの使者宇佐美民部が奮戦して兜首二つを取
  った/立花家臣の金甲の将･安東常久と一騎討ちして李如松自身も落馬したが､李如梅の矢を受けて常久は戦死
  /落馬した李如松は小早川の部将井上景貞の手勢に迫られたが､側近の李有聲が盾となってこれを助け､李如梅
  ､李如柏らが救出､李如松の親衛隊も李有升など80余名ほど戦死/そこに明軍副総兵楊元が火軍(火器装備部隊)
  を率いて援軍として駆けつけ態勢を回復して防戦に努める
1593年2月26日 03:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年1月25日|<碧蹄館の戦い(朝鮮)>正午頃には戦いの大勢は決
  し､隆景らの日本軍は退却する明軍を碧蹄館北方の峠･恵陰嶺に午後2時から4時まで追撃し深追を止めたが､宗
  茂と秀家の軍勢はより北の虎尾里まで追討し､午後5時までに漢城へ引き上げ､明軍は開城まで撤退/なお､立花
  軍の金備え先鋒隊長小野成幸や与力衆の小串成重､小野久八郎と一門の戸次鎮林､そして高橋家中今村喜兵衛､
  井上平次､帆足左平､梁瀬新介も戦死/また､秀包の家老の横山景義､部将桂五左衛門､内海鬼之丞､伽羅間弥兵衛
  ､手島狼之助､湯浅新右衛門､吉田太左衛門､波羅間郷左衛門など､広家配下の綿貫藤次郎も戦死
1593年2月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･康祐1年1月27日|<即位>莫朝(大越)第7代皇帝｢閔宗莫敬止｣(~同月殺
  害される)康祐と改元⇒第8代皇帝｢代宗莫敬恭｣(~1621年)
1593年2月27日 02:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年1月26日|<碧蹄館の戦い>未明､立花宗茂隊2000兵が進軍開始
  /午前6時より11時までの激戦を経て､通報を受けた宇喜多秀家が指揮する日本軍4万が漢城郊外の碧蹄館で迎
  撃､一大決戦となり日本軍が勝利/この戦いで明軍は大きな損失をだし､総司令官･李如松は危うく討ち死に寸
  前まで追い込まれたが､平壌まで退却.李如松の麾下の親衛隊の内､李有升ら勇士80人余りも戦死/この戦いの
  敗北によって李如松は戦意を喪失して明軍の勢いはそがれ､武力による日本軍撃退方針を諦めて講和交渉へと
  転換
1593年3月1日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄2年1月28日|<白塔郊の戦い>吉州城の日本軍が南へ撤退/鄭文孚率いる
  朝鮮軍3千人余りが日本軍を攻撃したが､吉州の南方約8kmの白塔において日本軍が迎え討ち､朝鮮軍を撃退
1593年3月2日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄2年1月29日|吉州守備隊救援に成功した日本軍は全軍撤収/加藤清正本
  隊と合流し､日本軍は咸鏡道より全軍撤収
1593年3月2日-09:00|韓国/中国|  |||明軍李如松が開城まで撤退
1593年3月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･乾統1年2月|大越莫朝･乾統と改元(~1625)
1593年3月13日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年2月11日|朝鮮軍の権慄が漢城方面へ偵察に出した部隊が日本軍と
  遭遇して､89人を失った
1593年3月14日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年2月12日|<幸州山城の戦い>漢城奪回をうかがう朝鮮全羅巡察使･
  権慄の陣する幸州山城を､宇喜多秀家を総大将として小早川､吉川ら毛利勢及び黒田勢､それに奉行石田三成ら
  の軍勢をもって攻撃したが撤退
1593年3月19日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年2月17日|<幸州山城の戦い>朝鮮全羅巡察使･権慄が幸州山城に火
  を放ち､撤退
1593年3月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ｴｽﾃﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾗﾆｮﾝ｣(
  ~16000130)
1593年3月24日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年2月22日|<第4次熊浦海戦>朝鮮水軍敗北
1593年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1593年4月8日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1594年8月)
1593年4月12日 02:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年3月中旬|龍山の焼き討ち/明の宋応昌が漢城の龍山にある食
  料貯蔵庫を焼き討ちし､秀吉軍は2ヶ月分の食料を失う
1593年5月11日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Pedro Suarez｣(1期目~1597年)
1593年5月17日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年4月17日|日本と朝鮮の間で休戦協定結ばれる
1593年5月18日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年4月18日|合意条件に基づき､日本軍は漢城を出て､明の勅使･沈惟
  敬･朝鮮の二王子(臨海君､順和君)とともに釜山まで後退
1593年5月19日-09:00|韓国/中国|  |||明軍､漢城府を奪還
1593年5月19日-09:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年4月19日|明軍､漢城府を奪還/李如松が漢城へ入城.朝鮮国王
  宣祖も漢城に復帰
1593年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾏｰﾛｳ､殺害される/ｲｷﾞﾘｽ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ)の劇作家
1593年5月31日-09:00|日本|大分県|文禄2年5月1日|<改易>豊後府内37万8500石領主｢大友吉統(義統)｣/朝鮮出兵
  中勝手に陣所を放棄したほか､卑怯の振るまいがあったとして廃絶
1593年5月31日-09:00|日本|鹿児島県出水市|文禄2年5月1日|<改易>出水｢島津忠辰｣/｢虚病｣と称して高麗出陣を
  怠った
1593年5月31日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文禄2年5月1日|<改易>肥前岸岳8万石｢波多親｣(朝鮮在陣中の不手際)
  徳川家康に預けられ､のち常陸に追放
1593年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ﾐﾊｴﾙ2世｣(~1600.10)
1593年6月22日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1594年6月)
1593年6月22日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||<ｼｻｸの戦い>ｸﾛｱﾁｱ軍がｵｽﾏﾝ帝国に勝利.ｵｽﾏﾝ軍初の敗退
1593年6月24日-09:00|日本|  ||文禄2年5月25日|<格付>陸奥大浦4万5000石｢津軽為信｣
1593年7月4日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾗｻﾞｼﾞｰ｣(~16120704)
1593年7月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢政府ｼﾞｭﾝﾀ(議長:ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ､ﾘｽﾎﾞﾝ大
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  司教)｣(~1598年)
1593年7月11日-09:00|韓国/中国/日本|  ||文禄2年6月13日|明､朝鮮軍が晋州城へ進軍､立花と小早川軍は転進
  し釣り野伏せ戦法を連携して明軍を撃退
1593年7月11日-09:00|日本|福島県会津若松市|文禄2年6月13日|蒲生氏郷が会津に城を築く
1593年7月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｱﾙﾁﾝﾎﾞﾙﾄﾞ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1527年)
1593年7月12日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月14日|日本軍は昌原より進撃を開始し､咸安を経由して宜寧に
  集結していた平安巡辺使･李賓､全羅巡察使･権慄､全羅兵使･宣居怡などの李朝軍を敗走させた
1593年7月14日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月16日|晋州を目指す日本軍が､咸安に侵攻し､これを焼き討ちに
  する
1593年7月16日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月18日|晋州をを目指す日本軍が､宜寧に侵攻し､これを焼き討ち
  する
1593年7月20日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月22日|<第2次晋州城の戦い>晋州城内から､援兵を請う為に脱出
  した朝鮮軍の使者林遇華が､日本軍に捕らえられる/日本軍は林遇華を城内に示して攻撃を加えるも､城方はこ
  れを退ける
1593年7月23日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月25日|<第2次晋州城の戦い>宇喜多秀家率いる日本軍が､晋州城
  東方に櫓を築いて城内を攻撃するも､城方も城内に櫓を築いて応戦し､これを退ける
1593年7月26日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月28日|<第2次晋州城の戦い>日本軍が晋州城西面の城壁を崩す/
  この攻防で､朝鮮側の将黄進が戦死
1593年7月27日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年6月29日|<第2次晋州城の戦い>日本軍黒田長政配下の後藤基次や
  加藤清正配下の森本一久らが先を争って突入し晋州城を攻略/朝鮮軍将兵､市民は全滅
1593年7月28日-09:00|日本|愛知県一宮市|文禄2年7月|僧景存､尾張国妙興寺の仏殿を再興
1593年8月1日-09:00|韓国/日本/中国|  ||文禄2年7月5日|日本軍は全羅道求礼へ進出し､明軍及び朝鮮軍を撃破
1593年8月3日-09:00|韓国/日本/中国|  ||文禄2年7月7日|日本軍は全羅道谷城へ進出し､明軍及び朝鮮軍を撃破
1593年8月5日-09:00|韓国/日本/中国|  ||文禄2年7月9日|日本軍は晋州城へ撤退
1593年8月6日-09:00|日本|三重県度会郡玉城町|文禄2年7月10日|<死去>伊勢岩手城2万650石｢牧村利貞｣48歳,朝
  鮮において病死⇒2万300石｢稲葉道通｣弟が継ぐ(⇒翌年2万6千石⇒慶長5(1600)年伊勢田丸へ)
1593年8月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~16080129死去)
1593年8月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ敬虔公｣(生年1554年)
1593年8月27日-09:00|日本|秋田県仙北市|文禄2年8月|最上勢､秀吉蔵入地の管轄権を巡り､出羽仙北に侵入し､
  役内･中村･寺沢･院内･横堀･小野寺を攻撃
1593年8月31日-09:00|日本|大阪府堺市|文禄2年8月5日|<死去>今井宗久(74)茶人･豪商/三大宗匠の一人[1520年
  生～]
1593年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾐﾊｲ勇敢公がﾜﾗｷｱの公位につく
1593年9月4日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Fernando Coutinho4世｣(~1626年死
  去)
1593年9月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ｽﾄﾛｴ･ﾌﾞｾﾞｽｸ｣(~10.7)
1593年9月13日-09:00|日本|熊本県阿蘇市|文禄2年8月18日|<死去>肥後阿蘇荘領主｢阿蘇惟光｣切腹､滅亡
1593年9月17日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Francisco de Mascarenhas｣(
  ~1608年死去)
1593年9月24日-09:00|韓国/日本|山梨県|文禄2年8月29日|<死去>甲斐24万石｢加藤光泰｣西平浦の陣中で病死(享
  年57)息子の作十郎(貞泰)は､若年を理由に領地召上げ
1593年9月25日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾝ島主･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1593年9月25日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島主･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(~15940416死去)
1593年9月25日-09:00|日本|石川県|文禄2年9月|<拝領>能登一国21万5千石｢前田利政｣(父の所領のうち⇒慶長5
  年(1600)9月改易)
1593年9月25日-09:00|日本|大分県|文禄2年9月|<拝領>豊後国大野･直入･大分･海士辺4郡内2万5000石｢木下吉隆
  ｣(⇒13日さらに300石加増⇒文禄4(1595)年7月1日さらに1万石加増)
1593年9月26日-09:00|韓国/日本|  ||文禄2年9月2日|問註所統景､問註所正白兄弟は小早川秀包の先鋒になって
  明軍と晋州城外西南方二十里の河東郡に遭遇し以下数百兵は戦死､宗茂は敗れた小早川軍を救援､明軍は敗れ
  て晋州城に返る
1593年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1593年10月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾊｲ2世勇者｣(~1600年10月)
1593年10月23日-09:00|韓国|  ||朝鮮･万暦21年9月29日|朝鮮国王宣祖､漢城府に帰る
1593年10月24日-09:00|日本|大分県|文禄2年閏9月|<拝領>豊後･伊勢国内26300石｢駒井重勝｣(⇒文禄4(1595)年8
  月8日1300石加増)
1593年10月24日-09:00|日本|大分県臼杵市|文禄2年閏9月|<加増移封>美濃国内1万石｢太田一吉(宗隆)｣→豊後臼
  杵6万5千石(~慶長5(1600)年､改易)
1593年10月24日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文禄2年閏9月|<加増移封>越前国府中12万石｢木村重茲｣⇒山
  城淀18万石(~文禄4年7月15日(15950820)､秀次事件連座の罪で摂津国茨木の大門寺において自害)
1593年10月24日-09:00|日本|福井県越前市|文禄2年閏9月|<移封>越前大野城8万石｢青木一矩｣⇒越前府中城(⇒
  慶長4(1599)年2月5日越前北ﾉ庄21万石)
1593年10月24日-09:00|日本|福井県大野市|文禄2年閏9月|<拝領>越前大野45000石｢織田秀雄(信雄の子)｣(~慶長
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  5(1600)年改易)
1593年10月25日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｺﾞﾒｽ･ﾍﾟﾚｽ･ﾀﾞｽ･ﾏﾘﾆｬｽ｣
1593年10月25日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督代理｢Pedro de Rojas｣(~12.3)
1593年11月9日-09:00|日本|長野県飯田市|文禄2年閏9月17日|<移封>近江蒲生｢京極高知｣→信濃飯田6万石(後に
  10万石)(~慶長5(1600)年丹後宮津へ)
1593年11月9日-09:00|日本|長野県飯田市|文禄2年閏9月17日|<死去>信濃飯田10万石｢毛利秀頼｣⇒<拝領>信濃国
  内1万石｢毛利秀秋(長男)｣(秀頼の遺領の一部)
1593年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Albrecht｣
1593年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Philip4世｣(~16020312死去)
1593年11月19日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢柳成龍｣(~15981106)
1593年11月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾊﾞ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~15951126)
1593年12月3日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾙｲｽ･ﾍﾟﾚｽ･ﾀﾞｽ･ﾏﾘﾆｬｽ｣(~15960714)
1593年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第4代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣
1593年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第5代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣(~16290922死去)
1593年12月21日-09:00|日本|埼玉県深谷市|文禄2年10月29日|<死去>武蔵深谷1万石｢松平康直｣⇒家康の七男｢松
  平松千代｣が継ぐ(~慶長4年1月12日(15990207)死去)
1594年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾀｼﾞｭﾙ･ｱﾘﾌｨﾝ･ｼｬｰ1世｣
1594年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣(~1603年没)
1594年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾌﾟﾚｱ･ﾗﾑ1世｣(~1596.5殺された)
1594年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｱﾕﾀﾔ軍がｸﾒｰﾙ王都ﾛｳﾞｯｸを占領
1594年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<再建>ﾎﾟﾝﾁ国
1594年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｿｳｻ｣(~同年)⇒｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞ
  ﾄﾞ｣(~1613年)
1594年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾓﾊﾒｯﾄﾞ｣(~1603年)
1594年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1596年)
1594年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｸﾙﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1596年4月)
1594年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾆｺﾛ･ﾄﾞﾅ｣(~1598年)
1594年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(5期目~同年)⇒｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ﾎﾞｽﾀﾝｼ｣(~同年
  )⇒｢ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1595年)
1594年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Pir Mansur･ﾍﾞｲ｣(~1608年)
1594年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｶﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1596年)
1594年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Mendo de Ledesma｣(~1597年)
1594年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Ernest of Austria｣(~15950220死去)
1594年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ｱｯﾋﾟｱｰﾆ｣(~1603年)建国
1594年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱ人の反乱(ﾊﾞﾅﾄ蜂起)
1594年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~16150911死去)
1594年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Thomas Burscough｣(~同年)⇒｢Edward Ellis｣(1期目~同年)⇒｢
  Randulph Stanley｣(~15950617死去)
1594年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが､ｷｬﾝﾃﾞｨ王国に進軍､失敗
1594年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Bras Soares de Sousa｣(~1626年)
1594年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｨｯﾗﾌｧｰﾅ｣⇒｢｢ﾛ
  ﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾍﾞｶﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾚﾛ｣(2回目~1596年)
1594年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(2回目~1602年)
1594年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ﾍﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮﾙﾃｶ州市長｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞｶﾞ･ｲ･ｱｾｲ
  ﾄｩｰﾉ｣(~1596年)
1594年1月6日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ｣(~15950701死去)
1594年1月6日-09:00|日本|広島県神石郡神石高原町|文禄2年11月15日|三吉清覚,木造の神像3体(神石郡油木八
  幡宮蔵)を造立
1594年1月11日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|文禄2年11月20日|<拝領>若狭高浜2万石｢木下利房｣(⇒慶長元(
  1596)年3万石に加増~慶長5(1600)年改易)
1594年1月11日-09:00|日本|福井県小浜市|文禄2年11月20日|<拝領>若狭小浜8万石｢木下勝俊｣(~慶長5(1600)年
  改易)
1594年1月11日-09:00|日本|山梨県甲府市|文禄2年11月20日|<移封>若狭小浜86500石｢浅野長政(長吉)｣⇒甲斐国
  府中21万5千石(~慶長4(1599)年､隠居後常陸真壁へ)
1594年1月17日-09:00|日本|  ||文禄2年11月26日|日本初の木活字本｢古文考経｣出版
1594年1月22日-09:00|日本|愛知県豊橋市|文禄2年12月|八田嘉兵衛尉ら､三河国橋良牛頭天王社の社殿を建立
1594年2月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~15950212没)
1594年2月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾋﾟｴﾙﾙｲｰｼﾞ･ﾀﾞ･ﾊﾟﾚｽﾄﾘｰﾅ(生年1525年､ｲﾀﾘｱの作曲家)
1594年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>17代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の長男(~16121126死去)
1594年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)｢Henry Frederick｣(~1612110
  6死去)
1594年2月20日-09:00|日本|愛知県刈谷市|文禄3年|<減移封>伊勢国神戸4万石｢水野忠重｣⇒三河刈谷城2万石(~
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  慶長5年7月19日(16000827)加賀井重望に殺害される)
1594年2月20日-09:00|日本|東京都新宿区|文禄3年|徳川家康､今川義元の菩提を弔うため､笑岩長闇を開山に万
  昌山長延寺(市ヶ谷長延寺町)創立
1594年2月20日-09:00|日本|長野県松本市|文禄3年|石川数正･康長父子によって松本城天守閣完成(長野県)
1594年2月20日-09:00|日本|三重県桑名市|文禄3年|<拝領>伊勢長島1万石｢福島高晴｣(~慶長5(1600)年大和宇陀
  松山3万石)
1594年2月20日-08:00|中国|  ||明･万暦22年|明で播州宣慰使の煬応竜の反乱がおこる
1594年2月20日-09:00|日本|千葉県香取市|文禄3年1月|<移封>下総上代｢松平家忠｣⇒下総小見川1万石(~慶長5年
  8月1日(16000908)伏見城の戦いで戦死)
1594年2月23日-09:00|日本|  ||文禄3年1月4日|<死去>曲直瀬正盛(道三)､医師(生年1507年)日本医学中興の祖
1594年2月26日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|文禄3年1月7日|<減移封>甲斐府中24万石｢加藤貞泰｣→美濃黒野4万石
  (幼少のため~慶長5(1600)年所領安堵)
1594年2月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｱﾝﾘ4世が､ｼｬﾄﾙ大聖堂で正式にﾌﾗﾝｽ国王として戴冠
1594年3月1日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄがｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王に即位
1594年3月20日-09:00|日本|福井県福井市|文禄3年1月29日|<死去改易>越前東郷11万石｢長谷川秀一｣病を得て陣
  中で没､継嗣なく長谷川家は廃絶
1594年3月22日-09:00|日本|大分県臼杵市|文禄3年2月|<就任>豊後臼杵6万石｢福原長堯｣
1594年3月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｰｱﾝ､ﾙ･ｱｰﾌﾞﾙ･ｱﾐｱﾝなどがｱﾝﾘ4世に帰順
1594年3月29日-09:00|日本|大分県大分市|文禄3年2月8日|<拝領>豊後府内1万3千石｢早川長政｣(⇒慶長2(1597)
  年改易)
1594年3月29日-09:00|日本|大分県国東市|文禄3年2月8日|<拝領>豊後安岐1万5千石｢熊谷直盛｣(⇒慶長4(1599)
  年10月改易)
1594年3月29日-09:00|日本|大分県国東市|文禄3年2月8日|<拝領>豊後富来2万石｢垣見一直｣(⇒慶長4(1599)年5
  月改易)
1594年3月29日-09:00|日本|大分県竹田市|文禄3年2月8日|<加増移封>播磨国三木6万6千石｢中川秀成｣⇒豊後竹
  田(岡城)74000石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1594年3月29日-09:00|日本|大分県豊後高田市|文禄3年2月8日|<拝領>豊後高田1万3千石｢竹中重利｣(⇒慶長5(16
  00)年所領安堵⇒同年､豊後府内藩2万石に移封)
1594年3月29日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|文禄3年2月8日|<移封>播磨国内2万石｢福原直高｣⇒但馬国豊岡城2万
  石(⇒翌年7月1万石加増)
1594年3月29日-09:00|日本|福井県福井市|文禄3年2月8日|<移封>越前藤枝5万石｢丹羽長昌｣→越前東郷5万石(~
  慶長5(1600)年改易)
1594年4月 04:00|ﾁﾘ|  |||海賊ﾎｰｷﾝｽ,ﾊﾞﾙﾊﾟﾗｲｿを襲撃.町を略奪
1594年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1594年4月16日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾝ島主･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1594年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(~16420929死去)
1594年4月17日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|文禄3年2月27日|豊臣秀吉､関白秀次らとともに吉野で花見の
  宴を催す
1594年4月25日-09:00|韓国/日本|  ||文禄3年3月5日|<第2次唐項浦海戦>(4日~)李舜臣の朝鮮水軍は唐項浦沖で
  30隻の倭戦船を撃沈
1594年5月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝの領有権はﾄﾞ･ﾗ･ﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｰｳﾞｪﾙﾆｭ王朝に渡された
1594年5月10日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文禄3年3月20日|淀城の天守､櫓などが破却される
1594年5月20日-09:00|日本|青森県弘前市|文禄3年4月|<移転>陸奥津軽郡一円45000石(陸奥大浦城主)｢津軽為信
  ｣⇒陸奥弘前(堀越城)47000石(⇒慶長5(1600)年上野国大舘2000石加増)
1594年5月20日-09:00|日本|福島県会津若松市|文禄3年4月|<高直し>陸奥会津73万石｢蒲生氏郷｣⇒検地により92
  万7千石(~文禄4年2月7日(15950317)死去)
1594年5月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾞﾗｯｼ･ﾊﾞｰﾘﾝﾄ(生年1554年､ﾊﾝｶﾞﾘｰの詩人)
1594年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾃｨﾝﾄﾚｯﾄ(生年1518年､ｲﾀﾘｱの画家)
1594年6月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~11月)
1594年6月4日-09:00|日本|奈良県天理市|文禄3年4月16日|<拝領>山辺郡岸田1万石｢岸田忠氏｣秀吉の直臣となる
  (慶長5(1600)年改易)
1594年6月4日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文禄3年4月16日|<死去改易>大和郡山100万石｢豊臣秀保｣無嗣
1594年6月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｵﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ﾗｯｿ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1532年頃)
1594年6月19日-09:00|日本|京都府京都市北区|文禄3年5月|小早川隆景,京都黄梅院に香積厨を造立
1594年6月19日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文禄3年5月|淀殿が､父浅井長政の菩提寺として養源院を建立
1594年6月21日-09:00|日本|茨城県つくば市|文禄3年5月3日|波多親､筑波山麓に配流
1594年6月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国摂政･執事代行｢ﾆｰﾙｽ･ｶｰｽ･ﾃｨﾙ･ﾀｰﾙﾌﾟｺﾞｰﾙ｣
1594年6月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｳﾞｧﾙｹﾝﾄﾞﾙﾌ･ﾃｨﾙ･ｸﾞﾛｰﾗｯﾌﾟ｣(⇒1596060
  7､執事~16010117没)
1594年7月 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾇｴﾎﾞ｣(~16020619
  )
1594年7月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾍﾞﾝﾀﾞｰﾆｮ｣(~1595年
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  )
1594年7月18日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|文禄3年6月|<拝領>播磨三木(淡河城)1万石｢有馬則頼｣(~慶長6(1
  601)年1月18日摂津三田2万石)
1594年7月18日-09:00|日本|兵庫県三木市|文禄3年6月|<拝領>播磨三木郡2万石｢木下延俊｣(⇒慶長6(1601)年豊
  後日出3万石)
1594年7月22日-09:00|日本|広島県三原市|文禄3年6月5日|井上春忠,仏通寺の客殿を再興
1594年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｼﾅﾝﾊﾟｼｬｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~15950509)
1594年8月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでﾋｭｰ･ｵﾆｰﾙらがｲｷﾞﾘｽの支配に対して反乱を起こす/反乱軍はｽﾍﾟｲﾝに援
  助を求める
1594年8月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾌﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~1602年)
1594年8月3日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｻﾝﾃﾞ･ﾋﾟｺ
  ﾝ｣(~15960620)
1594年8月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗｯｾﾙ卿｣(~15970522)
1594年9月6日-09:00|日本|京都府京都市南区|文禄3年7月22日|豊臣秀吉が､大政所の3回忌のために東寺に五重
  大塔を建てる
1594年9月12日-09:00|日本|長崎県五島市|文禄3年7月28日|<死去>肥前福江(石田城)15530石｢五島純玄｣⇒叔父
  の｢五島玄雅｣が継ぐ(⇒慶長5(1600)年所領安堵~慶長17年3月8日(16120408)死去)
1594年9月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵ･ｶﾞﾘﾚｲ､ある種の水流の機械の特許を得る
1594年9月15日-09:00|日本|三重県津市|文禄3年8月|<拝領>伊勢竹原1万石｢山崎定勝｣(~慶長5(1600)年改易)
1594年9月15日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文禄3年8月1日|豊臣秀吉､聚楽第から完成した伏見城に移る
1594年9月22日-09:00|日本|大分県|文禄3年8月8日|<加増>豊後･伊勢国内26300石｢駒井重勝｣⇒27600石(⇒慶長5
  (1600)年改易)
1594年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾌﾞﾗﾝﾀﾞｰﾆ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1594年10月8日-09:00|日本|京都府京都市|文禄3年8月24日|京都三条橋南の河原にて､石川五右衛門(36)をはじ
  めとした10人の盗賊が釜茹での刑に､その他19人が磔に処される
1594年10月14日-09:00|日本|長野県小諸市|文禄3年秋|<加増>信濃小諸5万石｢仙石秀久｣⇒57000石(~慶長5(1600
  )年所領安堵)
1594年10月14日-09:00|日本|三重県桑名市|文禄3年秋|<加増>伊勢神戸2万｢滝川雄利｣⇒27000石(⇒翌年､伊勢員
  弁郡5000石加増)
1594年10月14日-09:00|日本|滋賀県|文禄3年9月|<減移封>伊勢上野5万石｢長野信良(織田信包)｣⇒近江国内2万
  石(⇒慶長3(1598)年6月､丹波国氷上郡柏原3万6000石)
1594年10月14日-09:00|日本|三重県津市|文禄3年9月|<拝領>伊勢林1万石｢織田信重｣(⇒慶長5(1600)年所領安堵
  ⇒慶長20(1615)年閏6月29日､所領収公)
1594年10月20日-09:00|日本|広島県三原市|文禄3年9月7日|小早川隆景画像(三原米山寺蔵)成る
1594年10月28日-09:00|日本|神奈川県小田原市|文禄3年9月15日|<死去>相模小田原4万5千石｢大久保忠世｣⇒｢大
  久保忠隣｣が嗣ぐ(武蔵羽生に2万石を加増し6万5千石)(~慶長19(1614)年1月19日改易)
1594年11月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾎﾞﾄﾞｩｰﾙ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1595年)
1594年11月3日-09:00|日本|静岡県掛川市|文禄3年9月21日|<加増>遠江掛川5万1千石｢山内一豊｣+伊勢国鈴鹿郡[
  三重県鈴鹿市]1000石(⇒文禄4年7月15日(15950826)遠江国内8000加増)
1594年11月3日-09:00|日本|三重県|文禄3年9月21日|豊臣秀吉が､徳川家康に伊勢国内に3500石余を与える
1594年11月11日-09:00|韓国/日本|  ||文禄3年9月29日|福島正則･島津義弘らが､朝鮮軍を巨済島で破る
1594年11月12日-09:00|日本|京都府|文禄3年10月|宇治川の流路を巨椋池と分離して伏見に導き城の外濠とする
  とともに､城下に大坂に通ずる港を造り､巨椋池には小倉堤を築きその上に街道を通して新たな大和街道とす
  るなど大規模な土木工事が行われた｡また宇治橋を移して指月と向島の間に架け豊後橋とした
1594年11月15日-09:00|韓国/日本|  ||文禄3年10月4日|<場門浦･永登浦海戦>(9月29日~)場門浦､永登浦で朝鮮
  水軍李舜臣が日本水軍に敗北
1594年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦11月7日|ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽの両国同盟軍が､ﾌﾞﾚｽﾄをｽﾍﾟｲﾝ軍か
  ら奪回
1594年12月2日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾒﾙｶﾄｰﾙ/82歳(誕生15120305)ｵﾗﾝﾀﾞの地図学者
1594年12月4日-09:00|韓国/日本|愛媛県大洲市|文禄3年10月23日|<死去改易>伊予大洲7万石｢戸田勝隆｣朝鮮の
  唐島(巨済島)で病死(無嗣)
1594年12月12日-09:00|日本|東京都|文禄3年11月1日|隅田川に初めて橋長66間(120米)､幅4間(7米)の橋千住大
  橋が架かる/それまでは渡裸川の渡し(戸田の渡し)と呼ばれる渡船場があり､古い街道筋にあたった場所/架橋
  を行なったのは関東代官頭の伊奈忠橋
1595年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Juliao de Noronha｣(~15981120)
1595年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾄﾞﾛﾙ国
1595年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌﾞﾙﾊｰﾝ･ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰ2世｣
1595年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~1596年)
1595年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ｱﾘ･ｼｬｰ･ｶｰﾝ｣(~1630年)
1595年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｸﾕｸ･ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1595年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾌｽﾚﾌ･ﾊﾟｼｬ2世｣(1期目~1596年)
1595年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾇｰﾉ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(~1598年)
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1595年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾒﾐ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟ･ｼｭ･ｱ｣(~1603年12月)
1595年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Jeronimo de los Barrios｣(~1596年)
1595年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｱﾝﾘ1世･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣(~16320710死去)
1595年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾙﾊﾟﾄﾞ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｱﾔﾙﾃﾞｨ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ
  ｣(~1596年)
1595年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ3世｣ﾇｳﾞｪｰﾙ公､ﾏﾝﾄｳﾞｧ公､ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公､ﾏｲｴﾝﾇ公(~16370922死去)
1595年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが喜望峰経由で東方へ船団を派遣し､東ｲﾝﾄﾞ交易にのりだす
1595年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱとｽｳｪｰﾃﾞﾝがﾀﾕｯｼﾅ条約を締結し､国境を画定
1595年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Alonso de Alvorado y Ulloa｣(~
  1599年)
1595年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾛﾎﾞ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣(~1596年)
1595年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾅﾘｱ諸島は個々の島に再分割(~1625年)
1595年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾏﾁｭｱ･ｺﾞﾒｽ･ﾗﾎﾟｿ｣(~15960515)
1595年 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ総督M.G.ｵﾆｪｽ･ﾃﾞ･ﾛﾖﾗ,ﾍﾟﾗﾝﾀｰﾛのひきいるｱﾗｳｺ族との全面戦争を再開
1595年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｱﾗｽ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ﾃﾞ･ｱﾙｹﾞﾚｽ｣｢ﾌｱﾝ
  ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾏﾙｹｽ｣(~1597年)
1595年1月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第12代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ3世｣
1595年1月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ｱﾝﾘ4世が､ｽﾍﾟｲﾝに宣戦布告
1595年1月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Diogo de Azambuja e Melo｣(~1600年)
1595年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾁﾛﾙ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣
1595年1月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第13代ｽﾙﾀﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ3世｣ﾑﾗﾄ3世の子(~16031221死去)
1595年2月6日-09:00|日本|愛知県豊橋市|文禄3年12月27日|徳川家康次女督姫(北條氏直の後家)が三河吉田城主
  ｢池田輝政｣に再嫁
1595年2月9日-09:00|日本|秋田県湯沢市|文禄4年|山形城主最上義光は楯岡城主楯岡満茂が率いる軍勢を小野寺
  氏の湯沢城に差し向け占領
1595年2月9日-09:00|日本|大阪府高槻市|文禄4年|<加増移封>近江大津｢新庄直頼｣→摂津高槻3万石(~慶長5(160
  0)年改易)
1595年2月9日-09:00|日本|京都府亀岡市|文禄4年|<拝領>丹波亀岡5万石｢前田玄以｣(⇒慶長7(1602)年5月20日死
  去)
1595年2月9日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文禄4年|<拝領>肥前唐津6万3千石｢寺沢広高｣(⇒慶長6(1601)年2月､肥
  後国天草郡4万石加増)
1595年2月9日-09:00|日本|福岡県大牟田市|文禄4年|<加増移封>筑後江浦｢高橋直次｣→筑後内山18110石(~慶長5
  (1600)年改易)
1595年2月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣
1595年2月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ暫定総督｢ﾌｴﾝﾃｽ伯ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~1596年)
1595年2月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾﾙﾀﾞﾙ･ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~15950707)
1595年2月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでｵﾆｰﾙの反乱が起こる
1595年2月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Ernest of Austria｣
1595年2月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Pedro Henriquez de Acevedo, Count o
  f Fuentes｣(~1596年)
1595年2月28日-09:00|日本|三重県桑名市|文禄4年1月20日|<加増>伊勢神戸27000石｢滝川雄利｣+伊勢員弁郡5000
  石⇒32000石(⇒慶長5(1600)年改易)
1595年3月11日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|文禄4年2月1日|大坂城中より多数の金銀が盗難される事件が
  発生
1595年3月17日-09:00|日本|福島県会津若松市|文禄4年2月7日|<死去>陸奥会津黒川(会津若松城)92万石｢蒲生氏
  郷｣40歳､伏見の蒲生屋敷において病死⇒嫡子の｢蒲生秀行｣(12歳)が継いだ(⇒慶長3(1598)年3月､宇都宮18万
  石に減移封)
1595年3月23日-09:00|日本|千葉県旭市|文禄4年2月13日|<死去>下総阿知戸1万石｢木曾義昌｣⇒子の｢木曾義利｣
  が継ぐ(~慶長5(1600)年改易)
1595年3月30日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｴﾊﾞ･ｲ･ｴｽｺﾍﾞﾄﾞ｣(~1599年没)
1595年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国ｱｸﾊﾞﾙがﾊﾞﾙﾁｽﾀｰﾝ地方を併合
1595年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ8世ﾗｽﾞｳﾞｧﾝ｣(~8.27死去)
1595年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが集中攻勢をかけ､ｶﾚｰとｱﾙﾄﾞが占領される
1595年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1595年4月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第88代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾊﾟｽｸｧｰﾚ･ﾁｺｰﾆｬ｣
1595年4月3日-09:00|日本|三重県津市|文禄4年2月24日|<拝領>伊勢雲出1万16石｢蒔田広定｣(~慶長5(1600)年除
  封の後､備中浅尾へ)
1595年4月5日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾒﾝﾀﾞｰﾆｬがﾍﾟﾙｰから2回目の財宝探索の航海に出航
1595年4月7日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ|  |||ﾛｰﾘがﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞに上陸し第1回ｷﾞｱﾅ探検に出発
1595年4月7日-09:00|日本|京都府乙訓郡|文禄4年2月28日|丹波国亀山城主｢小早川秀秋｣毛利輝元の養女と祝言
1595年4月7日-09:00|日本|三重県津市|文禄4年2月28日|<加増>近江･美濃国内(上山城)3万7272石｢富田知信(信
  広)｣+伊勢安濃郡2万石(嫡男･信高に分知)
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1595年4月7日-09:00|日本|三重県津市|文禄4年2月28日|<拝領>伊勢安濃郡2万石｢富田信高｣(⇒慶長4(1599)年父
  が隠居近江･美濃国内3万7272石継承)
1595年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｱﾝﾘ1世｣
1595年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾌﾗﾝｿﾜ3世(4世)｣(~1631年)ﾏﾘｰ2世とﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公ﾚｵﾉｰﾙの子
1595年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢ｱﾝﾘ2世｣(~16630511死去)
1595年4月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ8世｣(~8月~12月死去)
1595年4月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄﾙｸｧｰﾄ･ﾀｯｿ(生年1544年､ｲﾀﾘｱの叙事詩人)
1595年4月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第89代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾘｰﾉ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(~16051225死去)
1595年5月4日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾕｰｸﾞ･ﾙｰﾊﾞﾝｸ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾙﾀﾞﾚ｣
1595年5月6日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｴｽﾃﾍﾞ･ｸﾗﾗﾓﾝﾃ｣(~8日)
1595年5月8日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｶﾞﾙｾﾞｽ｣(~16010207没)
1595年5月9日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾐﾊﾘﾁﾘ･ｱﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~8月)
1595年5月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ｣
1595年5月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞの弟(~15960404死
  去､遺領はﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領に吸収)
1595年5月15日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｶﾞｼｭﾊﾟﾙ･ｽﾀﾝｺｳﾞｧﾁｷ｣｢ｲﾜﾝ2世ﾄﾞﾗｼｭｺｳﾞｨｯﾁ｣
  (1度目~15960111)
1595年5月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱの属領(~1596年12月)
1595年5月25日-09:00|日本|奈良県|文禄4年4月16日|<拝領>大和国内1万3千石｢宇多(尾藤)頼忠｣(~慶長5(1600)
  年9月17日自害)
1595年5月25日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文禄4年4月16日|<死去改易>大和郡山城主110余万石｢豊臣秀保｣1
  7歳(豊臣秀次の弟)痘瘡により/郡山豊臣家､断絶
1595年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｫﾝﾃｰﾇ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞの戦いで､ﾌﾗﾝｽ軍がｽﾍﾟｲﾝ軍に大勝
1595年6月17日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾝ島知事｢Randulph Stanley｣
1595年6月23日-09:00|日本|三重県松阪市|文禄4年5月16日|<加増>伊勢上山城約4万石｢富田知信(信広)｣+伊勢安
  芸郡白子村2千石
1595年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾌﾞﾛｽﾄﾗｯﾌﾟ･ｹﾞｯﾃﾞ･ﾃｨﾙ･ﾄﾒﾙｯﾌﾟ｣(~15970623)
1595年6月26日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾏｸﾞﾇｽ｣
1595年7月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ｣
1595年7月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ･ｲ･ｵｶﾝﾎﾟ｣(~同年)
  ⇒総督｢ﾌｱﾝ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~15961207)
1595年7月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(4期目~15951119)
1595年7月9日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Amador｣反乱側ﾘｰﾀﾞｰ(~28日死去)
1595年7月9日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ|  |||ｻﾝ･ﾄﾒは反乱中奴隷に占拠される(~28日)
1595年7月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>前方ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ﾁﾛﾙ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世｣
1595年7月21日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝの航海者ﾒﾝﾀﾞｰﾆｧの率いる艦隊がﾏﾙｹｻｽ諸島を発見.原住民は体
  中に入墨をしていた
1595年7月25日-09:00|日本|茨城県|文禄4年6月19日|<石高決定>常陸･下野54万5千8百石｢佐竹義宣｣(義重･重臣･
  与力分を併せ)
1595年7月28日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Amador｣反乱側ﾘｰﾀﾞｰ
1595年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ王｢ｲｴﾘﾐｱ･ﾓｳﾞｨﾗ｣(1期目~1600.5)
1595年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｿﾌ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1596年5月)
1595年8月4日-09:00|日本|鹿児島県|文禄4年6月29日|<石高決定>薩摩･大隅･日向諸県郡55万9533石｢島津義弘｣
1595年8月4日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|文禄4年6月29日|<拝領>大隅富隈10万石｢島津義久｣
1595年8月4日-09:00|日本|鹿児島県薩摩川内市|文禄4年6月29日|<減移封>都城6万9千石｢北郷忠能｣⇒祁答院3万
  7千石
1595年8月4日-09:00|日本|宮崎県都城市|文禄4年6月29日|<拝領>日向国都城8万石｢伊集院忠棟｣
1595年8月6日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文禄4年7月|宇治川の対岸にある向島にも伏見城の支城､向島城
  が築城された
1595年8月6日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|文禄4年7月|<加増>但馬国豊岡城2万石｢福原直高｣+1万石⇒3万石(慶長
  2(1597)年2月豊後府内城12万石)
1595年8月6日-09:00|日本|大分県|文禄4年7月1日|<加増>豊後国大野郡･直入郡･大分郡･海士辺郡2万5300石｢木
  下吉隆｣⇒3万5300石(⇒翌月改易)
1595年8月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼｬﾙﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣
1595年8月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｱﾝﾘ1世･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣(~16320710死去)
1595年8月13日-09:00|日本|京都府京都市|文禄4年7月8日|豊臣秀吉､羽柴秀次を召喚し関白･左大臣の官職を剥
  奪､羽柴秀次は出家し高野山へ追放
1595年8月20日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾀﾞﾅ･ｲ･ﾈｲﾗ大尉がﾌﾟｶﾌﾟｶを発見し､ｻﾝﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞと
  名付けた
1595年8月20日-09:00|日本|愛知県清須市|文禄4年7月15日|<加増移封>伊予(湯月)今治11万3200石｢福島正則｣⇒
  尾張清州24万石(~慶長5(1600)年安芸広島へ)
1595年8月20日-09:00|日本|愛知県清須市|文禄4年7月15日|<改易>尾張清洲11万2200石｢三好吉房｣(豊臣秀次の
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  実父)秀次に連座,讃岐国へ流罪
1595年8月20日-09:00|日本|愛媛県今治市|文禄4年7月15日|<拝領>伊予国分8万石｢池田景雄｣(⇒慶長2年11月30
  日(15980107)朝鮮で死去)
1595年8月20日-09:00|日本|愛媛県今治市|文禄4年7月15日|<拝領>伊予今治7万石｢小川祐忠｣
1595年8月20日-09:00|日本|愛媛県大洲市|文禄4年7月15日|<拝領>伊予大洲12000石｢池田秀氏｣
1595年8月20日-09:00|日本|大分県|文禄4年7月15日|<改易>豊後国3万5300石｢木下吉隆｣関白秀次事件に連座し
  て失脚､薩摩国へ流罪
1595年8月20日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|文禄4年7月15日|<死去改易>遠江横須賀35000石｢渡瀬繁詮｣秀次
  に連座して失脚､自害
1595年8月20日-09:00|日本|岐阜県本巣郡北方町|文禄4年7月15日|<拝領>美濃北方･越前国内1万石｢木村由信｣(~
  慶長5(1600)年9月18日殺害される)
1595年8月20日-09:00|日本|京都府亀岡市|文禄4年7月15日|<改易>丹波亀山城10万石｢羽柴秀俊｣豊臣秀次に連座
1595年8月20日-09:00|日本|京都府京都市|文禄4年7月15日|<死去改易>山城淀18万石｢木村重茲｣豊臣秀次に連座
  ,子の木村高成とともに切腹
1595年8月20日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文禄4年7月15日|<改易>近江八幡12万石｢六角義郷｣豊臣秀次に連
  座
1595年8月20日-09:00|日本|滋賀県彦根市|文禄4年7月15日|<加増移封>水口4万石｢石田三成｣→佐和山城19万4千
  石(~慶長5(1600)年10月1日､処刑)
1595年8月20日-09:00|日本|静岡県掛川市|文禄4年7月15日|<加増>遠江掛川51000石｢山内一豊｣+遠江国内8000石
  ⇒59000石(⇒慶長5(1600)年11月､土佐国内9万8000石(後の検地で20万2600石)に転封)
1595年8月20日-09:00|日本|静岡県静岡市|文禄4年7月15日|<加増>駿河府中14万5千石｢中村一氏｣に5千石⇒15万
  石(~慶長5年7月17日(16000825)病死)
1595年8月20日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文禄4年7月15日|<死去改易>大和小泉4万8千石｢羽田正親｣豊臣秀
  次に連座,切腹
1595年8月20日-09:00|日本|兵庫県朝来市|文禄4年7月15日|<改易>但馬出石5万3200石｢前野長康｣豊臣秀次に連
  座(8月19日子の景定と共に切腹)
1595年8月20日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|文禄4年7月15日|<死去改易>但馬城崎2万2千石｢明石則実｣豊臣秀次に
  連座,切腹
1595年8月20日-09:00|日本|三重県津市|文禄4年7月15日|<加増移封>上山城約4万石｢富田知信(信広)｣⇒伊勢安
  濃津5万石(~慶長4年隠居)
1595年8月20日-09:00|日本|三重県松阪市|文禄4年7月15日|<移封>近江日野｢古田重勝｣→伊勢松阪37000石(⇒慶
  長5(1600)年11月､55000石に加増(~慶長11年6月16日(16060720)死去)弟の重治が嗣ぐ(~元和5年石見浜田へ)
1595年8月20日-09:00|日本|三重県松阪市|文禄4年7月15日|<死去改易>伊勢松坂3万5千石｢服部一忠｣豊臣秀次に
  連座,切腹
1595年8月20日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|文禄4年7月15日|<死去改易>豊臣秀次(28)､高野山において
  謀反の科により切腹(誕生:永禄11(1568))<殉死>山本主殿(18),山田三十郎(18),不破万作(18),虎岩玄隆(僧侶
  ),雀部重政(元三好家臣);<切腹>前野景定(家老),白江成定(家老),熊谷直澄(家老),粟野秀用(家老),一柳可遊
  (家老),日比野下野守,山口少雲,丸毛不心斎,明石則実,本多正氏,瀬田正忠
1595年8月22日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文禄4年7月17日|<拝領>大和郡山22万3千石｢増田長盛｣(慶長5(16
  00)年9月27日改易)
1595年8月26日-09:00|日本|愛媛県伊予郡松前町|文禄4年7月21日|<加増移封>淡路国志知城15000石｢加藤嘉明｣
  ⇒伊予松前6万石(⇒慶長6(1601)年､伊予半国20万石に加増~)
1595年8月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ8世ﾗｽﾞｳﾞｧﾝ｣
1595年8月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｴﾚﾐﾔ･ﾓｷﾞﾗ｣(1回目~16000522)
1595年8月27日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文禄4年7月22日|<拝領>伊予国宇和島7万石｢藤堂高虎｣､宇和･喜多･
  浮穴三郡内6万5900石の蔵入代官を命じられる(⇒慶長5(1600)年今治城12万石加増､合計20万石)
1595年8月31日-09:00|日本|京都府京都市|文禄4年7月26日|木村重茲の妻､娘も三条河原で殺処刑される
1595年9月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｴｽﾃﾚｺﾞﾝ城塞をﾊﾝｶﾞﾘｰに明け渡す
1595年9月4日-09:00|日本|大阪府岸和田市|文禄4年8月|<加増>和泉岸和田1万石｢小出秀政｣⇒3万石(⇒慶長5(16
  00)年所領安堵)
1595年9月4日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|文禄4年8月|<拝領>遠江横須賀3万石｢有馬豊氏｣(⇒慶長5(1600)年
  12月丹波国福知山藩6万石)
1595年9月4日-09:00|日本|京都府京都市上京区|文禄4年8月|秀吉は秀次の住居である聚楽第を徹底的に破却(一
  部の建物は指月伏見城へ移築)
1595年9月4日-09:00|日本|滋賀県大津市|文禄4年8月|<加増移封>近江八幡2万8千石｢京極高次｣八幡山城を廃城
  ⇒近江大津城6万石(⇒慶長5(1600)年若狭一国8万5000石へ加増転封)
1595年9月4日-09:00|日本|三重県桑名市|文禄4年8月|<死去>伊勢桑名城主｢一柳直秀(可遊)｣豊臣秀次に連座切
  腹
1595年9月5日-09:00|日本|京都府京都市|文禄4年8月2日|豊臣秀次の子女･妻妾30余人が京都三条河原に於いて
  処刑される
1595年9月6日-09:00|日本|  ||文禄4年8月3日|豊臣秀吉が｢御掟｣五ヶ条と｢御掟追加｣九ヶ条を発令/大名間の婚
  姻禁止､衣装の身分的制限､公家や寺社の掟など､支配階級の法ができる
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1595年9月6日-09:00|日本|大阪府岸和田市|文禄4年8月3日|<移封>播磨龍野｢小出吉政｣→但馬出石5万5千石(慶
  長9年3月22日(16040421)父の遺領和泉岸和田藩3万石を継ぐ)
1595年9月11日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文禄4年8月8日|<加増>三河国岡崎城57400石｢田中吉政｣+28358石余⇒
  85758石(⇒文禄5(1596)年14252石加増され10万石)
1595年9月20日-09:00|日本|大阪府茨木市|文禄4年8月17日|<加増>摂津茨木4200石｢片桐且元｣⇒1万石(⇒慶長6
  年正月大和竜田城2万8千石)
1595年9月20日-09:00|日本|兵庫県朝来市|文禄4年8月17日|<死去>但馬出石城主｢前野長康｣(68歳)と子の景定が
  切腹
1595年9月22日-09:00|日本|京都府京都市|文禄4年8月19日|秀次の家老前野長康と息子景定は中村一氏へ預けら
  れ､切腹となる
1595年9月25日-09:00|日本|愛知県豊橋市|文禄4年8月22日|禰宜三郎衛門､三河国高井の大明神社の社殿を建立
1595年9月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで托鉢教団病院設立
1595年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ公ﾊﾞｰﾄﾘ･ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄが､ﾜﾗｷｱの戦いでﾄﾙｺを撃破
1595年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ﾗｯﾀﾝﾂｨｵ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1595年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｼﾞｮﾝ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ卿｣
1595年10月4日-09:00|日本|大分県日田市|文禄4年9月|<拝領>豊後国日田･玖珠2郡(永山城)2万石｢毛利高政｣(⇒
  慶長5(1600)年所領安堵⇒慶長6年豊後佐伯2万石)
1595年10月9日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)代行｢ﾐｶﾛﾕｽ･ﾀﾙｳﾞｫｻｽ｣(2回目~1596年5月)
1595年10月20日-09:00|日本|東京都千代田区|文禄4年9月17日|浅井長政の三女･江が徳川家康の三男･秀忠(後の
  江戸幕府第二代将軍)に嫁ぐ
1595年10月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ公･ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ4世｣
1595年10月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢ｼｬﾙﾙ3世｣(~16370922死去)
1595年10月28日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文禄4年9月25日|方広寺の大仏殿が完成し､落慶法要を挙行
1595年10月29日-09:00|日本|茨城県稲敷市|文禄4年9月26日|<加増移封>常陸龍ヶ崎40000石｢蘆名盛重｣⇒江戸崎
  45000石(~慶長5(1600)年所領没収)
1595年11月5日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾓﾝﾃﾘｰ伯ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ･ｱｾﾍﾞﾄﾞ･ｲ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~1
  6031026)
1595年11月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ｶﾅﾘｱ諸島を襲うが敗退/ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺのｻﾝﾌｱﾝ攻撃は厚い防御に阻まれ失敗
  /その後ｽﾍﾟｲﾝ軍の追撃にあい敗北
1595年11月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾃｹﾘ･ﾗﾗ･ﾒｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~28日)
1595年11月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾞﾚｰｸ,26隻の艦隊でﾌﾟｴﾙﾄﾘｺのｻﾝﾌｱﾝを攻撃.全市を炎上するも奪取で
  きずに引き揚げる
1595年12月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ艦隊,ｻﾝﾀﾏﾙﾀを襲撃/その後ﾉﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽを掠奪
1595年12月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(5期目~15960403)
1595年12月1日-09:00|日本|福島県いわき市|文禄4年11月|<格付>陸奥磐城平11万3000石｢岩城貞隆｣(~慶長7(160
  2)年7月27日改易)
1595年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1595年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~16041230死去)
1595年12月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾏﾃｵ･ｾﾅﾚｶﾞ｣(~15971204)
1595年12月31日-09:00|日本|福岡県|文禄4年12月1日|<交替>筑前･筑後2郡･肥前2郡30万7300石｢小早川隆景｣隠
  居⇒養子の｢小早川秀秋(羽柴秀俊)｣が継ぐ(⇒慶長3(1598)年､越前北ﾉ庄15万石へ減封転封)
1596年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Joao Caiado de Gamboa｣(~1599年)
1596年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｱﾙﾑｶﾐﾙ｣(~1604年)
1596年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Batarah Shah Tengah｣(~1608年)
1596年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾑﾌｧｷﾙ･ﾏﾌﾏﾄﾞ･ｱﾌﾞﾀﾞﾙｶﾃﾞｨｰﾙ｣(~1647年)
1596年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ﾗﾝｻｰﾝ王｢ﾉｹｵ･ｺｳﾏﾈ｣
1596年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾗﾝｻｰﾝ王｢ｳﾞｫﾗｳﾞｫﾝｻ2世｣(⇒1603年ﾀｳﾝｸﾞｰ朝の支配から脱し独立~1621年退位)
1596年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰ2世｣(~同年)⇒｢ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ･ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰ｣(~16
  00年)
1596年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｴﾌﾗｼｬﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1604年)
1596年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｸﾙﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1596年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘｰﾉ･ﾌﾞﾗｶﾞﾃﾞｨｰﾉ｣(~1598年)
1596年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾗｼﾞｱ･ﾌﾄｩﾝｻﾞﾃﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1597年)
1596年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾌｪﾄﾌ1世ｷﾞﾚｲ｣(~1597年死去)
1596年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾑｽﾀﾌｧ2世ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1599年)
1596年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢John Ernest｣(~16381023死去,ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸとｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ
  で分割)
1596年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Martin Davalos y Padilla｣(~1603年)
1596年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~1598年)
1596年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌｭﾀﾞｳﾞｪﾙﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~1597年4月)
1596年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾖｱﾋﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣ﾌﾞﾚｾﾞｸﾞ公(~16020325死去)
1596年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾊﾟｳﾞｫ･ﾊﾟｳﾞｨｯﾁ｣



1600迄(1719件)

1596年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国の支配に反対するﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ･ｾﾙﾋﾞｱ人の蜂起(~1597年)
1596年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの天文学者ｹﾌﾟﾗｰが｢宇宙の神秘｣を発表し新しい幾何学的宇宙構造を論じた
1596年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾀﾞ･ﾒﾛ｣(~1608年)
1596年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事代理｢Cuthbert Gerrard｣(2期目~同年)⇒代理｢Robert Molyneux
  ｣(~1608年)
1596年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｽﾑﾑ(ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ)王国はｲｷﾞﾘｽによって消滅
1596年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｶﾙﾃﾞﾅｽ｣
1596年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ｣⇒｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾒﾙｶﾞﾚﾎ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ
  ｣(~1606年)
1596年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾘｵ･ｾﾌﾟﾙﾍﾞﾀ｣(2回目､暫定~同年)⇒｢ﾊ
  ﾞﾙﾊﾟﾗｲｿ侯ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ･ｲ･ｱﾝﾃﾞｨｱ｣(~1602年)
1596年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ﾍﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮﾙﾃｶ州市長｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｵｿﾘｵ･ｲ･ｱｳﾞｧﾛ
  ｽ｣(~1602年)
1596年1月11日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｶﾞｼｭﾊﾟﾙ･ｽﾀﾝｺｳﾞｧﾁｷ｣(2回目~6.30)
1596年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏｲｴﾝﾇ公は降伏し､他のほとんどの地方もｱﾝﾘ4世に帰順し､ｶﾄﾘｯｸ同盟は瓦解
1596年1月28日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾞﾚｰｸ､西ｲﾝﾄﾞ諸島に向かう途中に赤痢で(53歳生年1543年)ｲｷﾞﾘｽ
  最初の世界周航者/海賊､私掠船船長､海軍提督
1596年1月30日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文禄5･慶長元年|天誉素格を開山として宇和島に大超寺が創建
1596年1月30日-09:00|日本|大分県杵築市|文禄5年|<移封>近江坂本｢杉原長房(家次の子)｣⇒豊後杵築城主(⇒慶
  長3(1598)年､但馬国豊岡城3万石)
1596年1月30日-09:00|日本|東京都千代田区|文禄5･慶長元年|誓願寺が小田原より武藏国江戸神田豊島町(須田)
  に移る
1596年1月30日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|文禄5年|<加増>若狭高浜2万石｢木下利房｣⇒3万石(~慶長5(160
  0)年10月16日改易)
1596年2月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ1世(敬虔伯)｣
1596年2月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ5世(誠実伯)｣ｹﾞｵﾙｸ1世の息子(~16260627死
  去)
1596年2月11日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Albert of Austria｣(~15980614)
1596年2月14日-09:00|日本|京都府宇治市|文禄5年1月16日|豊臣秀吉が､毛利輝元･小早川隆景らに命じ､宇治川
  に大閣堤を築かせる/伏見城下から大坂への水上交通が一段と便利になる
1596年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾙｾｲﾕ市民が､反ｽﾍﾟｲﾝ暴動を起こしてｱﾝﾘ4世を支持
1596年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰﾋｰ朝がﾍﾞﾗｰﾙ地方をﾑｶﾞﾙ朝に割譲
1596年3月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ4世｣
1596年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｴﾐｰﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1598年)
1596年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏｯﾃｵ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1596年4月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾏﾄ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~10.27)
1596年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣遺領はﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領に吸収
1596年4月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ･ﾃｨﾙ･ﾛｰｾﾞﾝﾎﾙﾑ｣
1596年5月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾌﾟﾚｱ･ﾗﾑ1世｣殺された
1596年5月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾌﾟﾚｱ･ﾗﾑ2世｣(~1597年3月､暗殺される)
1596年5月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｸﾘｽﾄﾊﾟｽ･ﾏﾝｳﾞｨﾀﾞｽ･ﾄﾞﾛﾎｽﾀｲｽｷｽ｣(15970508まで代行~16
  150512没)
1596年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾐﾊﾘﾁﾘ･ｱﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~10.13)
1596年5月1日-09:00|日本|長野県北佐久郡|文禄5年4月4日|<浅間山文禄5年の噴火>(～8日)大石降落により死者
  多数､近隣諸国でも死者
1596年5月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾞｬｹｽ･ﾃﾞ･ｳﾞｪﾙﾄ､ﾍﾞﾙｷﾞｰ出身のﾌﾗﾝﾄﾞﾙ楽派の作曲家(生年1535年)
1596年5月15日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾎﾞ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣(~1603年)
1596年5月24日-01:00|ｽｳﾞｧｰﾙﾊﾞﾙ諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||北極海航路を見つけようとしているﾔｺﾌﾞ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾑｽｹﾙｸ､ｳｨﾚﾑ･
  ﾊﾞﾚﾝﾂ､ﾔﾝ･ｺﾙﾈﾘｽﾞｰﾝ･ﾘｼﾞｯﾌﾟの下でのｵﾗﾝﾀﾞ遠征は､ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞの一部であると想定しながら､ｽﾋﾟｯﾂﾍﾞﾙｹﾞﾝ(およ
  びﾍﾞｱ島)を発見
1596年5月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾌｧﾝ･ﾍｰﾑｽｹﾙｸ､ｳｨﾚﾑ･ﾊﾞﾚﾝﾂ､ﾔﾝ･ｺｰﾈﾘｽｿﾞｰﾝ･ﾗｲﾌﾟ率いるｵﾗﾝﾀﾞの
  探検隊は､北東航路を見つけようとしているときに､ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞの一部であると想定したｽﾋﾟｯﾂﾍﾞﾙｹﾞﾝ島 および
  ﾍﾞｱ島を発見
1596年5月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦5月16日|ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽが､対ｽﾍﾟｲﾝ攻守同盟を締結
1596年5月29日-09:00|日本|茨城県下妻市|文禄5年5月3日|下妻城主多賀谷重経が下総国豊田郡鯨村砦主白井入
  道全洞を攻め破って自害させ攻略
1596年5月31日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||ｸｰﾙﾗﾝﾄ公国とｾﾐｶﾞﾘｱ公国が非公式に分割(15980417､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱが承認~16
  170328)
1596年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾝｺﾞを細工する技術､ｳﾞｪﾈﾂｨｱに導入
1596年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<英西戦争>ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ卿とｴﾘｻﾞﾍﾞｽの寵臣ｴｾｯｸｽ伯が率いる英蘭遠
  征軍がｶﾃﾞｨｽ港襲撃に成功し､ｽﾍﾟｲﾝ船100隻以上を破壊し､町を破壊した/ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官は港湾内の財宝船を焼
  き払う余裕を得て､金貨1,200万ﾀﾞｶｯﾄが沈められた｡これは後にｽﾍﾟｲﾝによって引き揚げられており､襲撃者に



1600迄(1719件)

  は何ら得る物がなかった
1596年6月6日-09:00|日本|大阪府泉南郡岬町|文禄5年5月11日|<分知>和泉谷川1万石｢桑山重晴｣隠居領(⇒慶長5
  (1600)年孫の｢桑山一晴｣から4000､子の元晴から2000石譲渡され16000石)
1596年6月6日-09:00|日本|奈良県御所市|文禄5年5月11日|<拝領>大和御所1万石｢桑山元晴｣(父重晴から分与⇒
  慶長5(1600)年大和葛上郡2000石加増し御所藩12000石立藩)
1596年6月6日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|文禄5年5月11日|<交替>紀伊和歌山(城代)4万石｢桑山重晴｣隠居⇒
  孫の｢桑山一晴｣が2万石(叔父元晴:1万石､重晴:隠居料1万石分知2万石)を継ぐ(~慶長5(1600)年大和新庄(布施
  )へ)
1596年6月13日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｵｿﾘｵ｣(~160
  01026没)
1596年6月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ﾒﾌﾒﾄ3世がﾊﾝｶﾞﾘｰへ遠征
1596年6月20日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾙﾊﾞﾛ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｱﾊﾞｳﾝｻ･
  ｲ･ｶｽﾄﾛ(摂政)｣(~15980919)
1596年6月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾝ王国へｵﾗﾝﾀﾞ人の初来航
1596年7月3日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Peter Legh｣(~1597年)
1596年7月9日-09:00|朝鮮/日本|  ||文禄5年6月14日|黒田長政､平壌を攻略
1596年7月9日-08:00|中国/日本|  ||文禄5年6月14日|明朝政府は楊方亨(正使)と沈惟敬(副使)を冊封使として
  日本へ送る
1596年7月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃｰﾘｮ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~1602.5)
1596年7月14日-09:00|日本|  ||文禄5年6月19日|<文禄5年江戸荒川､隅田川の氾濫>関東･甲信地方大洪水となり
  ､知行地(武士の領地で水田など耕地)の損失は数知れないほど広い/武蔵国の内の葛西や浅草で3～400人が洪
  水にのまれ死亡
1596年7月24日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｻﾘﾅｽ侯爵ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~16040118)
1596年7月28日-09:00|韓国/日本|  ||文禄5年7月4日|朝鮮の使節黄慎(正使)と朴弘長(副使)が加わり日本へ渡
  航(8月中旬､堺に到着)
1596年8月20日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文禄5年7月27日|<加増>三河国岡崎城85758石｢田中吉政｣+14252石⇒1
  0万石(⇒慶長5(1600)年筑後一国柳川城32万石)
1596年9月1日 11:00|日本|愛媛県|文禄5年閏7月9日|<慶長伊予地震>戌の刻(20時ごろ)の大地震によって､伊予
  郡保免村の薬師寺本堂･仁王門が崩れ､周布郡北条村鶴岡八幡宮では本殿や宝蔵が倒壊して､神器や古文書など
  の宝物が地中に埋まった/周布郡広江村では村が全滅し移住した
1596年9月4日 07:00|日本|大分県|文禄5年閏7月12日|<慶長豊後地震>申の刻(16時ごろ)大地震､高崎山が崩壊､
  湯布院と日出では山崩れで民家が埋まる/佐賀関で崖崩れがあり家屋が倒壊/被害を大きくしたのは高さ4mの
  大津波で､府内では5000軒の家が200軒しか残らず､府内北岸400～500m沖合にあったという伝説の瓜生島の80%
  が海に没し807人が犠牲になった
1596年9月5日-09:00|日本|京都府|文禄5年閏7月13日|<慶長伏見地震>子の刻(午前0時ごろ)､京都南部を中心と
  した畿内と近隣をﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.5の大地震が襲った/京都では東寺､天竜寺､大覚寺､二尊院といった大寺院が倒
  壊､民家の多くが倒潰し死傷者も多く出た.特に東寺では寺の中枢をなす食堂､講堂､灌頂院､南大門が倒壊/伏
  見では太閤秀吉の居城､伏見城の天守閣が大破､石垣が崩れ､上﨟(高級女官)73人､仲居下女(下働きの女性)500
  余人が犠牲になった
1596年9月5日-09:00|日本|京都府|文禄5年閏7月13日|<死去>横浜一庵､慶長伏見地震で圧死(生年1550年)元大和
  国内5万石
1596年9月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国女王｢ｱﾝﾅ｣(生年1523年)
1596年9月19日-09:00|日本|  ||文禄5年閏7月27日|<死去>徳川家の御用商人､朱印船貿易商｢茶屋四郎次郎(初代
  )｣
1596年9月22日-09:00|日本|広島県三原市|文禄5年8月|<再興>｢仏通寺含暉院｣小早川隆景により
1596年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16241214死去)
1596年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1596年10月6日-09:00|日本|愛知県稲沢市|文禄5年8月15日|藤原家次ら､尾張国中島郡八幡社の社殿を建立
1596年10月13日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~15970131)
1596年10月19日-09:00|日本/ｽﾍﾟｲﾝ|高知県|文禄5年8月28日|ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ号事件｡ﾌｨﾘﾋﾟﾝからﾒｷｼｺへ向かっていたｽﾍ
  ﾟｲﾝ船ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ号(乗船した司祭はﾌﾗﾝｼｽｺ会員2名､ｱｳｸﾞｽﾃｨﾉ会員4名､ﾄﾞﾐﾆｺ会員1名｡積荷の財宝は100万ﾍﾟｿ相当
  と言われる)が東ｼﾅ海で台風被害を受け土佐沖に漂着/報せを受け長宗我部元親は漂流船を浦戸港へ曳航､船員
  の勾留と財宝など積荷を没収
1596年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16241214死去)
1596年10月23日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾒﾌﾒﾄ3世のｵｽﾏﾝ朝軍が､ｴﾙﾗｳ付近でﾊﾝｶﾞﾘｰ軍を破る
1596年10月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼｶﾞﾗｻﾞｰﾄﾞ･ﾕｽﾌ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.5)
1596年11月8日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文禄5年9月18日|了儀ら､三河国貴船社の社殿を建立
1596年11月16日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|文禄5年9月26日|<死去>前日向国財部3万石当主｢秋月種実｣
1596年11月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾌｪｲｪﾙｹｳﾞｨ｣
1596年11月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝﾌｨ･ﾊﾞﾗﾆｬｳﾞｧｰﾘ ｴｽ･ｷｱ
  ｿﾆﾌｧﾙｳﾞｨ｣(3回目~15970602)
1596年11月29日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文禄5年10月10日|<完成>木幡山伏見城本丸
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1596年12月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾏﾄ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~15971103)
1596年12月7日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｻｰﾍﾞﾄﾞﾗ｣(2回目~1599070
  8)
1596年12月8日-09:00|日本|  ||文禄5年10月19日|秀吉が再び禁教令を出す(1回目は1587年のﾊﾞﾃﾚﾝ追放令)/京
  都のﾌﾗﾝｼｽｺ会修道院の包囲を命じ､ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞﾌﾟﾁｽﾀら修道士24名を捕らえる
1596年12月16日-09:00|日本|  ||慶長1年10月27日|元号を｢慶長｣に改元
1596年12月17日-09:00|日本|京都府京都市|慶長1年10月28日|<死去>德川四天王筆頭で酒井家初代酒井忠次が京
  都で(70歳)
1596年12月20日-09:00|日本|愛知県犬山市|慶長1年11月1日|犬山城主石川光吉､尾張国丹羽郡稲荷社の社殿を再
  興
1597年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾘ･ｼﾞｬﾗ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ2世｣
1597年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ｣(~1602年)
1597年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ3世｣(~1615年没)
1597年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Kapitan Laut Buisan｣(~1619年)
1597年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国
1597年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾌﾞﾙﾌｧﾙｽﾞの｢ｱｸﾊﾞﾙ会典｣がなる
1597年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾉｶﾞｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊｰﾝ｢Tin Muhamed｣(~1600年)
1597年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾎﾙﾑｽﾞ･ｼｬｰ｢ﾄｩﾗﾝ･ｼｬｰ6世｣⇒｢ﾌｧﾙｰｸ･ｼｬｰ2世｣(~1602年)
1597年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾗｼﾞﾔ･ﾊﾄｩﾝｻﾞﾃﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~15
  98年)
1597年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1607.11死去)
1597年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞで農民戦争が勃発､ｶｰﾙ大公がｼｷﾞｽﾑﾝﾄを追放
1597年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Miguel Luis de Meneses｣(2期目~1601年)
1597年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾌﾛｲﾄ･ﾗｲﾉﾙﾄ｣(~1613年)
1597年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<ｸﾞﾙﾀﾞﾝの蜂起>ｾﾙﾋﾞｱ人の反乱(~1598年)
1597年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｱｼｪﾝｼｵｰﾈ教会建立
1597年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢George Gordon｣(⇒15990407ﾊﾝﾄﾘｰ候~16360613死去)
1597年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Vasco de Carvalho｣(~1598年)
1597年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Pedro Lasso de la Vega｣(~1601年)
1597年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ｱﾝｿﾆｰ･ｼｬｰﾘｰ,ﾊﾏｲｶ唯一の港ﾗ･ﾋﾞﾘｬ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄ･ﾊｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｰｶﾞを占拠するが,40日後に
  は放棄
1597年1月2日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長1年11月14日|<死去>服部半蔵正成(55)(誕生:天文11(1542))/伊
  賀忍者の総帥といわれた
1597年1月18日-09:00|日本|福島県会津若松市|慶長1年12月|徳川家康の娘振姫が､陸奥会津｢蒲生秀行｣に嫁ぐ
1597年1月22日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長1年12月5日|<改易>下総佐倉13000石｢久野宗朝｣43歳､切腹
1597年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾐﾊﾘﾁﾘ･ｱﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~15981011)
1597年2月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢Raja Ali Khan｣
1597年2月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢Bahadur Shah｣(~1601年~1624年死去)
1597年2月5日-09:00|日本|長崎県長崎市|慶長1年12月19日|11月15日に捕らえられた26人のｷﾘｼﾀﾝが長崎西坂の
  丘で処刑される[26聖人殉教]
1597年2月17日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長2年|宇喜多秀家が岡山城天守閣築城
1597年2月17日-09:00|日本|三重県鳥羽市|慶長2年|<交替>伊勢志摩3万5千石｢九鬼嘉隆｣隠居⇒子の｢九鬼守隆｣
  が継ぐ(⇒慶長5(1600)年2万石加増)
1597年3月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾌﾟﾚｱ･ﾗﾑ2世｣暗殺される
1597年3月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ2世｣(~1599年殺された)
1597年3月2日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||慶長2年1月14日|慶長の役始まる/秀吉再び朝鮮を攻め日本軍諸将の
  再上陸始まる
1597年3月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍､ﾌﾗﾝｽ北部のｱﾐｱﾝを占領
1597年3月18日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長2年2月|<拝領>臼杵城主｢太田一吉｣
1597年3月18日-09:00|日本|大分県大分市|慶長2年2月|<加増移封>但馬国豊岡城3万石｢福原直高｣+豊後国大分郡
  ･速見郡･玖珠郡3郡⇒豊後府内城12万石(⇒慶長4(1599)年府内領没収､臼杵6万石のみの領有となる)
1597年3月18日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|慶長2年2月|<移封>豊後杵築｢杉原長房｣→但馬豊岡25000石(⇒慶長5(
  1600)年所領安堵)
1597年4月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾊﾟｼｬ｣(~11月)
1597年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｵ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1597年4月1日-09:00|日本|愛知県岡崎市|慶長2年2月15日|源西ら､三河国聖善寺の聖徳太子像を再興
1597年4月4日-09:00|日本|愛知県岡崎市|慶長2年2月18日|岡崎城主田中吉政･吉次父子の命により､三河国加茂
  郡六所宮が再興
1597年4月7日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Gonzalo de Pina y Luduena｣(~16000415
  死去)
1597年4月7日-09:00|日本|鹿児島県|慶長2年2月21日|薩摩の島津氏が一向宗を禁制に
1597年4月13日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾗｽ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ･ﾌ･ﾘﾍﾚ･ﾃｨﾙ･ｳｨｸ｣
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1597年4月13日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｱﾙｳﾞｨﾄﾞ･ｽﾄｰﾗﾙﾑ･ﾃｨﾙ･ﾘﾝﾄﾞ｣(8.1
  まで代行~15990918)
1597年4月14日-09:00|日本|青森県黒石市|慶長2年2月28日|津軽為信が千徳政康の陸奥浅瀬石城を攻め滅ぼした
1597年4月19日-09:00|日本|茨城県守谷市|慶長2年3月3日|<死去>下総相馬郡守谷1万石｢土岐定政｣⇒｢土岐定義｣
  が嗣ぐ(~元和3(1617)年摂津高槻へ)
1597年5月11日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Antonio de Mosquera｣(~15980621)
1597年5月14日-09:00|日本|愛知県一宮市|慶長2年3月28日|町田久左衛門､尾張国片場白山社の社殿を建立
1597年5月16日-09:00|日本|愛知県あま市|慶長2年4月1日|清須城主福島正則､尾張国甚目寺の仁王像を造立
1597年5月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾎﾞﾙｼﾞ男爵ﾄﾏｽ･ﾊﾞｰ｣(~10.14没)
1597年5月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ ｺﾝﾃﾞ･ﾃﾞ･ｳﾞｨﾃﾞｨｹﾞｲﾗ｣(1回
  目~16001225)
1597年5月27日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｺｰｯﾃ王国国王｢ﾀﾞﾙﾏﾊﾟｰﾗ｣ｺｰｯﾃ王国が滅亡/王権は､ｷｬﾝﾃﾞｨ王国に引き継
  がれる
1597年6月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾔｰﾉｼｭ･ｸﾀｼｰ｣(~16010916没)
1597年6月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾝｼｵ｣(~16031020)
1597年6月15日-09:00|日本|福島県南相馬市|慶長2年5月|<移転>陸奥小高4万9234石｢相馬義胤｣⇒陸奥牛越(居城
  を小高城から牛越城へ移した)(⇒慶長7(1602)年5月所領没収)
1597年6月16日-09:00|日本|栃木県河内郡上三川町|慶長2年5月2日|芳賀高武は上三川城に夜襲をかけた/城主今
  泉高光は城を出て菩提寺長泉寺で自害､上三川城は落ちた
1597年6月18日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長2年5月4日|伏見城天守閣が完成し豊臣秀吉･秀頼らが移る
1597年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾖﾊﾝ･ﾎﾞｯｸﾎﾙﾄ･ﾃｨﾙ･ｸﾘﾝｸﾞｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(2回目~1601
  1001)
1597年7月8日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|長崎県長崎市|慶長2年5月24日|<死去>ﾙｲｽ･ﾌﾛｲｽが長崎で/65歳(誕生:1532)ﾎ
  ﾟﾙﾄｶﾞﾙのｲｴｽﾞｽ会宣教師で永禄6年に来日し､｢日本史｣を著した
1597年7月26日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|慶長2年6月12日|<死去>筑前名島35万石｢小早川隆景｣65歳､三原
  城で⇒養子｢小早川秀俊｣が継ぎ秀秋へ改名(⇒慶長3(1598)年4月2日越前北ﾉ庄15万石に減移封)
1597年8月2日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年6月19日|安骨浦と加徳島へ侵攻した朝鮮水軍が日本軍と海戦をお
  こない､幹部が負傷するなどの被害を出して一旦閑山島まで後退
1597年8月19日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年7月7日|朝鮮水軍が給水のため加徳島に上陸したところを高橋統
  増･筑紫広門軍の攻撃を受け敗走
1597年8月23日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ ｻﾝﾃﾞ･ﾋﾟｺﾝ｣(~16
  020912没)
1597年8月27日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年7月15日|朝鮮出征軍の先鋒､朝鮮国唐島の番船が釜山海で朝鮮出
  征軍の補給路を脅かしたために壊滅させる
1597年8月28日-04:00|韓国/日本|  ||慶長2年7月16日|<漆川梁海戦>明け方より藤堂高虎らの日本水軍は巨済島
  と漆川島の間にある漆川梁に停泊中の朝鮮水軍を海上から攻撃し､陸上部隊がこれを援護/日本水軍が朝鮮水
  軍を圧倒し､数千人を討ち取り､その他大勢を海へ追い落とし､160余隻を捕獲､津々浦々15～16里にわたって海
  賊船を悉く焼却/朝鮮水軍の主将のうち元均､李億祺､崔湖は戦死し､一人裴楔のみが逃走､朝鮮水軍は壊滅的打
  撃を受けた
1597年9月-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙｶｼﾞﾑ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~16200219死去)
1597年9月5日-09:00|日本/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  ||慶長2年7月24日|ﾙｿﾝ国使が秀吉を訪ね､黒像1隻と銀器を贈り物とし入貢
  を求める
1597年9月6日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年7月25日|加藤嘉明､巨済島沖にて敵船に遭遇し､単身踊りこんで数
  人を斬る/土方長兵衛､萩作右衛門､加藤小次郎等､それに続いて乗りこみ､敵船奪取に成功
1597年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾝﾘ4世がｽﾍﾟｲﾝ軍に占領されたｱﾐｱﾝを奪回
1597年9月26日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年8月15日|<南原城の戦い(朝鮮)>日本軍は攻城用の高櫓から城内を
  猛射し､その間に濠を埋め､長梯子をかけて城壁を登り城内に突入/城内からは火の手があがり､もはや落城が
  不可避となると､明兵は脱出を計ったが､城は既に日本軍の重囲下にあり､明兵は次々と刃を受けて討ち取られ
  た/明軍では李新芳･蒋表･毛承先らの副将が戦死､朝鮮軍では李福男(全羅兵使)･任鉉(南原府使)･金敬老(助防
  将)･鄭期遠(接伴使)･申浩(別将)･李元春(求礼県監)･馬応房(鎮安県監)･呉応鼎(防禦使)･李徳恢(判官)･黄大
  中(義兵指揮官)ら諸将が全員戦死し､ここに南原城は陥った/明･朝鮮軍は5000人が戦死
1597年9月27日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年8月16日|<黄石山城の戦い>夜､朝鮮軍が守る黄石山城を日本軍が
  総攻撃/日本軍は350餘の首級を挙げ黄石山城は陥落
1597年9月30日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年8月19日|全羅道の中核都市全州を守る明将陳愚衷は逃走したため
  日本軍は戦うことなく全州を占領
1597年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1597年10月4日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ･ﾒﾅｽ｣
1597年10月4日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾔｺﾌﾞ･ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣(1回目~1603年8月)
1597年10月5日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年8月24日|日本軍全州城を破却
1597年10月9日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長2年8月28日|<死去>室町幕府最後の将軍だった足利義昭/61歳(誕
  生:天文6(1537)1103)
1597年10月11日-09:00|日本|東京都杉並区|慶長2年9月|今川氏真､徹叟雄族を開山に､曹洞宗宝珠山観泉寺(杉並
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  区下井草)開基
1597年10月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾎﾞﾙｼﾞ男爵ﾄﾏｽ･ﾊﾞｰ｣
1597年10月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾉﾘｰｽﾞ卿｣(~11.27)
1597年10月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ5世の息子(~16230225ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選
  帝侯領と選帝侯位を獲得)
1597年10月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<退位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ5世｣(~1626年死去)
1597年10月17日-03:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年9月7日|<稷山の戦い>夜明けには日､明両軍が激突/明軍大
  いに敗れ水原方向に退く/午後3時を過ぎ､日本軍は敢えて追撃せず兵を収めて天安に還る/この日の戦闘で日
  本軍の戦死黒田兵600人､明軍の戦死200餘人
1597年10月26日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年9月16日|<鳴梁海戦>陸に呼応して西進した日本水軍と朝鮮水軍
  との間に起こった海戦/李舜臣率いる少数の朝鮮水軍が日本軍に勝利/日本水軍では来島通総以下数十人が戦
  死､藤堂高虎が負傷し､数隻が沈没/朝鮮水軍の損害は軽微であったとされるが､結局のところ衆寡敵せず､夕方
  になると急速に退却を開始し､その日の内に唐笥島まで後退
1597年10月26日-09:00|韓国/日本|愛媛県今治市|慶長2年9月16日|<死去>伊予中予風早郡1万4000石｢来島通総｣3
  7歳､朝鮮水軍の将李舜臣と全羅道鳴梁で戦って戦死⇒次男の｢来島長親｣が嗣ぐ(~慶長5(1600)年所領没収)
1597年10月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ｱﾙﾌｫﾝｿ2世｣
1597年10月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾁｪｰｻﾞﾚ｣(⇒1598.1､ﾌｪﾗｰﾗが教皇領に編入､ﾓﾃﾞﾅ･ﾚ
  ｯｼﾞｮ公~16281211死去)
1597年10月27日-09:00|韓国/日本|  ||慶長2年9月17日|<鳴梁海戦(朝鮮)>藤堂高虎･脇坂安治らが前日の戦場を
  見回り､敵船の皆無を確認､日本水軍は朝鮮水軍が陣を構えていた右水営を占領し鳴梁海峡を制圧
1597年11月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1598年)
1597年11月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~15980409)
1597年11月10日-09:00|日本|富山県富山市|慶長2年10月|<移転>越中三郡(守山城)32万石｢前田利長｣⇒富山城(
  ⇒慶長14(1609)年9月高岡城に移る)
1597年11月22日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|慶長2年10月13日|<改易>下野宇都宮18万石｢宇都宮国綱｣(浅野長
  政と争論)
1597年11月27日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ｱﾀﾞﾑ･ﾛﾌﾀｽ(2回目)｣｢ﾘﾁｬ
  ｰﾄﾞ･ｶﾞｰﾃﾞｨﾅｰ｣(~15990415)
1597年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｼｬｶﾞﾗｻﾞｰﾄﾞ･ﾕｽﾌ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙｼﾞｬﾌｧﾙ｣(~15
  98年)
1597年12月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾗｻﾞﾛ･ｾﾊﾞ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~15990215)
1597年12月9日-09:00|日本|愛知県北設楽郡東栄町|慶長2年11月|三河国振草郷の住人ら､八王神の社殿を建立
1597年12月9日-09:00|日本|群馬県沼田市|慶長2年11月|沼田城の5層の天守閣が完成
1597年12月9日-09:00|日本|千葉県館山市|慶長2年11月|<高直し>安房一国(館山城)4万石｢里見義康｣⇒9万1千石
  (⇒慶長5(1600)年常陸国鹿島郡3万石余加増され計12万数千石)
1597年12月9日-09:00|日本|新潟県|慶長2年11月|上杉景勝が､越後国郡絵図を作成
1597年12月10日-09:00|日本|広島県三原市|慶長2年11月2日|野上長門守,御調郡久井稲荷社々殿を再興
1597年12月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱをｵｰｽﾄﾘｱが統治(15980610発効~8.20)
1597年12月23日-09:00|日本|愛知県名古屋市中村区|慶長2年11月15日|寺西茂吉ら､尾張国高野宮社の社殿を建
  立
1598年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｯｻﾝ｣
1598年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬｲﾙﾙ･ｱｸﾊﾞﾙ｣(~1659年死去)
1598年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ2世｣
1598年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ｲｼﾑ(ｴｼﾑ)｣ｼｶﾞｲの三男(~1613年)
1598年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ=ﾑｳﾐﾝ｣ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰﾌ2世
  の子(~同年)⇒｢ﾋﾟｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸの子ｽﾗｲﾏｰﾝの子(~1599年)
1598年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Kojur)君主｢Jahangir4世｣殺される
1598年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻﾌｧﾋﾞｰ朝がｲｽﾌｧﾊｰﾝに遷都
1598年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ﾋﾞﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾍﾞｸﾞ･ｱﾙｼﾞｭﾝﾃﾞｨ｣(~1599年)
1598年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘﾋﾟｴﾛ｣(~1600年)
1598年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｷﾄﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1601年)
1598年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾍﾞﾈｯﾄ･ﾓﾛ｣(~1601年)
1598年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ2世｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ3世｣(~1599
  年)
1598年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ｱﾙﾊﾞﾛ･ｱﾌﾞﾗﾝﾁ｣(~1601年)
1598年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ｺﾞﾀﾞｰﾙﾄ･ﾊﾞﾝ･ｴｱ｣
1598年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾊﾞｰﾄﾘ･ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ｣ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ公(~同年)
1598年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ﾙｲｽ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾛ｣(~16611126死去)
1598年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾌｧﾝ･ﾎﾙﾄﾛｯﾌﾟ｣(~16300917没)
1598年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ1世｣(~1621年)ｱﾙﾍﾞｰﾙ1世と共同統治
1598年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~5.6)
1598年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1599年)
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1598年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Gabrielle d'Estrees｣(~15990410死去)
1598年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑに保険会議所が設立(保険業の始まり)
1598年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾗ･ﾛｯｼｭが第2回ｱﾒﾘｶ遠征､ﾉﾊﾞ･ｽｺｼｱに上陸
1598年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Agustin1世 de Herrera y Rojas｣
1598年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Joao Barbosa da Cunha｣(1期目~15991
  019)
1598年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞｳﾞｧﾙ･ｲ･ﾛﾊｽ､ﾃﾞﾆｱ侯爵､ﾚﾙﾏ
  公｣(~16000129)
1598年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Soren Nielsson｣(2期目~同年)
1598年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Agustin2世 de Herrera y Rojas｣(~1631年死去)
1598年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設立>ﾀﾞｯﾁ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ集落(ｾﾝﾄ･ｱﾝｿﾆｰ砦[ｱｼﾑ:1642年2月~1664&1665~1671];ﾄ
  ﾞﾛﾃｱ砦[ｱｸｳｨﾀﾞ:1687~1698&1711~1712&1732~1804];ｴﾙﾐﾅ砦[16370829~18720406､ｺﾝﾗｰｽﾞﾊﾞｰｸﾞ砦､ｾﾝﾄ･ｼﾞｬｺﾞ､ﾋﾞｱ
  砦､ｼﾞｬﾊﾞ砦､ｽﾏﾙｽ砦､ﾅｸﾞﾗｽ砦とも呼ばれる];ﾎﾗﾝﾃﾞｨｱ砦[1725~1815];ﾊﾞﾃﾝｽﾀｲﾝ砦[ﾌﾞﾄﾘ:1656~1665&1666~1871];
  ｱﾎﾟﾛﾆ砦(⇒1868､ｳｨﾚﾑ3世砦)[ﾍﾞﾆﾝ:1868~1871];ｵﾚﾝｼﾞ砦[ｾｺﾝﾃﾞｨ:1640~1871];ｻﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ砦[ｼｬﾏ:1637~1664,1
  664~1871];ﾌﾘｰﾃﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ砦[ｺﾒﾝﾀﾞ:1688~1782];ｶｰﾙｽﾎﾞｰｸﾞ砦[ｹｰﾌﾟ･ｷｬｽﾙ:16590416~1660年12月&16630502~16640
  503];ﾅｯｿｳ砦[ﾓｳﾘ:1598/1612~1664&1665~1782,1785~1867],ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ砦[ｺﾙﾏﾝﾃｨﾝ:1665~1782,1785~1867],ﾚｲｾﾑﾊ
  ｲﾄ砦[ｱﾊﾟﾑ:1697~1782,1785~1868];ｸﾞｯﾄﾞ=ﾎｰﾌﾟ砦[ｾﾆｬ･ﾊﾞﾗｸ:1667/1705~1782&1785~1868];ｸﾚｰｳﾞｸｰﾙ砦[ｱｸﾗ:164
  9~1782&1785~1867/8];ﾒﾀﾙｸﾛｽ砦[ﾃﾞｨｸｽｺｰﾌﾞ:1868-1871];ﾙｲﾋｬｰﾊﾞｰ[ｱﾊﾞｸｱ:1654~1659],ｼﾝｹﾞﾚﾝﾊﾞﾗ砦[ｹﾀ:1734~1
  737];ｳｨｯｾﾝ砦[ﾀｺﾗﾃﾞｨ:1660年~16640409&16650115~1665年];ｱﾉﾏﾌﾞ[1640~1652];ｴｷﾞｬ[1647~16..&1663~1664];ｺ
  ﾈ[1697~1700,1706~17..]現ｶﾞｰﾅ;ﾌﾟﾁ･ﾎﾟﾎﾟ[ｱﾈﾎ:1731~1760]ﾄｰｺﾞ;ｸﾞﾚｰﾄ･ﾎﾟﾎﾟ[1680~....];ｳｨﾀﾞｰ[1670~1687&17
  02~1724/26]､ｾﾞﾗﾝﾃﾞｨｱ砦[ｺﾞﾄﾞﾒｲ:1726~1734]､ｵﾌﾗ[1675~1691]､およびｱｯﾊﾟ[1732~1736]現ﾍﾞﾅﾝ;ｸﾏｾ･ﾃﾞﾎﾟ[ｸﾏｼ:
  18370318~1842年2月&1848年~1853年3月&1859年~1869年2月])ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞﾆｱ海岸とも呼ばれる
1598年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ艦隊,ｱﾌﾘｶのｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟを攻撃
1598年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ三世の率いる英海軍,ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺのｻﾝﾄｩﾙｾに上陸占領/
  疫病の発生により支配断念
1598年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~1603年10月)
1598年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾁｪｰｻﾞﾚ｣ﾌｪﾗｰﾗが教皇領に編入⇒ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公(~16281211死去
  )
1598年1月7日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ1世｣
1598年1月7日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ摂政｢ﾂｧﾘﾂｧ･ｲ･ｳﾞｪﾘｶﾔ･ｸﾆｬｷﾞﾆｬ･ｲﾘｰﾅ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞﾅ･ｺﾞﾄﾞｩﾉｳﾞｧ｣(~2.17)
1598年1月7日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長2年11月30日|<移転>伊予国今治7万石｢小川祐忠｣⇒伊予国分城(⇒
  同年隠居､子の｢小川祐滋｣が継ぐ⇒慶長5(1600)年改易)
1598年1月7日-09:00|韓国/日本|愛媛県今治市|慶長2年11月30日|<死去>伊予国分8万石｢池田景雄｣朝鮮で
1598年1月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ｸﾚﾒﾝｽ8世が､ﾌｪﾙﾗｰﾗ公国を奪取
1598年1月14日-09:00|日本|愛知県一宮市|慶長2年12月7日|僧含讃､尾張国法輪寺の懸仏を再興
1598年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ｣
1598年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖｱﾋﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸの息子(~1608071
  8死去)
1598年1月19日-09:00|日本|東京都大田区|慶長2年12月12日|池上本門寺五重塔建立
1598年1月28日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月下旬|泗川新城が完成
1598年1月29日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月22日|<第1次蔚山城の戦い>明軍の先鋒､擺寨指揮の軽騎
  兵1000に急襲され､毛利家家臣､冷泉元満､阿曾沼元秀､都野家頼が討ち死にし､仮営が焼き払われた/浅野幸長､
  太田一吉が反撃に移るが､擺寨が偽りの退却をし､浅野勢をおびき寄せ､揚登山･李如梅らが三方から合撃した
  ので浅野勢は苦戦に陥り,460余の戦死者を出し太田一吉も負傷するほどの激戦の後､蔚山城惣構内に撤退して
  籠城戦が始まる
1598年1月30日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月23日|<第1次蔚山城の戦い>未完成であった城の惣構を
  明･朝鮮軍に突破され660余の戦死者を出した日本軍は､内城に撤退して防衛戦を展開し､この日の日暮れに迫
  った明･朝鮮軍を撃退
1598年1月31日-03:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月24日|<第1次蔚山城の戦い>早朝､明･朝鮮軍は四面から
  蔚山内城を攻撃したが､城を守る日本軍から無数の銃弾を浴び､多数の死傷者を出して退却
1598年2月1日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月25日|<第1次蔚山城の戦い>権慄は朝鮮軍単独による城攻
  めを行ったが､日本軍から雨の如く銃弾を浴び､多数の死傷者を出して退却
1598年2月2日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月26日|<第1次蔚山城の戦い>終日風雨だったが明･朝鮮軍
  は雨を冒して進攻し前の如く死傷者を出した
1598年2月3日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月27日|<第1次蔚山城の戦い>明･朝鮮軍はまた軍を進めた
  が､前の如く死傷者を出した/蔚山城に氷雨が降り､城内で凍傷で指を失う者をはじめ､凍死者が続出
1598年2月4日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月28日|<第1次蔚山城の戦い>明･朝鮮軍は柴草を集めて､城
  を火攻めにしようとしたが､甚だ多くの死傷者を出し､城の下に達することさえも出来ずに退却
1598年2月5日 09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長2年12月29日|<第1次蔚山城の戦い>夜､楊鎬･麻貴は全軍を自ら督
  戦して最後の蔚山城攻城戦を開始するが､敵前退却する士率を斬り捨て､さらに戦意不足の李化龍を捕縛し軍
  中の見せしめにしなければならない状況であった/蔚山城兵は迎撃し､攻めかかる敵兵に銃弾を浴びせかけた/
  明･朝鮮軍は誰一人として抵抗する者がいなくなるほどの損害を被り､最後の攻城戦は失敗
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1598年2月6日-09:00|日本|秋田県秋田市|慶長3年|<移転>出羽脇本52440石｢秋田実季｣⇒出羽土崎湊(⇒慶長7(16
  02)年常陸国宍戸に転封)
1598年2月6日-09:00|日本|群馬県安中市|慶長3年|<拝領>上野板鼻1万石｢里見義高｣(~慶長18(1613)年10月勤仕
  怠慢により断絶)
1598年2月6日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|慶長3年|<移封>豊後杵築城主｢杉原長房(家次の子)｣⇒但馬国豊岡城3
  万石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1598年2月8日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年1月3日|<第1次蔚山城の戦い>西生浦から毛利秀元･黒田長政
  らの率いる援軍が蔚山城南方の高地に到着/海上には長宗我部元親らの水軍が到来/夜､楊鎬､麻貴は全軍を自
  ら督戦して最後の攻城戦を開始するが､敵前退却する士率を斬り捨てて､さらに戦意不足の李化竜を捕縛し軍
  中の見せしめにしなければならない状況であった/来援を知った蔚山城兵は生気を取り戻して迎撃し､攻めか
  かる敵兵に雨の如く銃弾を浴びせかけ明･朝鮮軍は多くの死傷者を出して､誰一人として抵抗する者がいなく
  なるほどの損害を被り､最後の攻城戦は失敗
1598年2月9日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年1月4日|<第1次蔚山城の戦い>楊鎬､麻貴は城攻めの失敗と援
  軍の到来により退路を失うと判断し､擺寨､揚登山､呉推忠､茅国器の4隊を後衛として逐次慶州へ撤退を開始/
  日本の赴援軍では毛利秀元の陣所より､吉川広家が真っ先に進み出て明軍に向かって突撃し､続いて総勢が一
  度に突撃し明軍敗走/蔚山城の日本兵は山を駆け下り､一気に敵兵を討ち殺し朝鮮軍からも多くの死傷者が出
  た/この戦いで明軍は2万もの大損害を出し､戦いは日本軍の勝利となった
1598年2月15日-09:00|日本|福島県会津若松市|慶長3年1月10日|<移封>越後春日山｢上杉景勝｣→陸奥会津若松12
  0万石(⇒慶長6(1601)年出羽米沢へ)
1598年2月15日-09:00|日本|山形県米沢市|慶長3年1月10日|<拝領>出羽米沢24万5700石｢直江兼続｣(上杉家家臣)
1598年2月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦2月7日|<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾎﾞﾘｽ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ｣(~16050413死去)
1598年2月19日-09:00|日本|栃木県大田原市|慶長3年1月14日|<死去>下野黒羽13000石｢大関高増｣⇒子の｢大関資
  増｣が継ぐ(⇒慶長7(1602)年20000石に加増)
1598年2月21日-09:00|日本|大分県|慶長3年1月16日|<再興>豊後国内1万4千石｢木村吉清｣(~12月死去)
1598年2月21日-09:00|日本|大分県大分市|慶長3年1月16日|<移転>臼杵城主｢福原長堯｣⇒府内城主
1598年2月21日-09:00|日本|大分県大分市|慶長3年1月16日|<改易>豊後府内13000石｢早川長敏｣杵築に蟄居(⇒慶
  長4(1599)年閏3月19日､豊後府内城2万石再興)
1598年2月21日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|慶長3年1月16日|<減移封>陸奥会津若松91万9千石｢蒲生秀行｣→下
  野宇都宮18万石(幼少･家中内訌等により,~慶長6(1601)年陸奥会津60万石に復帰)
1598年2月21日-09:00|日本|長野県飯山市|慶長3年1月16日|<拝領>信濃飯山城主｢関一政｣(蒲生家与力から大名
  として自立)
1598年2月21日-09:00|日本|長野県長野市|慶長3年1月16日|<拝領>信濃川中島城主｢田丸具直｣(蒲生家与力から
  大名として自立)
1598年3月12日-09:00|日本|福井県福井市|慶長3年2月5日|<減移封>筑前国名島城37万石｢小早川秀秋｣⇒越前北ﾉ
  庄15万石/旧小早川家家臣の一部が石田三成の配下に入るなど､多くの家臣を失う/筑前は直轄領とされ､石田
  三成､浅野長吉が代官となる
1598年3月15日-09:00|日本|岐阜県関市|慶長3年2月8日|<拝領>摂津･美濃･尾張国内1万1200石｢大嶋光義｣(⇒慶
  長5(1600)年18000石に加増)
1598年3月22日-09:00|日本|愛知県愛西市|慶長3年2月15日|宗舜､尾張国西條八幡社の社殿を再興
1598年3月26日-09:00|日本|埼玉県本庄市|慶長3年2月19日|<死去>武蔵本庄1万石｢小笠原信嶺｣⇒｢小笠原信之｣
  が嗣ぐ(~慶長17(1612)年下総古河へ)
1598年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1598年4月5日-09:00|日本|静岡県袋井市|慶長3年2月29日|<死去>遠江久野1万6千石｢松下之綱｣⇒｢松下重綱(吉
  綱)｣が嗣ぐ(~慶長8(1603)年常陸小張へ)
1598年4月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾﾗｰ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~15990106)
1598年4月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ(3世)ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ
  ｣､摂政｢ﾏﾘｱ･ｸﾘｽﾃｨｰﾅ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｷﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~8.20)
1598年4月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝のｱﾝﾘ4世が出した｢ﾅﾝﾄの勅令｣によりﾕｸﾞﾉｰ戦争(ﾌﾟﾛﾃｽﾄﾀﾝﾄとｶﾄﾘｯｸ教
  徒の戦い)がおさまった/ﾅﾝﾄの勅令は個人に宗教選択の権利を与えた
1598年4月13日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞｸﾘﾌｫｰﾄﾞ卿の下のｲｷﾞﾘｽ艦隊がﾗﾝｻﾛｰﾃ島を攻撃して略奪
1598年4月19日-09:00|日本|  ||慶長3年3月14日|<死去>六角義賢(承禎)(生年1521年/豊臣秀吉の御伽衆)元近江
  守護
1598年4月20日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長3年3月15日|豊臣秀吉､醍醐寺三宝院において｢醍醐の花見
  ｣を行う
1598年5月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽとｽﾍﾟｲﾝの間でｳﾞｪﾙｳﾞｧﾝ条約が結ばれ､仏英戦争が終わる
1598年5月5日-09:00|韓国/日本|愛媛県今治市|慶長3年3月30日|<死去改易>伊予越智郡今治2万石｢池田秀雄｣､朝
  鮮半島安骨浦で没する
1598年5月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ1世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公兼ﾙｸ
  ｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ｱﾙﾄﾜ伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｸﾗﾗ･ﾕｰｼﾞﾆｱ｣(~16210713退位)､ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ2世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公
  ｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ7世｣兼ｱﾙﾄﾜ伯｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ｣(~16210713死去)共同統治
1598年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世｣ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ3世(~1621年)
1598年5月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｸﾗﾗ･ｴｳｹﾞﾆｱ･ﾃﾞ･ｴｽﾊﾟｰﾆｬ｣(16210713までｵﾗﾝ
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  ﾀﾞ王女~16331201没)
1598年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾐﾗﾉ公｢ﾌｪﾘﾍﾟ1世｣(~15980913死去)
1598年5月7日-09:00|日本|石川県加賀市|慶長3年4月2日|<拝領>加賀大聖寺6万石｢山口宗永｣(~慶長5年8月3日(1
  6000910)自害)
1598年5月7日-09:00|日本|石川県小松市|慶長3年4月2日|<加増移封>加賀松任4万石｢丹羽長重｣⇒加賀小松12万5
  千石(~慶長5(1600)年改易)
1598年5月7日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長3年4月2日|<拝領>伊予国府7万石｢小川祐忠｣(⇒慶長5(1600)年改
  易)
1598年5月7日-09:00|日本|新潟県三条市|慶長3年4月2日|<移封>越後国内｢堀直政｣→越後三条城5万石(~慶長13
  年2月26日(16080411)死去)
1598年5月7日-09:00|日本|新潟県新発田市|慶長3年4月2日|<加増移封>加賀大聖寺4万石｢溝口秀勝｣⇒越後新発
  田6万石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1598年5月7日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長3年4月2日|<加増移封>越前北庄18万石｢堀秀治｣→越後春日山45万
  石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1598年5月7日-09:00|日本|新潟県長岡市|慶長3年4月2日|<拝領>越後蔵王堂4万石｢堀親良｣(~慶長7(1602)年隠居
  )
1598年5月7日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|慶長3年4月2日|<拝領>越後坂戸2万石｢堀直竒｣(⇒慶長11(1606)年､
  蔵王堂藩3万石を加増され5万石~慶長15(1610)年信濃飯山藩4万石に転封)
1598年5月7日-09:00|日本|新潟県村上市|慶長3年4月2日|<加増移封>加賀小松6万6千石｢村上頼勝｣⇒村上越後本
  庄9万石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1598年5月7日-09:00|日本|福井県福井市|慶長3年4月2日|<減移封>筑前名島35万石｢小早川秀秋｣朝鮮出兵中の不
  首尾により⇒越前北庄12万石(⇒翌年2月5日筑前･筑後59万石)
1598年5月13日-09:00|日本|長野県小諸市|慶長3年4月8日|浅間山が噴火する/浅間山山開きで参詣衆800人が焼
  け死んだ
1598年6月6日-09:00|日本|愛媛県伊予郡松前町|慶長3年5月3日|<加増>伊予松前63000石｢加藤嘉明｣⇒10万石(⇒
  慶長5(1600)年10万石加増)
1598年6月6日-09:00|日本|大分県|慶長3年5月3日|<拝領>豊後安岐1万5千石｢熊谷直盛(直陳)｣(⇒慶長5年9月17
  日(16001023)死去)
1598年6月6日-09:00|日本|佐賀県唐津市|慶長3年5月3日|<加増>肥前唐津6万3千石｢寺沢広高｣→8万3千石(慶長6
  (1601)年肥後天草42000石加増)
1598年6月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Sir George Clifford｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(~8.1
  4)
1598年6月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｼﾞｮｰｼﾞｸﾘﾌｫｰﾄﾞ卿､ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯爵､ｼﾞｮﾝﾊﾞｰｸﾚｰ卿の下でｻﾝﾌｧ
  ﾝを占領(~9.23)
1598年7月4日-09:00|日本|兵庫県丹波市|慶長3年6月|<加増移封>近江国内2万石｢長野信良(織田信包)｣⇒丹波国
  氷上郡柏原3万6000石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1598年7月11日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｵﾆｬﾃ,ｻﾝﾌｱﾝに本部を定めﾘｵｸﾞﾗﾝﾃﾞ以北ﾐｼｼｯﾋﾟ以西の土地の領有を宣言.ﾘｵｸﾞﾗﾝ
  ﾃﾞ川西岸に最初の首都ｻﾝｶﾞﾌﾞﾘｴﾙを構える
1598年7月22日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|慶長3年6月19日|豊臣秀吉の寄進により､熱田社に､天王御崎
  御殿が建立
1598年7月23日-09:00|日本|茨城県筑西市|慶長3年6月20日|<拝領>常陸下館3万1千石｢水谷勝俊｣(慶長5(1600)年
  所領安堵)
1598年7月25日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|慶長3年6月22日|<加増>伊予宇和島城7万石｢藤堂高虎｣+喜多郡･浮
  穴郡内1万石→8万石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1598年8月2日-09:00|日本|三重県津市|慶長3年7月|<拝領>伊勢上野1万石｢分部光嘉(細野藤光の次男)｣(⇒慶長5
  (1600)年2万石に加増)
1598年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ代理｢ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ卿｣(1期目~1599
  0515)
1598年8月9日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ植民地長官｢Cornelis de Moucheron｣ｵﾗﾝﾀﾞ司令
  官(~11.26)
1598年8月9日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟを占領(~11.26)
1598年8月14日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Sir John Berkeley｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(~9.23)
1598年8月14日-09:00|日本|  ||慶長3年7月13日|豊臣秀吉､石田三成･長束正家･増田長盛･浅野長政･前田玄以を
  五奉行と定める
1598年8月18日-09:00|日本|徳島県板野郡藍住町|慶長3年7月17日|<死去>阿波住吉1万石｢赤松則房｣⇒子の｢赤松
  則英｣が継ぐ(~慶長5年10月1日(16001106)自害滅亡)
1598年8月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾊﾞﾄﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣(2回目~15990328)
1598年9月5日-09:00|日本|福井県坂井市|慶長3年8月5日|<加増移封>越前国内2万石｢青山宗勝｣→越前国丸岡4万
  6千石(~慶長5(1600)年改易)
1598年9月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｸﾗﾗ･ﾕｰｹﾞﾆｱ｣ﾌｪﾘﾍﾟ7世の娘(~16210713退任~16331201
  死去)､｢ﾌｪﾘﾍﾟ3世(ｽﾍﾟｲﾝ王)｣(~16210713死去)
1598年9月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王･ﾅﾎﾟﾘ王･
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  ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣兼ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ1世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｪﾘﾌﾟ1世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公･ｴﾉｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ
  伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ7世｣悪性の腫瘍のため/71歳(誕生15270521)
1598年9月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ1世｣(~16210713退任)､｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ2
  世(1世)｣(~16210713死去)共同統治
1598年9月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲﾀﾘｱ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ﾌｪﾘﾍﾟ3世｣･ﾅ
  ﾎﾟﾘ王･ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ2世｣兼ｱﾗｺﾞﾝ王･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ6
  世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｪﾘﾌﾟ3世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ｣ｲｻﾞﾍﾞﾗの夫ﾌｪﾘﾍﾟ1世とｱﾅ･ﾃﾞ･ｱｳｽﾄﾘｱの子(~16210331死去42歳
  )
1598年9月15日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長3年8月15日|<移転>上野箕輪12万石｢井伊直政｣⇒上野高崎12万石
  (⇒慶長5(1600)年近江国佐和山18万石)
1598年9月18日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長3年8月18日|<死去>摂津大坂城｢大閤豊臣秀吉｣が伏見城で
  病死/62歳(誕生:天文6(1537)0206)⇒子の｢豊臣秀頼｣が65万7400石継承(~元和1年大坂夏の陣で敗北､改易)
1598年9月19日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾛﾝｿ･ｸﾘｱﾄﾞ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ
  ｣(~16110919没)
1598年9月20日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島司令官｢ﾜｲﾌﾞﾗﾝﾄ･ｳﾞｧﾙｳｪｲｸ｣島を再発見し､ｵﾗﾝﾀﾞ領有
  宣言(~同年)
1598年9月25日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝのｸﾞｽﾀｰｳﾞ･ｳﾞｧｰｻがﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国王･ｽｳｪｰﾃﾞ
  ﾝ王ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ3世を破る
1598年9月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がｵｽﾏﾝ朝下のﾌﾞﾀﾞを包囲
1598年9月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾌｪﾘﾍﾟ3世｣ﾌｪﾘﾍﾟ2世とｱﾅ･ﾃﾞ･ｱｳｽﾄﾘｱの息子(~16210331死去
  42歳)
1598年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1598年10月1日-09:00|日本|和歌山県田辺市|慶長3年9月|再び日高郡山地郷で一揆が起こり､増田長盛の指揮の
  もと堀内･杉若氏ら日高･牟婁郡の諸将によって老若男女の別なく撫で斬りにするといった弾圧の末に鎮圧さ
  れた
1598年10月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾃﾞｰｳﾞ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1599年8月)
1598年10月18日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年9月18日|<第二次蔚山城の戦い(朝鮮)>麻貴が明軍を率いて
  慶州を出撃｡朝鮮軍の金応瑞が別に東ﾗｲへ進撃してから進んで蔚山倭城を攻撃開始し､防柵などを焼いたが日
  本軍の攻撃により明軍の被害は計り知れない/清正は去年の攻撃を戦訓に防戦の準備を重ね､堅く守備を固め
  ていたために明･朝鮮軍は攻めきれずに撤退
1598年10月19日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年9月19日|<順天城の戦い>午後､日本軍最左翼の要衝である
  順天城守備の小西行長らは南下してきた明･朝鮮軍からの陸海からの攻撃を撃退
1598年10月20日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年9月20日|<順天城の戦い(朝鮮)>明･朝鮮水軍が城に迫った
  が､日本軍は防戦してこれを退ける
1598年10月20日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年9月20日|明全軍川を渡り､望津､永春､昆陽の三城を奪取
1598年10月21日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年9月21日|<順天城の戦い(朝鮮)>明･朝鮮水軍が城に迫った
  が､日本軍は防戦してこれを退ける/戦死した明兵も数知れず
1598年10月27日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年9月27日|<泗川古城の戦い>明軍は泗川古城を強襲､川上忠
  実は少数ながら頑強に抵抗し､城から出撃すると明将遊撃李寧･蘆得功以下数百人を討ち取ったが､死傷者を多
  く出し危機的状況に陥っていたため､数の上で圧倒的に不利な川上忠実の軍勢は明･朝鮮連合軍の囲みを突破
  して泗川古城を放棄し､泗川新城への撤退を目指した/150人余りが戦死したが､泗川新城へ撤退することに成
  功
1598年10月29日-09:00|韓国/日本|  ||慶長3年9月29日|<第2次蔚山城の戦い>(22日~)麻貴総兵が指揮する東路
  軍は加藤清正が守備する蔚山倭城を攻撃/城中の清正は守りを固めて出て来ないため蔚山倭城より撤退
1598年10月30日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長3年10月|箕輪城主井伊直政が家康の命令により和田義盛の一族
  和田正信が築いた和田城を改築し高崎城完成
1598年10月30日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年10月1日|<泗川新城の戦い>明副総兵薫一元の率いる明･朝
  鮮軍､慶尚道泗川城を攻めるも､島津軍に敗北
1598年10月31日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年10月2日|<順天城の戦い(朝鮮)>明･朝鮮軍は水陸両面から
  総攻撃を仕掛けた/地上では攻城具を連ねて外郭部に攻めかかったものの､城からの日本軍の鉄砲や大砲によ
  る反撃は激しく多くの死傷者を出した/日本軍は機を見て城から出撃して敵を斬り倒し､攻城具に火を放って
  焼き払った/明･朝鮮軍は八百余人の戦死者を出して撃退された/水軍による海上からの攻撃も撃退され､朝鮮
  水軍の蛇渡僉使黄世得が戦死
1598年11月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan de Onate｣(~16100418)
1598年11月1日 11:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年10月3日|<順天城の戦い(朝鮮)>陳ﾘﾝは午後8時頃水軍を率い
  て上げ潮に乗じて進み､夜半城下に迫り日本軍と攻防戦となる/戦闘中俄に引潮となると､明水軍の唐船二十三
  隻が浅瀬に座礁.これを日本軍が炎上させ､明兵に死傷及び捕虜となるものが甚だ多く出て､生還した者は百四
  十余名に過ぎなかった
1598年11月2日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年10月4日|<順天海戦>明･朝鮮の水軍による攻撃は継続された
  が､城の守りは堅く撃退された
1598年11月4日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年10月6日|蔚山城を攻撃していた朝鮮､明連合軍が慶州に撤退
1598年11月5日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年10月7日|<順天倭城の合戦>(9/19~)明･朝鮮連合軍の総力を
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  挙げての一大攻勢は倭軍の反撃の前にすべて失敗に終わった
1598年11月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李元翼｣(~15990717)
1598年11月7日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年10月9日|<順天城の戦い>明､朝鮮の水軍も海上封鎖を解いて
  古今島に撤退/明､朝鮮の西路軍､水軍による順天城攻略作戦は失敗
1598年11月11日-09:00|韓国/中国/日本|  ||慶長3年10月13日|明軍の参謀である史竜涯と与友理が泗川新城に
  きて和議をこい合議の結果成立
1598年11月20日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Rui Goncalves de Sequeira｣(~1
  601年)
1598年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1598年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(~1628年)
1598年11月29日-09:00|日本|愛知県名古屋市北区|慶長3年11月|上野宗左衛門ら､尾張国春日井郡六所社の社殿
  を再興
1598年12月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾞｽｶﾗ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾞﾚﾗ｣(~1599年5月)
1598年12月8日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|慶長3年11月10日|本願寺大坂御坊(津村別院)､楼の岸から津村
  に移転
1598年12月13日-09:00|韓国/日本|  ||慶長3年11月15日|島津義弘が､明軍から人質を受け取るのと引き換えに
  泗川新城を焼き払い､撤退を開始
1598年12月15日-09:00|韓国/日本|  ||慶長3年11月17日|加藤清正が､蔚山城を焼き払い､釜山に向けて撤退を開
  始
1598年12月16日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞによるｱﾝﾉﾎﾞﾝ島占領(~15990102)
1598年12月16日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年11月18日|<露梁津の海戦>未明､露梁津を抜けようとした日
  本軍は南海島北西の小島､竹島の陰に潜んだ明水軍と同じく南海島北西の湾､観音浦に潜んだ朝鮮水軍とに出
  口で待ち伏せされ､南北から挟撃される形で戦闘が始まった/偵察に用心している立花､高橋軍は一番に明､朝
  鮮水軍と交戦､立花家臣の池辺貞政は明の陳?の戦船に乗り込んで一番乗り､串刺に遭れて戦死/日本軍の奮戦
  により明･朝鮮水軍先鋒は観音浦へと後退､先鋒が後退したのを見て前進してきた明水軍主力と島津本隊､およ
  び後続他家入り乱れての混戦となる/先陣を切っていた島津軍に損害が大きく､島津の将樺山久高率いる一隊
  は､海峡突破に成功したものの本隊と分断され､当初に朝鮮水軍の潜んでいた観音浦に逆に押し込められ､浅瀬
  に座礁して船を失い､徒歩で南海島を横断して東岸へ脱出せざるを得ないという状況になった/主将の島津義
  弘の乗船も潮に流されて後落し､敵船から熊手などを掛けられ切り込まれそうになる窮地に陥り､他家の救援
  も得てようやく脱出できた
1598年12月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦26年11月19日|李舜臣が日本軍の退路を断つべく戦うが戦死/5
  3歳(誕生:1545)朝鮮､秀吉の朝鮮侵略に対して水軍を率いて奮戦した名将
1598年12月17日-09:00|韓国/日本/中国|  ||慶長3年11月19日|<露梁津海戦>夜が明けるころには大勢は決し､日
  本側の撤退により戦闘は終結
1598年12月18日-09:00|韓国/中国|  |||明軍､泗川城･順天城･蔚山城を占領
1598年12月21日-09:00|韓国/日本|  ||慶長3年11月23日|加藤清正が釜山城に火をかけ､日本へ向かう
1598年12月22日-09:00|韓国/日本|  ||慶長3年11月24日|毛利吉成､釜山より帰還
1598年12月23日-09:00|韓国/日本|  ||慶長3年11月25日|小西行長､島津義弘等が釜山を出発/日本の出征大名達
  は朝鮮を退去して日本へ帰国し､豊臣秀吉の画策した明遠征､朝鮮征服計画は成功に至らぬまま､秀吉の死によ
  って終結
1598年12月26日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Pedro Suarez｣(2期目~1599年)
1598年12月28日-09:00|日本|大分県|慶長3年12月|<死去>豊後国内1万4千石｢木村吉清｣⇒子の｢木村清久｣が継ぐ
  (~慶長5(1600)年､改易)
1599年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾌﾗﾝｸ･van der Does｣(~1601年)
1599年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｻﾗﾜｸ･ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱﾘ･ｵﾏﾙ･ｼｬｰ｣(~1641年没)
1599年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Mole Majimu｣(~1627年)
1599年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ2世｣殺された
1599年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ3世｣(~1600年殺された)
1599年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ﾊﾞｰｷｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの
  次男(~1605年)
1599年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｻﾌｧﾋﾞｰ朝がｳｽﾞﾍﾞｸ人のｼｬｲﾊﾞﾆｰ朝を滅ぼす
1599年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾌﾞﾊﾗを首都にｳｽﾞﾍﾞｸ人のｱｽﾄﾗﾊﾝ朝が創始
1599年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ10世｣(~16060907死去)
1599年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｻﾌｧﾋﾞｰ朝がｵｽﾏﾝ朝からﾀﾞﾌﾞﾘｰｽﾞを奪回
1599年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾀﾞﾙｼﾞｯｸ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｴﾙ･
  ﾊｯｼﾞ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1600年)
1599年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾌｽﾚﾌ･ﾊﾟｼｬ2世｣(2期目~同年)⇒｢"外科医"ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼ
  ｬ｣(~1600年)
1599年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ﾆｺﾗｲ･ﾋﾟﾄﾗｽｸ｣(~1600.10)父と共同統治
1599年-02:00|ﾄﾙｺ/ｲｴﾒﾝ|  |||ｵｽﾏﾝ朝の主権がｲｴﾒﾝのほぼ全域に及ぶ
1599年-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||ﾊﾞﾝﾂｰ系ｱﾌﾘｶ人がﾘﾝﾎﾟﾎﾟ川の南部へ移住
1599年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾃﾞｲﾘｰ･ﾊｯｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1601年)
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1599年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾀﾞｰｳﾞｨｽ･ﾊ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1600年)
1599年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ｣(~1612年)
1599年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ﾊﾙﾝ｣(~1612年)
1599年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||西ｲﾝﾄﾞ会社のｵﾗﾝﾀﾞ船十三隻が,ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗのｱﾗﾔ半島塩田を占拠.大量の塩を持
  ち出す
1599年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国摂政ｶｰﾙ9世(-1604)
1599年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Antonio Pamacho Moso｣(~1601年
  )
1599年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Strange Madson｣(2期目~16190812)
1599年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事代理｢Edward Ellis｣(2期目~同年)
1599年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~同年)
1599年1月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾏﾄ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~16010710)
1599年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英の詩人ｽﾍﾟﾝｻｰ/死去/｢詩人の詩人｣と呼ばれた
1599年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ伯ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~16041213)
1599年1月27日-09:00|日本|京都府|慶長4年|<拝領>山城･丹波両国内1万2千石｢石川貞通｣(⇒慶長5(1600)年改易
  )
1599年1月27日-09:00|日本|三重県津市|慶長4年|<交替>伊勢安濃津5万石｢富田知信(信広)｣隠居⇒子の｢富田信
  高(知信)｣が嗣ぐ(⇒慶長5(1600)年7万石に加増)
1599年1月27日-09:00|日本|山梨県甲府市|慶長4年|<交替>甲斐国府中21万5千石｢浅野長政(長吉)｣隠居⇒｢浅野
  幸長｣(16万石)が嗣ぐ(⇒慶長5(1600)年紀伊和歌山へ)
1599年1月27日-09:00|日本|愛知県清須市|慶長4年1月|満天姫(家康の養女､父は松平康元)と福島正之(福島正則
  の養子､父は別所重宗･母は福島正則の姉)が婚姻
1599年1月27日-09:00|日本|佐賀県|慶長4年1月|<領土変更>対馬国主｢宗義智｣に薩摩国出水郡内1万石のかわり
  に肥前国基肄･養父郡10037石
1599年1月27日-09:00|日本|広島県広島市中区|慶長4年1月|毛利輝元､安芸･広島城を完成
1599年2月4日-09:00|日本|鹿児島県出水市|慶長4年1月9日|<加増>薩摩出水5万石｢島津氏｣
1599年2月4日-09:00|日本|長崎県壱岐市|慶長4年1月9日|<加増>田代領(基肄､養父半郡)1万石｢宗義智｣
1599年2月5日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長4年1月10日|秀吉の遺言に従い､前田利家が秀頼を擁して大坂城に
  入る
1599年2月7日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長4年1月12日|徳川家康が伏見城に入る
1599年2月7日-09:00|日本|埼玉県深谷市|慶長4年1月12日|<死去>武蔵深谷1万石｢松平松千代(6歳)｣⇒徳川家康
  六男｢松平忠輝｣に継がせた(~慶長7(1602)年下総佐倉へ)
1599年2月21日-09:00|日本|京都府京都市南区|慶長4年1月26日|東寺火災
1599年2月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｻｳﾘ｣(~16010221)
1599年3月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Edzard2世｣
1599年3月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Enno3世｣(~16250819死去)
1599年3月1日-09:00|日本|石川県|慶長4年2月5日|<移封>越前1万3千石｢山口修広｣⇒加賀江沼郡1万3千石(~慶長
  5年8月3日(16000910)自刃改易)
1599年3月1日-09:00|日本|福井県福井市|慶長4年2月5日|<加増移封>越前府中城8万石｢青木一矩｣⇒越前北ﾉ庄21
  万石(⇒慶長5(1600)年10月10日病死改易)
1599年3月1日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|慶長4年2月5日|<移封>越前北庄15万石｢小早川秀秋｣⇒筑前名島59
  万石(⇒慶長5(1600)年備前･美作･備中東半(旧宇喜多秀家領岡山)55万石)
1599年3月2日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Estevao Teixeira de Macedo｣(~1602
  年)
1599年3月22日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Alonso de Mercado｣(~1601年)
1599年3月27日-09:00|日本|徳島県鳴門市|慶長4年3月|入浜塩田の起源となる鍬島(鳴門市)に塩田がつくられ､
  周辺に次々と塩田(斎田4組)が開発される
1599年3月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾊﾞｿﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ枢機卿｣(~10.31没)
1599年3月31日-09:00|日本|鹿児島県垂水市|慶長4年3月5日|<加増移封>種子島1万石｢島津以久｣⇒大隅国垂水(
  ⇒慶長8(1603)年日向国佐土原藩3万石)
1599年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧﾌﾞﾘ｣
1599年4月4日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長4年3月9日|<庄内の乱>島津家では権力争いが起き､伏見で
  島津忠恒(義弘の三男)が島津筆頭家老の伊集院幸侃(忠棟,日向庄内8万石)を殺害/忠恒は謹慎処分(4月に解除
  され帰国)となり､代わりに忠恒･義弘と分裂し始めていた義久(義弘の兄)が実権を取り戻す
1599年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>6代ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣⇒初代ﾊﾝﾄﾘｰ侯(~16360613死去)
1599年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Gabrielle d'Estrees｣
1599年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Cesar, duc de Vendome｣(~16651022死去)
1599年4月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｴｾｯｸｽ伯爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞｳﾞｧﾙｰ｣(~9.25)
1599年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾐﾙﾄﾝ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣3代ｱﾗﾝ伯の弟(~16040426死去)
1599年4月25日-09:00|日本|福井県|慶長4年閏3月|<加増>越前安居1万石｢戸田重政｣→2万石(⇒慶長5年9月15日(
  16001021)戦死改易)
1599年4月25日-08:00|中国|  ||明･万暦27年4月|明の臨清で宦官馬堂の苛斂誅求に対して暴動がおこる
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1599年4月27日-09:00|日本|  ||慶長4年閏3月3日|後陽成天皇の命で木活字版『日本書紀神代巻』刊行/慶長勅
  版と呼ばれた
1599年4月27日-09:00|日本|石川県|慶長4年閏3月3日|<死去>加賀金沢120万石｢前田利家｣(豊臣氏五大老の1人)6
  2歳､大坂の自邸で病死⇒子の｢前田利長｣(五大老)継ぐ(⇒慶長6(1601)年､能登七尾城22万5000石･西加賀小松
  領12万石･大聖寺領(加賀西部の能美郡･江沼郡･石川郡松任)6万3000石が加領)
1599年4月28日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|慶長4年閏3月4日|石田三成が加藤清正､福嶋正則､浅野幸長､蜂
  須賀家政､長岡忠興､黒田長政､藤堂高虎､加藤嘉明､池田輝政らの追討を受け､大坂から伏見に逃げて家康を頼
  る
1599年4月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ家が､王位継承に関するｹﾞﾗ協定を結ぶ
1599年5月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｷﾆｮﾈｽ｣(~1600年7月)
1599年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ7世｣
1599年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾛﾀｰﾙ｣(~16230917死去)
1599年5月3日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長4年閏3月9日|徳川家康が石田三成襲撃事件の仲裁を行い､三成を
  佐和山城での謹慎処分とした
1599年5月7日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長4年閏3月13日|徳川家康は伏見城を奪取､政務を行う
1599年5月13日-09:00|日本|大分県大分市|慶長4年閏3月19日|<再興>豊後府内城2万石｢早川長政｣(~翌年､改易)
1599年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ﾊﾞｯｸﾊｰｽﾄ男爵･ﾄﾞｰｾｯﾄ伯ﾄｰﾏｽ･ｻｯ
  ｸｳﾞｨﾙ｣(~16080419死去)
1599年5月24日-09:00|日本|熊本県|慶長4年4月|水野忠重の娘､かな姫が徳川家康の養女として､加藤清正に嫁ぐ
1599年5月24日-09:00|日本|広島県廿日市市|慶長4年4月|毛利輝元,大檀那として,弥山神護寺の大日堂を造立
1599年6月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙの下のｵﾗﾝﾀﾞ艦隊は､ﾗｽ･ﾊﾟﾙﾏｽとﾗ･ｺﾞﾒﾗを攻撃して略奪(~
  7月)
1599年6月7日-09:00|日本|愛知県常滑市|慶長4年4月15日|三郎右衛門尉､尾張国檜原白山社を再興
1599年6月10日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長4年4月18日|東山三十六峰のひとつ阿弥陀ヶ峯に前年没し
  た豊臣秀吉を｢豊国大明神｣として祀る豊国神社創建
1599年6月17日-09:00|日本|宮崎県|慶長4年4月25日|島津義久が伊集院忠真の攻撃を開始/忠真は日向都之城と
  その支城12城に籠城(兵数8,000)
1599年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾓﾛ族がｳﾞｨｻﾔ諸島を攻撃し､反ｽﾍﾟｲﾝ蜂起
1599年7月7日-09:00|日本|大分県|慶長4年5月15日|<拝領>豊後国内1万4千石｢木村秀望｣(⇒翌年改易)
1599年7月7日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長4年5月15日|<改易>豊後臼杵城主6万5000石｢太田一吉｣朝鮮出兵中
  の私曲
1599年7月7日-09:00|日本|大分県大分市|慶長4年5月15日|<減封>豊後府内城12万石｢福原直高｣府内領没収⇒豊
  後臼杵6万石(~慶長5(1600)年､改易)
1599年7月7日-09:00|日本|大分県国東市|慶長4年5月15日|<改易>豊後安岐城主1万5000石｢熊谷直陳｣朝鮮出兵中
  の私曲(⇒翌年再興)
1599年7月7日-09:00|日本|大分県国東市|慶長4年5月15日|<改易>豊後富来城主2万石｢垣見一直｣｢垣見家純｣朝鮮
  出兵中の私曲
1599年7月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ･ｲ･ﾗ･ﾊﾞﾝﾄﾞ｣(~1600
  1220死去)
1599年7月8日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ ﾊﾞﾙﾃﾞｽ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾞ
  ﾝﾄﾞ｣(~16001220没)
1599年7月11日-09:00|日本|高知県|慶長4年5月19日|<死去>土佐一国10万石(土佐浦戸城)｢長宗我部元親｣61歳⇒
  子の｢長宗我部盛親｣が継ぐ(~翌年改易)
1599年7月24日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｼｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ3世)
1599年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾃｨﾘﾔｷ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~11月)
1599年8月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾚﾄﾞ｣(~16050922)
1599年8月5日-09:00|日本|山口県山口市|慶長4年6月15日|<分与>出雲･隠岐･伯耆三郡･安芸廿日市(高嶺城)17万
  石｢毛利秀元｣(慶長5(1600)年長門国豊浦郡･厚狭郡(櫛崎城)6万石)
1599年8月8日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年6月18日|<庄内の乱>忠棟の嫡子伊集院忠真は各外城の防御を
  厚くし一族や家臣を配置し守りを固めた/島津忠恒は､緒戦で山田城を落とし入城,次いで恒吉城を落としたが
  その後戦いは膠着状態/忠真側の智将白石永仙らの活躍により､忠恒側の死傷者も多数にのぼった/義久も出陣
  し､財部城を攻めたが落とすことはできなかった
1599年8月13日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年6月23日|島津忠恒は山田城に進発/中務豊久が大手の木戸口
  まで攻め寄せ北郷勢や新納忠元らが二重木戸を打ち破って城中に攻め入った/城主･長崎治部少輔は支えるこ
  とができず､落ちた
1599年8月15日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年6月25日|図書守忠長､樺山久高､柏原将監ら都盆地の南に孤立
  する恒吉城を攻め城主･伊集院宗右衛門尉は都城に撤退
1599年8月16日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年6月26日|伊集院忠真の弟･小伝次の守る末吉城を攻撃したが
  落とせず
1599年8月19日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年6月29日|山之口城主･倉野七兵衛尉が､北へ大きく迂回して後
  方撹乱のため福山地頭･山田有栄の高原に設けた新関を破り､東霧島の本陣を衝いたが近衛がよく守り倉野は
  鉄砲にあたり戦死
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1599年9月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ･ﾋﾟﾛﾝ｣(~1600年)
1599年9月2日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年7月13日|山田城在番の軍勢と東霧島本陣番の北郷勢が志和池､
  野々三谷両城に攻撃を仕掛け志和池と高城の軍勢と乱戦/島津方､敗走
1599年9月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾀｰﾗｲﾋ｣(ｵﾗﾝﾀﾞ国王~1621
  0713没)
1599年9月13日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢尹斗寿｣(~11.6)
1599年9月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ｱﾀﾞﾑ･ﾛﾌﾀｽ(3回目)｣｢ｼﾞｮｰ
  ｼﾞ･ｹｱﾘｰ卿｣(~16000227)
1599年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾗｯﾀﾝﾂｨｵ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1599年10月4日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年8月15日|北郷勢は戦局の打開を図るため､軍勢を二手に分け､
  志和池城を攻めたが失敗
1599年10月9日-09:00|日本|  ||慶長4年8月20日|八幡船(海賊船)の禁止令
1599年10月12日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･光興22年8月24日|<死去>後黎朝(大越)後期第4代皇帝｢世宗黎維潭｣
1599年10月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･光興22年8月27日|<即位>後黎朝(大越)後期第5代皇帝｢敬宗黎維新｣
  (~16190623死去)
1599年10月19日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Pieter van der Does｣(~10.24死
  去)
1599年10月19日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｻﾝ･ﾄﾒはｵﾗﾝﾀﾞが占領(~15991105)
1599年10月19日-09:00|日本|広島県福山市|慶長4年9月|安国寺恵瓊,毛利輝元を大檀越として,備後国安国寺釈
  迦堂を再興
1599年10月24日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Pieter van der Does｣
1599年10月24日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Cloper｣(~同年死去)⇒｢Leijnsen｣
  (~11.5)
1599年10月28日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年9月10日|島津忠恒は野々三谷､安永城をぬき､都城近辺の乙
  房丸まで攻め込んだ/伊集院忠真は都城の兵を繰り出し島津方の軍勢は崩れ､平田増宗は本道を退くことがで
  きず､野々三谷へ退いた
1599年10月31日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾊﾞｿﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ枢機卿｣
1599年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾆｺﾗｴ･ﾊﾟﾄﾗｼｭｸ｣共同統治(~16000912)
1599年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾗ･ｱﾗ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1600年9月)
1599年11月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐﾊｲﾙ･ｳﾞｫｴｳﾞｫｰﾀﾞ｣(~16000920)
1599年11月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱがﾜﾗｷｱに占領される(~16000920)
1599年11月5日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Joao Barbosa da Cunha｣(2期
  目~1601年)
1599年11月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李元翼｣(~16000229)
1599年11月18日-08:00|中国|  ||明･万暦27年10月|明で陳奉らの苛斂誅求に対して武昌･漢陽で暴動おこる
1599年11月18日-09:00|日本|静岡県浜松市|慶長4年10月1日|<交替>遠江浜松12万石｢堀尾吉晴｣隠居⇒次男の｢堀
  尾忠氏｣(父の隠居領5万石を加え17万石)が嗣ぐ(~慶長5年出雲松江へ)
1599年11月18日-09:00|日本|福井県越前市|慶長4年10月1日|<拝領>越前府中5万石(隠居料)｢堀尾吉晴｣(~翌年)
1599年11月19日-09:00|日本|  ||慶長4年10月2日|家康暗殺計画に加担した諸将に対する処分が家康より発表さ
  れ､浅野長政は隠居を命じられ武蔵国府中に蟄居､豊臣秀頼･淀殿側近の大野治長は下総結城､加賀野々市城主
  の土方雄久は常陸水戸に流罪となった
1599年11月19日-09:00|日本|石川県七尾市|慶長4年10月2日|<改易>能登石崎2万2千石｢土方雄久｣政争の巻添え
  で常陸へ配流
1599年11月22日-09:00|日本|岩手県盛岡市|慶長4年10月5日|<死去>陸奥盛岡10万石｢南部信直｣⇒｢南部利直｣が
  継ぐ(~寛永9年8月18日(16321001)死去)
1599年11月22日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年10月5日|島津忠恒は志和池城攻め/戦線は膠着
1599年11月24日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾍﾟﾗﾝﾀｰﾛ,ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱ市を破壊
1599年12月15日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年10月28日|島津義久自身が大隅兵を率い､財部城攻め/城兵が
  繰り出し野戦となり寄せ手には大きな損害がでて膠着状態
1599年12月19日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ国王｢ﾅﾝﾀﾞ･ﾊﾞｲﾝ｣ｱﾗｶﾝ軍に降伏し､処刑される
1599年12月19日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ国王｢ﾆｬｳﾝﾔﾝ･ﾐﾝ｣(~16051105没)
1599年12月24日-09:00|日本|北海道|慶長4年11月7日|<改名>蝦夷領主｢蠣崎慶広｣⇒｢松前慶広｣(~元和2年10月12
  日(16161120)死去)
1599年12月25日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年11月8日|志和池城で寄せ手の北郷軍が伊集院軍に切り崩さ
  れ互いに損害をだして退いた
1600年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｳ･ﾊﾟﾈﾊﾞﾊﾝ王｢Timbang Paseban｣(~1609年)
1600年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ3世｣殺された
1600年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾎﾟﾆｬｰ･ﾖﾑ｣(~1603年)
1600年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Lalitpur)国王｢Harihara Simha｣(~1609年)
1600年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾑﾙﾀｻﾞ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世｣(~1610年死去)
1600年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾉｶﾞｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊｰﾝ｢Isterek｣(~1618年)
1600年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｳﾗｽﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｵﾝﾀﾞﾝ(ｶｻﾞﾌ･ﾊﾝ国のｼｶﾞｲの子)の子(~1610年頃)



1600迄(1719件)

1600年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ｱﾘ｣(~1607年)
1600年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1600年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾗﾊｲﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｷﾞﾌﾞﾃﾞｨ･ｱﾊﾏﾄﾞ｣
1600年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1601年)
1600年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾍﾟｰｻﾞﾛ｣(~1602年)
1600年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~同年)⇒｢ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1
  603年)
1600年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｴｽﾄﾆｱをめぐり､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国とｽｳｪｰﾃﾞﾝが戦争
1600年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||ﾂﾁ族がﾌﾞﾙﾝﾃﾞｨへ移住(第二波)
1600年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾌｧﾝ･ｸﾙｲﾆﾝｹﾞﾝ｣(~1601年)
1600年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾙのﾏﾋ国統治者｢ｸﾞﾊﾞｷﾞﾃﾞｨ1世ｱﾎｽｰ･ｿﾊ｣(~1618年)
1600年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<設立>ﾀﾞｯｻのﾖﾙﾊﾞ王国
1600年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｸﾞﾎﾞﾑのﾌｫﾝ王国国王｢ﾄﾞｱｸﾘﾝ｣(~1625年)
1600年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Carlo Gaudenzio Madruzzo｣(~1629年)
1600年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||ｱﾗﾀﾞ王家の分裂によりｱｸﾞﾎﾞﾑのﾌｫﾝ王国建国
1600年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾁﾘ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞのｺﾙﾃﾞｽ兄弟,ｵﾘﾊﾞｰ･ﾊﾞﾝ･ﾇｰﾙﾄらがﾁﾘ沿岸を襲撃
1600年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1601.11死去)
1600年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Cristovao Falcao de Sousa｣(~1604年)
1600年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Peder Jacobsen｣
1600年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||西ｱﾌﾘｶのｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄでｱｸﾜﾑ国､ﾃﾞﾝｷｰﾗ国が成立
1600年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人,ﾌﾗﾝｽ人を最終的に駆逐
1600年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ｱﾛﾝｿ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ･ｲ･ﾄｰﾚｽ｣(~1609年)
1600年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｶﾙﾊﾞﾊﾙ｣⇒暫定総督｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ｺﾛﾅﾄﾞ･ｲ
  ･ｱﾘｱｽ･ﾀﾞﾋﾞﾗ｣(~1604年)
1600年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾄﾞｩﾗﾝｺﾞで原住民の反乱
1600年1月1日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年11月15日|高城に平田増宗､中原中将坊､北郷勢らが撃ちかかっ
  たがうち破られた
1600年1月5日-09:00|日本|愛知県津島市|慶長4年11月19日|尾張国知多郡牛頭天王社の社殿が建立される
1600年1月23日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長4年12月8日|島津忠真方の兵が山田城の軍勢をおびき出し100余
  が討ち取る
1600年1月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ｸﾘｽﾄﾊﾞｵ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ｴ･ﾀﾎﾞﾗ､ｶｽﾃﾛﾛﾄﾞﾘｺﾞ侯｣
  (1期目~1603年)
1600年2月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞでﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾁﾁﾏのひきいる先住民の反乱
1600年2月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ強健公｣
1600年2月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ10世若公｣(~16030901死去)
1600年2月14日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･慎徳1年1月|大越後黎朝5代･敬宗が慎徳と改元(~旧10月)
1600年2月15日-09:00|日本|徳島県|慶長5年1月|氏姫(徳川家康の養女､小笠原秀政の娘)と蜂須賀至鎮(蜂須賀家
  政の長男)が婚姻
1600年2月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>｢ｼﾞｮﾙﾀﾞｰﾉ･ﾌﾞﾙｰﾉ｣ｲﾀﾘｱの哲学者･天文学者(生年1548年)汎神論と地動説
  を主張し宗教裁判で禁固7年の後焚殺
1600年2月19日 10:00|日本|大阪府大阪市|慶長5年1月5日|<宇喜多騒動>夜､宇喜多家旧臣派の戸川達安､宇喜多
  詮家､岡越前守､花房秀成ら(すでに宇喜多家から追放されている)が大坂の中村次郎兵衛を襲撃/その後襲撃勢
  は大谷吉継に庇護を求める/大谷吉継は首謀者の処分を家康に委ね､家康は戸川達安を自国への配流として家
  臣とさせ､その他3名は宇喜多家に復帰させた
1600年2月23日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｲﾊﾞﾗ｣(~160804
  29没)
1600年2月24日-09:00|日本|高知県|慶長5年1月10日|土佐で浦戸一揆が鎮圧
1600年2月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾏｳﾝﾄｼﾞｮｲ男爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾗﾝﾄ｣(~16030601)
1600年3月7日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李山海｣(~6.9)
1600年3月8日-09:00|日本|群馬県藤岡市|慶長5年1月23日|<改易>上野藤岡3万石｢松平(依田)康真｣(同僚殺害に
  より)
1600年3月15日-09:00|日本|愛知県豊田市|慶長5年2月|今枝竹方､三河国八名郡山王社を建立
1600年3月15日-09:00|日本|岐阜県恵那市|慶長5年2月1日|<移封>信濃川中島｢田丸直昌｣→美濃岩村4万石(⇒同
  年改易)
1600年3月15日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年2月1日|<移封>信濃飯山｢関一政｣→美濃多良3万石(~慶長5(16
  00)年10月伊勢亀山へ)
1600年3月15日-09:00|日本|岐阜県可児市|慶長5年2月1日|<移封>武蔵松山｢松平(桜井)忠頼｣→美濃金山2万5千
  石(~慶長6(1601)年2月遠江浜松へ)
1600年3月15日-09:00|日本|岐阜県中津川市|慶長5年2月1日|<拝領>美濃･摂津両国内1万石(苗木城主)｢河尻直次
  ｣(~9月15日討死)
1600年3月15日-09:00|日本|岐阜県不破郡垂井町|慶長5年2月1日以降|<拝領>美濃垂井1万2000石｢平塚為広｣(~慶
  長5年9月15日(16001021)死去改易)
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1600年3月15日-09:00|日本|長野県長野市|慶長5年2月1日|<加増移封>美濃金山7万石｢森忠政｣→信濃松代(海津
  城)13万7500石(~慶長8年美作津山へ)
1600年3月20日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年2月6日|<庄内の乱(日向国)>志和地城が降伏/その後､他の外
  城も順次降伏
1600年3月21日-09:00|日本|大分県杵築市|慶長5年2月7日|<加増>丹後国宮津12万石｢細川忠興｣+豊後杵築6万石(
  飛び領､城代:松井康之､有吉立行)(⇒同年豊前一国加増､本拠を中津城とする)
1600年3月22日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|慶長5年2月8日|<死去>狭山城主｢北条氏規｣病死(生年1545年)
1600年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣｢ﾍﾞﾙｯﾂｫ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1600年4月8日-09:00|日本|  ||慶長5年2月25日|徳川家康の命により校訂作業が進められていた唐書『貞観政要
  』が版行
1600年4月12日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年2月29日|<庄内の乱(日向国)>梶山､勝岡､山之口の三城が降伏
1600年4月14日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月1日|<庄内の乱>高城が降伏
1600年4月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Gonzalo de Pina y Luduena｣
1600年4月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego Vazquez de Escobedo + Juan Ma
  rtinez de Villela｣(~9.18)
1600年4月15日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月2日|<庄内の乱(日向国)>安永ついで野々三谷が降伏
1600年4月22日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月9日|<庄内の乱(日向国)>末吉兵が城を退去
1600年4月23日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月10日|<庄内の乱(日向国)>先に島津本家に叛いた伊集院忠
  真が､家康の使者山口直文の勧降を受け義久の富隈城に赴き降伏
1600年4月23日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月10日|<庄内の乱(日向国)>梅北城陥落
1600年4月28日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長5年3月15日|上野高崎烏川で馬庭念流･樋口定次と村上天流･村上
  権左衛門が決闘､定次が勝つ
1600年4月28日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月15日|<庄内の乱(日向国)>伊集院忠真はは､家康の調停を
  受け入れ､降伏.都城を明け渡す
1600年4月28日-09:00|日本|宮崎県都城市|慶長5年3月15日|<庄内の乱(日向国)>忠真は頴娃1万石へ移され､後に
  帖佐2万石へ移された/都城には旧領主であった北郷氏が復帰し乱は終結
1600年4月29日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|大分県臼杵市|慶長5年3月16日|ｵﾗﾝﾀﾞ商船｢ﾃﾞ･ﾘｰﾌﾃﾞ号｣が豊後､臼杵の佐志生
  に漂着/110人の乗組員のうち生存船員はわずか24人/歩けるのはｳｨﾘｱﾑ･ｱﾀﾞﾑｽ他6人だけでうち3人は上陸の翌
  日死亡
1600年5月1日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長5年3月18日|豊臣秀頼､方広寺大仏殿に七層の大仏殿･講堂･
  廻廊を建てる
1600年5月6日-09:00|日本|京都府京都市|慶長5年3月23日|藤田信吉が上杉家を離反､江戸を経由して上洛､家康
  に上杉景勝の謀反を申告
1600年5月10日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|慶長5年3月27日|<再興>摂津国四天王寺
1600年5月13日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年4月|狩野光信の花鳥襖絵(三井寺勧学院)できる
1600年5月13日-09:00|日本|千葉県旭市|慶長5年4月|<改易>下総阿知戸1万石｢木曽義利(信濃木曽氏)｣(叔父殺害
  )
1600年5月16日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長5年4月4日|醍醐寺三宝院金堂できる
1600年5月22日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾐﾊｴﾙ1世｣ﾜﾗｷｱが統治(~9月)
1600年6月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｶｰﾙ･ﾍﾝﾘｸｿﾝ･ﾎﾙﾝ｣(2回目~16010130)
1600年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ･ﾌｫﾙﾄｩﾅｰﾄ｣
1600年6月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ大公副官｢ｳﾄﾞﾚｱ･ﾊﾞﾚﾇ/ｱﾝﾄﾞﾛﾆｯｸ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ/ｻｳﾞｧ/ﾈｸﾞﾚｱ｣(~7月
  )
1600年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ大公副官｢ﾏﾙｸ･ｾﾙｾﾙ/ﾌﾟﾚﾀﾞ･ﾌﾞｾﾞｽｸ｣(~9月)
1600年7月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｱﾛﾝｿ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾗﾓﾝ｣(1回目~1601年2月)
1600年7月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱ公ﾐﾊｲが､ﾜﾗｷｱ､ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ､ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱを統一して全ﾙｰﾏﾆｱを支配
1600年7月9日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年5月29日|豊臣秀頼の寄進により､毛利輝元を奉行に近江園城寺
  勧学院客殿が再建される
1600年7月10日-08:00|中国|  ||明･万暦28年6月|明で煬応竜の乱が平定される
1600年7月11日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|慶長5年6月|徳川家康､松平康直の娘を養女とし､遠江国横須賀3
  万石｢有馬豊氏｣に嫁がせる
1600年7月16日-09:00|日本|福岡県|慶長5年6月6日|徳川家康､保科正直の娘を養女とし､豊前国6郡12万石｢黒田
  長政｣に嫁がせる
1600年7月22日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Anthony Paulet｣
1600年7月26日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李恒福｣(~16020324)
1600年7月26日-09:00|日本|福島県会津若松市|慶長5年6月16日|<上杉征伐>会津の上杉景勝が謀反を企てたとし
  て徳川家康が討伐の兵を挙げる
1600年7月29日-09:00|韓国/中国|  |||釜山に停泊中の明･朝鮮水軍が台風に遭って陥没
1600年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ軍､ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙを攻略
1600年8月5日-09:00|日本|長野県諏訪市|慶長5年6月26日|<死去>信濃高島2万7千石｢日根野高吉｣⇒｢日根野吉明
  ｣が嗣ぐ(~慶長6(1601)年下野壬生12000石へ)
1600年8月8日-09:00|日本|愛知県豊田市|慶長5年6月29日|徳川家康の臣内藤家長､三河国遍照寺の大日如来像を
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  再興
1600年8月9日-09:00|日本|京都府京都市|慶長5年7月1日|京都近衛殿において｢ややこ踊り｣阿国､菊
1600年8月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､現在のﾌﾗﾝｽ南東部のｻｳﾞｫﾜ(一部､ｲﾀﾘｱ･ｽｲｽ)に侵攻
1600年8月19日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年7月11日|石田三成､家康討伐のため挙兵
1600年8月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長5年7月17日|細川忠興の妻で明智光秀の娘たま通称ｶﾞﾗｼｱが､人質
  として大坂入城を強要されて死を選ぶ/38歳
1600年8月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長5年7月17日|豊臣奉行(石田三成､長束正家､増田長盛､前田玄以)
  が家康罪状13ヶ条を挙げ宣戦布告
1600年8月25日-09:00|日本|静岡県静岡市|慶長5年7月17日|<死去>駿河府中15万石｢中村一氏｣病死⇒長男の｢中
  村一忠｣が継ぐ(⇒11月伯耆一国(米子城)17万5000石)
1600年8月26日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長5年7月18日|<伏見城の戦い>西軍総大将である毛利輝元の
  名で､伏見城の守将･鳥居元忠に対して伏見城を明け渡すように命令が出された/同じく伏見城を任されていた
  木下勝俊は早々に退去したが､家康に同城の死守を命じられていた元忠はこれを拒絶し､西軍は大挙して伏見
  城を包囲､攻撃を開始/伏見城攻めの総大将は宇喜多秀家､副将は小早川秀秋で､その他に毛利秀元､吉川広家､
  小西行長､長宗我部盛親､長束正家､鍋島勝茂､大谷吉継などが攻城側に参加し､総勢4万人の大軍/守備軍は鳥居
  元忠を総大将とした1,800人
1600年8月27日-09:00|日本|愛知県刈谷市|慶長5年7月19日|<死去>三河刈谷城2万石｢水野忠重｣(徳川家臣)60歳､
  美濃加賀井城主｢加賀井重望｣に殺害される⇒子の｢水野勝成｣が継ぐ(3万石⇒元和元(1615)年7月21日大和郡山
  6万石)
1600年8月27日-09:00|日本|岐阜県羽島市|慶長5年7月19日|<改易>美濃加賀野井1万石｢加賀井重望｣/刈屋城主水
  野忠重･遠江浜松城主堀尾吉晴らと酒宴を行った際､酔った口論の末忠重を斬殺し､自身もその場にいた兵士達
  によって殺害され廃絶
1600年8月27日-09:00|日本|京都府舞鶴市|慶長5年7月19日|<田辺城の戦い>丹波福知山城主小野木重次､同亀岡
  城主前田茂勝らの西軍が､丹後田辺城に籠城する細川幽斎･細川幸隆(東軍)を攻めた
1600年8月30日-09:00|日本|新潟県|慶長5年7月22日|上杉景勝の軍勢,六十里越から越後に侵攻,越後一揆起こる
1600年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｴﾚﾐﾔ･ﾓｷﾞﾗ｣(2回目~16060630)
1600年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾃｨｯｶｰ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1601年4月)
1600年9月1日-09:00|日本|福島県伊達郡川俣町|慶長5年7月24日|<河股城の戦い>伊達政宗の麾下の陸奥の駒ヶ
  嶺城主の桜田元親が現在の福島県伊達郡川俣町東福沢字館ノ山にあった上杉景勝の属城･河俣城を攻撃し一時
  河股城を占拠/上杉軍が援軍を派遣して城の奪還を図るべく戦いを仕掛けてきたので桜田は一旦は城を捨てて
  居城の駒ケ嶺城に帰陣
1600年9月1日-09:00|日本|宮城県白石市|慶長5年7月24日|<白石城の戦い>伊達政宗が､白石城への攻撃を開始し
  城下町や外曲輪,3の丸に火をかけて炎上させた
1600年9月3日-09:00|日本|石川県小松市|慶長5年7月26日|前田利長は加賀南部や越前を制圧すべく､2万5000人
  の大軍を率いて西軍に与した丹羽長重が守る小松城を包囲攻撃/小松城の守備兵は長重以下､およそ3000名ほ
  どに過ぎなかったが､兵力で圧倒的優位にありながら､前田軍は城を落とすことができなかった/利長は小松城
  にわずかな押さえの兵を残して､西軍の山口宗永が守る大聖寺城に向かった
1600年9月3日-09:00|日本|宮城県白石市|慶長5年7月26日|<白石城の戦い>東軍の伊達政宗は上杉景勝領の最前
  線であった白石城を攻め､本丸を除く城域を制圧した
1600年9月6日-09:00|日本|徳島県|慶長5年7月29日|蜂須賀家政(毛利輝元の動きに反対したことで謹慎を命じら
  れていた)が返上した阿波国へ毛利軍(村上元吉･景親兄弟ら)を侵攻させ､徳島城を占領
1600年9月8日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|慶長5年8月|宇和郡松葉町の侍名主三瀬六兵衛らが､宇和郡の同志と
  一揆を計画､事前に発覚して､藤堂高虎の大洲留守部隊に討伐される
1600年9月8日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年8月|<再興>豊後安岐1万5千石｢熊谷直盛｣(⇒9月17日(16001023
  )､大垣城にて殺害される)
1600年9月8日-09:00|日本|群馬県前橋市|慶長5年8月|<蟄居>上野大胡2万石｢牧野康成｣(⇒慶長9(1604)年7月17
  日恩赦再興)
1600年9月8日-09:00|日本|広島県安芸高田市|慶長5年8月|毛利輝元･同秀就,大檀那として,高田郡宮崎八幡宮社
  殿を再興
1600年9月8日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長5年8月1日|<伏見城の戦い>西軍が伏見城を攻め落とす
1600年9月8日-09:00|日本|千葉県香取市|慶長5年8月1日|<死去>下総小見川1万石｢松平家忠｣46歳､伏見城の戦い
  で戦死⇒子の｢松平忠利｣が嗣ぐ(~翌年三河深溝へ)
1600年9月8日-09:00|日本|千葉県香取市|慶長5年8月1日|<死去>下総矢作4万石｢鳥居元忠｣62歳､伏見の戦いで戦
  死⇒子の｢鳥居忠政｣が嗣ぐ(⇒10月､陸奥磐城平10万石に加増移封)
1600年9月8日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長5年8月1日|<死去>上総佐貫2万石｢内藤家長｣伏見の戦いで戦死⇒｢
  内藤政長｣が嗣ぐ(⇒10月1万石加増)
1600年9月8日-09:00|日本|新潟県魚沼市|慶長5年8月1日|<上杉遺民一揆(越後国/新潟県)>上杉氏は諸勢力･諸人
  や寺社に対し､上野家成､竹俣朝綱や加地景綱などを中心に､一向宗などにも声をかけ､地侍らを糾合させ､さら
  に国境を越え､上杉氏の軍勢も送り込まれ､槍を携える者700人､銃を携える者2000人､雑兵6000人が集まった/
  また直江兼続は､身分の低い兵のうち､智謀に富み忠義のある者を選んで､越後に浪人を装わせて潜入させ､寺
  社などもにも声をかけて一揆を起こさせた/一揆は小倉政熙の守る下倉城を囲み､小倉政熙は討死し下倉城は
  一揆勢により陥落
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1600年9月9日-09:00|日本|新潟県魚沼市|慶長5年8月2日|<上杉遺民一揆(越後国/新潟県)>坂戸城の堀直寄によ
  り下倉城奪還
1600年9月10日-09:00|日本|石川県加賀市|慶長5年8月3日|<死去>加賀江沼郡1万3千石｢山口修弘(正弘長男)｣西
  軍参加,落城時自刃改易
1600年9月10日-09:00|日本|石川県加賀市|慶長5年8月3日|<死去>加賀大聖寺5万石｢山口正弘｣西軍参加,落城時
  自害改易
1600年9月10日-09:00|日本|石川県加賀市|慶長5年8月3日|<大聖寺城の戦い(加賀国/石川県加賀市)>大聖寺城宗
  永は西軍についたため､東軍の前田利長に攻められて落城
1600年9月11日-09:00|日本|新潟県三条市|慶長5年8月4日|<上杉遺民一揆(越後国/新潟県)>三条城を攻撃した越
  後一揆勢が､堀直次に撃退される
1600年9月16日-09:00|日本|石川県小松市|慶長5年8月9日|<浅井畷の戦い>前田利長軍が浅井畷を通ったとき､待
  ち伏せしていた江口正吉ら丹羽軍が攻撃/畷のために道幅が狭く､大軍としての威力を発揮することができな
  いため､前田軍は被害を受けたが､前田軍の武将･長連龍や山崎長徳らの活躍もあって丹羽軍を撃退し､何とか
  金沢に撤退することができた
1600年9月17日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年8月10日|西軍の石田三成が大垣城主伊藤盛正を説得し開城さ
  せ入城､東軍の出方をうかがう
1600年9月17日-09:00|日本|福島県白河市|慶長5年8月10日|上杉景勝が､白河から会津に引き上げる
1600年9月18日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ暫定総督｢Alonso Arias Vaca｣(~1602.7)
1600年9月18日-09:00|日本|三重県伊賀市|慶長5年8月11日|<上野城の戦い(伊賀国/三重県伊賀市)>(西軍)西軍
  の高槻城主 新庄直頼が伊賀へ入り､上杉討伐として出陣した筒井定次の本拠上野城を占拠/上野城の留守居で
  ある筒井定次の兄 筒井玄蕃允は城を捨て高野山へ逃亡
1600年9月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ最高司令官｢ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ﾊﾞｽﾀ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｽﾞ･ﾌｽﾄ｣(~16010
  403)
1600年9月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがｷﾞｭﾗﾌｪﾍｰﾙｳﾞｧｰﾙ/ｱﾙﾊﾞ･ﾕﾘｱを占領
1600年9月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Walter Raleigh卿｣(~16030910)
1600年9月21日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長5年8月14日|伊達政宗が､北目城に撤退
1600年9月23日-09:00|日本|岐阜県安八郡輪之内町|慶長5年8月16日|<福束城の戦い>東軍の徳永寿昌らが丸毛兼
  利の拠る美濃福束城を攻め落とす/兼利は大垣城へ逃れる
1600年9月26日-09:00|日本|岐阜県海津市|慶長5年8月19日|<高須城の戦い>東軍の徳永寿昌らが高木一族の拠る
  美濃高須･駒野･津屋城を攻め落とす/駒野城の高木帯刀は降伏､高須城の高木盛兼と津屋城の高木正家は大垣
  城へ逃れる
1600年9月28日-09:00|日本|岐阜県羽島市|慶長5年8月21日|<木曽川･合渡川の戦い>福島正則･池田輝政らを中心
  とする東軍と織田秀信を中心とする西軍の戦い/東軍は福島正則を大将にした一軍が木曽川の下流にある尾越
  から､池田輝政を大将にした一軍が上流の河田からそれぞれ渡河を開始/木曽川を越えたら美濃国であり､当時
  は西軍に与している美濃岐阜城主･織田秀信の領地で秀信は抵抗したが､福島軍は竹ヶ鼻城を落とし､池田軍も
  織田軍の迎撃を打ち破って岐阜城に進軍
1600年9月29日-09:00|日本|岐阜県美濃市|慶長5年8月22日|<改易>美濃上有地2万石｢佐藤方政｣西軍美濃岐阜城
  守備(後,大坂の陣で豊臣方に与し戦死)
1600年9月29日 03:00|日本|岐阜県羽島郡岐南町|慶長5年8月22日|<米野の戦い(美濃国/岐阜県岐阜市)昼､両軍
  は米野村で激突/西軍は9千人を擁していたとはいえ､米野村には3千人程しか布陣していなかった/東軍は1万8
  千人と､戦力差は歴然としていた/夕方には戦いは終わり､飯沼長資は戦死､百々綱家ら残存兵は岐阜城へ後退
  ⇒<乱闘橋の戦い>織田秀信は境川で再度布陣して東軍を待ち受け交戦するが､再び撤退､岐阜城へ帰城
1600年9月29日 07:00|日本|岐阜県羽島市|慶長5年8月22日|<竹ヶ鼻城の戦い>午前8時､重勝らは竹ヶ鼻城に退却
  し､本丸を重勝､二の丸を梶川･花村･毛利らが守備/渡河した東軍はそのまま9時に竹ヶ鼻城を正面攻撃/正則の
  家臣らに負傷者が出たが､間もなく正則と旧知の間柄だった二の丸の梶川･花村･毛利らが勧告を受けて降伏し
  ､二の丸に福島軍を呼び込んだ/本丸に孤立した重勝は降伏勧告を拒絶抵抗を続けた,正則養子の福島正之の奮
  戦により本丸門が破られるに及び､午後4時､重勝は自ら本丸を打って出て大槍を駆使して奮戦したのち､槍を
  門に立てかけ､城に火を掛け自刃
1600年9月30日-09:00|日本|岐阜県|慶長5年8月23日|<木曽川･合渡川の戦い(美濃国/岐阜県岐阜市･瑞穂市)黒田
  長政や藤堂高虎､田中吉政らを大将にした一軍を大垣城の東に位置する合渡川に進出.合渡川には舞兵庫率い
  る西軍の部隊がいたが､黒田軍の襲来ですぐに破られ､黒田軍らはそのまま合渡川を渡河して大垣城から西北
  に約4ｷﾛのあたりに位置する赤坂を占領
1600年9月30日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長5年8月23日|<改易>美濃岐阜13万3千石｢織田秀信｣/西軍に属し岐
  阜城が福島正則･池田輝政らの猛攻により陥落/高野山に追放
1600年9月30日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長5年8月23日|<岐阜城の戦い>福島正則･池田輝政･細川忠興･加藤
  嘉明･浅野幸長･一柳直盛･井伊直政･本多忠勝ら東軍先鋒隊､織田秀信の岐阜城を攻落
1600年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｼﾐｵﾝ･ﾓｷﾞﾗ｣(1回目~16010624)
1600年10月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｿﾌｨ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1601年4月)
1600年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1600年10月1日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長5年8月24日|黒田軍らは合渡川を渡河して大垣城から西北に約4ｷ
  ﾛのあたりに位置する赤坂を占領
1600年10月1日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年8月24日|<安濃津城の戦い(伊勢国/三重県津市)>朝より､毛利秀
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  元､長束正家､安国寺恵瓊ら1万余騎が北の愛宕山から､西･南方からの包囲も狭めて本格的な合戦に突入/分部
  光嘉は手勢を率いて敵を迎え撃ち､毛利家臣の宍戸元次と一騎打ちを行い､双方重傷を負った｡富田信高も自ら
  槍を振るって西軍にあたった｡信高が群がる敵兵に囲まれ危機一髪となったところへ､一人の若武者が救援に
  駆けつけ､信高はからくも城へ生還
1600年10月1日-09:00|日本|三重県松阪市|慶長5年8月24日|<松坂城の戦い>西軍の鍋島勝茂らが伊勢松坂城の古
  田重勝を攻め､降伏させる
1600年10月2日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年8月25日|<安濃津城の戦い>毛利秀元らの西軍が伊勢安濃津城を
  攻略､高野山木食上人の仲裁で城将富田信高は剃髪して開城
1600年10月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||前妻ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ(ﾏﾙｺﾞ王妃)と離婚したばかりのﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世､ｲﾀﾘｱ･ﾌｨﾚ
  ﾝﾂｪの名門ﾒﾃﾞｨﾁ家のﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽと再婚
1600年10月5日-09:00|日本|岐阜県郡上市|慶長5年8月28日|<八幡城の合戦(美濃国/岐阜県郡上市)>遠藤慶隆は
  兵400余人を率いて小原を出陣し､稲葉勢の防備を避けて飛騨川を渡河して前進を続け､麻ヶ滝(現下呂市金山
  町)で稲葉勢守備隊を撃破すると､二隊に分かれて法師丸と野尻(旧和良村)に着陣/慶隆の弟慶胤らは､400余の
  兵で沓部口から攻め入った
1600年10月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||現存する最古のｵﾍﾟﾗ｢ｴｳﾘﾃﾞｨｰﾁｪ｣上演
1600年10月7日-09:00|日本|岐阜県郡上市|慶長5年9月1日|<八幡城の合戦>遠藤軍は吉田川を渡り､守備側の柵を
  突破して､一隊が城の裏木戸に､慶隆本隊は大手に向かった/可重軍は城北の搦め手に迫ったが､二重の濠に阻
  まれ､双方戦闘を繰り返すも決着しなかった/その間､慶隆隊は大手から一の門に接近し､城内からの射撃に応
  戦の末､門内に乱入/裏木戸の守備兵を撃破した別隊も､二ﾉ曲輪に突入/一方､可重の一隊は二の丸に進撃した
  が､城兵の防戦に阻まれ､東木戸を破って二ﾉ曲輪に進入､遠藤･金森両軍が誤ってしばらく同士討ちをしてしま
  うが､やがて連合して二ﾉ門から二ﾉ丸の攻撃を開始/搦め手でも金森軍と稲葉軍との攻防戦が続き､多数の死傷
  者を出した/日が暮れても両者の勝敗はつかず､寄せ手はそれぞれの陣営に退却
1600年10月9日-09:00|日本|愛知県犬山市|慶長5年9月3日|犬山城が東軍の降伏勧告を受け入れ､開城/犬山城の
  竹中重門､稲葉貞通･典通父子､関一政らが東軍につく｡城主石川貞清は城を脱出､宇喜多隊に合流
1600年10月9日-09:00|日本|岐阜県郡上市|慶長5年9月3日|<八幡城の合戦>未明,八幡城の危急を聞いた稲葉貞通
  が犬山より取って返し､遠藤慶重(長助)･鷲見保義(忠左衛門)･粥川五郎左衛門･粥川小十郎･餌取作助の五人が
  奮戦の末犠牲となって､慶隆はやっとのことで小野山の可重の陣まで逃げ延びた/貞通は八幡城に入った
1600年10月9日-09:00|日本|京都府舞鶴市|慶長5年9月3日|細川幽斎が丹後田辺城開城,丹波亀山城に退く
1600年10月9日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年9月3日|<大津城の戦い>西軍の京極高次が北陸の前田利長を
  攻撃するため出陣するも､東軍に寝返り大津城に籠城/伊勢方面へ向かう毛利元康､小早川秀包､立花宗茂ら(15
  ,000)が大津城を攻撃
1600年10月10日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年9月4日|<第二次上田合戦>昌幸は態度を変え秀忠に対して挑
  発的な態度をとったため戦闘状態に入った
1600年10月11日-09:00|日本|岐阜県郡上市|慶長5年9月5日|<八幡城の合戦(美濃国/岐阜県郡上市)>遠藤慶隆は
  上ヶ根の砦を攻撃し､胤直を降伏させ､､自身は家康の下に向かった(14日に赤坂(現大垣市)の家康本陣に到着
  東軍に合流)
1600年10月11日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年9月5日|<第二次上田合戦(信濃国/長野県上田市)>徳川秀忠
  軍は上田城に接近し､真田信繁の守る上田城の支城･戸石城に対し､信繁の兄である信之の軍勢を差し向けると
  ､真田信繁軍は撤退/これにより信之軍は戦わずして戸石城を接収
1600年10月12日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年9月6日|<第二次上田合戦(信濃国/長野県上田市)>徳川秀忠
  軍は牧野康成率いる手勢が上田城下の稲の刈り取りを始め､苅田を阻止しようと真田方の軍勢数百人が城から
  出てきたが敗れ､上田城へと逃走/それを追撃し上田城の大手門前まで迫ったが､ここで秀忠より撤退命令が下
  る
1600年10月14日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年9月8日|<第二次上田合戦>徳川方牧野康成率いる手勢が上田
  城下の稲の刈り取りを始め､苅田を阻止しようと真田方の軍勢数百人が城から出てきた/後備えとして潜んで
  いた本多忠政隊が襲い掛かり､真田勢は敗れ､上田城へと逃走.酒井､牧野､本多の各隊が追撃し､上田城の大手
  門前まで迫ったとき､門が開き､門の向こう側で待ち構えていた真田の鉄砲隊が射撃を浴びせ,さらに城内から
  も銃矢が攻撃をし､徳川方の先鋒は混乱に陥った/徳川勢は反撃を浴びて崩された先鋒隊が撤退しようとする
  も､後続の軍勢と鉢合わせになり進退窮まったところへ､城内から真田勢が討て出て徳川軍を打ち破った/染谷
  台の北東に潜んでいた信繁隊200が秀忠本陣に奇襲をかけ秀忠自身は家臣に馬を与えられ､小諸へと逃れた/ま
  た昌幸は神川の上流に堤防を築き､神川を密かに塞き止めており､信繁の合図で堤防が切られると､大量の水が
  濁流となって染谷台に押し寄せ､真田勢に追われていた神川付近の多くの徳川勢の人馬が飲み込まれる事とな
  り､第二次上田合戦は真田方の勝利に終わった
1600年10月14日-09:00|日本|新潟県三条市|慶長5年9月8日|<上杉遺民一揆(越後国/新潟県)>堀親良は下田に向
  かい､首300余りを獲えた/同日､堀直寄は父の堀直政､兄の堀直清と共に三条城から津川に向けて兵を出し津川
  に向かう途中､会津の兵3000余人とともに一揆の兵が高所に登り､三段に構え､深田を前にして備えていた.こ
  れを見て直寄は家臣に｢敵が深田を前にして､高きところに備えたれば､我れよりかかって勝負をいたせば敗北
  は必定なり､密かに脇道より敵の横合いに出でて仕掛けて切り崩さば､勝利は我にあらん｣として､身近な兵10
  人ほどで崖陰に廻り敵の右の傍より迫り､鉄砲を撃ちかけ敵を切り崩し､これを平定
1600年10月14日-09:00|日本|山形県山形市|慶長5年9月8日|<慶長出羽合戦>上杉軍直江兼続は米沢と庄内から最
  上領を攻撃開始/畑谷城､谷地城など諸城を次々と落城させる
1600年10月15日-09:00|日本|大分県|慶長5年9月9日|西軍に加担した大友義統が長門から豊後に上陸､侵攻を開
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  始
1600年10月15日-09:00|日本|大分県|慶長5年9月9日|東軍の黒田官兵衛(豊前中津城)は､支度金で集めた兵9,000
  で出陣､豊後へ侵攻
1600年10月15日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年9月9日|<第二次上田合戦>徳川秀忠は上田城が予想外に頑強
  であることに驚き､一旦全軍を小諸へと撤収し先を急ぐことにする
1600年10月16日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長5年9月10日|毛利勢は加藤家家臣石川隆次が守る来島城(或いは
  仏殿城)に攻め寄せたが堅固だったためこれを諦め､正木城(松前城)に矛先を向けた
1600年10月16日-09:00|日本|大分県杵築市|慶長5年9月10日|<木付城の戦い>大友義統が毛利の支援を得て西軍
  方につき､夜明けから杵築(木付)城(丹後細川忠興の飛び地)を攻撃/木付城側も康之が相原山に伏兵を置い迎
  え撃ち､柴田統生を討ち死にさせるなど大友勢の敗北に終わった/この合戦で朱湯院長泉寺･円通山観音禅寺･
  太平山宝泉寺が焼失
1600年10月17日-09:00|日本|大分県杵築市|慶長5年9月11日|<木付城の戦い>杵築城を攻撃した大友勢が､城内か
  ら反撃を受け､立石まで軍を後退させる
1600年10月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年9月11日|<大津城の戦い(近江国)>夜(~12日夜明け)京極方の
  赤尾伊豆守･山田大炊は兵500を率いて夜中に城外へ討って出て､毛利や筑紫の陣所に乗り込んで戦った/宗茂
  は城方の夜襲を予見し､更に家臣の十時連貞が敵将の丸毛萬五郎･箕浦備後･三田村安右衛門三人を捕縛
1600年10月18日-09:00|日本|山形県東村山郡山辺町|慶長5年9月12日|<慶長出羽合戦･畑谷城の戦い>上杉軍は畑
  谷城を包囲/この城は､最上軍の白鷹方面最前線基地であるが､城将は江口光清以下500人ほどに過ぎなかった｡
  義光は江口に撤退を命令していたが､江口以下､城兵は命令を無視し玉砕を覚悟で必死に抵抗する/兵力の差は
  いかんともし難く､畑谷城はその日のうちに落城､江口は敵軍の中に斬り込んで一戦した後､自害して果てた/
  江口の激しい抵抗は､上杉軍にも1000人近い死傷者を出させた
1600年10月19日-09:00|日本|大分県別府市|慶長5年9月13日|<石垣原の戦い>黒田如水が大友義統と豊後石垣原
  で戦い､三日間の激闘の後これを破る
1600年10月19日-09:00|日本|京都府舞鶴市|慶長5年9月13日|<田辺城の戦い天皇が､幽斎の歌道の弟子である大
  納言三条西実条と中納言中院通勝､中将烏丸光広を勅使として田辺城の東西両軍に派遣し､講和を命じる/幸隆
  と幽斎はこれに従い､田辺城を明け渡し､敵将前田茂勝の居城である丹波亀山城に身を移されることとなった.
  この戦いは西軍の勝利となったが､小野木ら丹波･但馬の西軍1万5000はこの間､田辺城に釘付けにされ､開城か
  ら2日後の関ヶ原の戦い本戦には間に合わなかった
1600年10月19日-09:00|日本|京都府宮津市|慶長5年9月13日|東軍の細川幽斎が勅命を受けて丹後宮津城を開城
1600年10月19日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年9月13日|<大津城の戦い(近江国)>大津城の二の丸までが西
  軍に攻略される
1600年10月19日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年9月13日|<死去改易>伊勢井生城主1万石｢松浦久信｣関ヶ原西軍
  参加,近江大津城攻撃中に戦死
1600年10月19日-09:00|日本|三重県鳥羽市|慶長5年9月13日|<鳥羽城の戦い>鳥羽城を占拠していた西軍･九鬼嘉
  隆軍が城を出て舟津で東軍の息子守隆と戦い,負けが濃くなった嘉隆は伊勢湾内に浮かぶ答志島へと逃れ身を
  潜めた
1600年10月19日-09:00|日本|山形県東村山郡山辺町|慶長5年9月13日|米沢の直江兼続の本隊が､最上領の畑谷城
  を攻撃し､翌日陥落させる
1600年10月20日-09:00|日本|大分県別府市|慶長5年9月14日|<石垣原の戦い>大友義統は敗戦を知って自刃しよ
  うとしたが田原親賢に諌められ､剃髪して法体となって田原親賢を黒田軍の陣の母里友信(妻は宗麟娘)に派遣
  して如水に降伏し､石垣原の戦いは終了
1600年10月20日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月14日|<杭瀬川の戦い>三成は家臣である島清興(左近)の
  進言により､赤坂付近を流れる杭瀬川に兵を繰り出して､東軍の中村一忠･有馬豊氏を誘い出し､宇喜多隊の明
  石全登と連携してこれを散々に打ち破った
1600年10月20日-09:00|日本|岐阜県不破郡関ヶ原町|慶長5年9月14日|西軍､三成隊が赤坂の陣を攻撃､30人程討
  ち取る/西軍､小早川秀秋(兵数8,000)が近江高宮から北上､松尾山城へ移動,松尾山城に入っていた伊藤盛正(
  大垣城主)を追い出し､布陣
1600年10月20日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年9月14日|<大津城の戦い(近江国)>毛利元康は大坂城からの
  使者･高野山の木食応其上人と新庄直忠を遣わし､降伏を勧めたが､高次はそれに従わなく徹底抗戦の構えを見
  せたが遂に降参
1600年10月20日 10:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月14日|夜､東軍の水野勝成が大垣城(守備大将福原長尭)を
  攻撃/西軍敗北の報が城内に届くと相良頼房､秋月種長･高橋元種兄弟が降伏/福原長尭は本丸で抵抗
1600年10月21日-09:00|日本|  ||慶長5年9月15日|<改易>所領不明1万5000石｢杉谷越中守｣関ヶ原西軍参加
1600年10月21日-09:00|日本|愛知県犬山市|慶長5年9月15日|<改易>尾張犬山1万2千石｢石川貞清｣西軍参加,京都
  に隠棲
1600年10月21日-09:00|日本|石川県|慶長5年9月15日|<改易>加賀国内1万石｢坂井直政｣丹羽家家老として西軍参
  加
1600年10月21日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長5年9月15日|<改易>伊予今治7万石｢小川祐忠｣西軍参加,小早川
  秀秋らと共に寝返り､平塚為広の首級を挙げるも許されず
1600年10月21日-09:00|日本|愛媛県大洲市|慶長5年9月15日|<改易>伊予大洲2万石｢池田秀氏｣西軍参加,美濃駒
  野城守備
1600年10月21日-09:00|日本|大分県大分市|慶長5年9月15日|<改易>豊後府内2万石｢早川長政｣西軍参加,丹後田
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  辺城攻撃,盛岡に幽閉
1600年10月21日-09:00|日本|大分県別府市|慶長5年9月15日|<石垣原の合戦>大友義統が黒田如水に降伏,捕らえ
  られ､黒田如水方の森太兵衛に警護されて中津に送られる
1600年10月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長5年9月15日|<改易>所領不明2万石｢木下一元(利久)｣関ヶ原西軍
  参加,大坂城留守居
1600年10月21日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長5年9月15日|<改易>備前岡山574,000石｢宇喜多秀家｣西軍副将(
  五大老)薩摩へ逃亡,1606年八丈島に流刑,子孫は八丈島に住し､明治維新後東京へ戻る
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県安八郡輪之内町|慶長5年9月15日|<改易>美濃福束2万石｢丸毛兼利｣西軍参加
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県恵那市|慶長5年9月15日|<改易>美濃岩村4万石｢田丸直昌｣西軍参加,越後に
  追放
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月15日|<死去改易>美濃大垣3万4千石｢伊藤盛正｣西軍参加,
  関ヶ原で戦死
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月15日|<大垣城の戦い>払暁に水野勝成､松平康長､西尾光
  教､津軽為信ら東軍が西軍が本拠地としていた大垣城三の丸に攻撃を開始/三の丸はその日のうちに陥落
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県海津市|慶長5年9月15日|<改易>美濃高須1万石｢高木盛兼(守之)｣西軍参加,
  美濃高須城守備
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県中津川市|慶長5年9月15日|<死去改易>美濃･摂津両国内1万石(苗木城主)｢河
  尻直次｣討死
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県不破郡垂井町|慶長5年9月15日|<死去改易>美濃垂井1万2千石｢平塚為広｣西
  軍参加,関ヶ原で戦死
1600年10月21日-09:00|日本|岐阜県美濃加茂市|慶長5年9月15日|<死去改易>美濃太田山3万石｢原勝胤｣西軍参加
  ,関ヶ原で自刃
1600年10月21日-09:00|日本|京都府|慶長5年9月15日|<改易>山城･丹波国内1万2千石｢石川貞通｣西軍参加,大坂
  天王寺守備
1600年10月21日-09:00|日本|京都府|慶長5年9月15日|<改易>大和国内1万5千石｢寺田光吉｣西軍参加,山城伏見城
  攻撃
1600年10月21日-09:00|日本|京都府福知山市|慶長5年9月15日|<改易>丹波福知山3万1千石｢小野木重次｣西軍参
  加,11月8日自刃
1600年10月21日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長5年9月15日|<大津城の戦い>(9月7日~)西軍側は毛利元康を大将
  とし立花宗茂･小早川秀包･筑紫広門ら九州方面の諸大名の軍勢を中心とした総勢1万5000人の軍勢をもって大
  津城を攻撃/寄せ手は大砲を城内に撃ち込み天守にも命中し城内は混乱/高次をはじめとする京極勢は木食応
  其の仲介により降伏して大津城を開城/高次は一命を助けられ高野山に上って出家
1600年10月21日-09:00|日本|鳥取県岩美郡岩美町|慶長5年9月15日|<改易>因幡浦住1万石｢垣屋恒総｣西軍参加,
  近江大津城攻撃,10月高野山で自刃
1600年10月21日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|慶長5年9月15日|<改易>因幡鳥取城主5万石｢宮部継潤｣関ヶ原西軍参
  加
1600年10月21日-09:00|日本|兵庫県加古川市|慶長5年9月15日|<改易>播磨加古川1万2千石｢糟屋武則｣西軍参加(
  慶長7年､500石で幕府に仕えのち再び廃絶)
1600年10月21日-09:00|日本|福井県|慶長5年9月15日|<改易>越前国内1万1千石｢奥山正之｣西軍参加.剃髪後宗巴
  と号し､公家･文人と交流/子に500石安堵
1600年10月21日-09:00|日本|福井県|慶長5年9月15日|<改易>越前国内1万石｢上田重安｣西軍参加
1600年10月21日-09:00|日本|福井県|慶長5年9月15日|<改易>越前国内2万5千石｢木下頼継(大谷吉継の次男)｣西
  軍参加
1600年10月21日-09:00|日本|福井県あわら市|慶長5年9月15日|<改易>越前金津1万700石｢溝江長晴｣西軍参加
1600年10月21日-09:00|日本|福井県大野市|慶長5年9月15日|<改易>越前大野5万石｢織田秀雄(織田信雄嫡男)｣西
  軍に城を明け渡したため
1600年10月21日-09:00|日本|福井県坂井市|慶長5年9月15日|<改易>越前丸岡城主46000石｢青山忠元｣関ヶ原西軍
  参加(父は修理亮宗勝)
1600年10月21日-09:00|日本|福井県敦賀市|慶長5年9月15日|<死去改易>越前敦賀5万石｢大谷刑部(吉継)｣42歳/
  西軍参加,関ヶ原の戦いで小早川秀秋軍と戦い戦死
1600年10月21日-09:00|日本|福井県福井市|慶長5年9月15日|<改易>越前東郷5万石｢丹羽長正(丹羽長重弟)｣西軍
  参加
1600年10月21日-09:00|日本|福井県福井市|慶長5年9月15日|<死去改易>越前安居1万石｢戸田勝成｣西軍参加,関
  ヶ原で織田長孝軍と戦い､戦死
1600年10月21日-09:00|日本|三重県伊勢市|慶長5年9月15日|<改易>伊勢国内1万石｢寺西直次｣西軍参加,伊勢桑
  名城守備
1600年10月21日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長5年9月15日|<改易>伊勢桑名2万2千石｢氏家行広(氏家卜全息)｣
  西軍参加,後に荻野道喜と称し大坂の陣で落城時に自刃
1600年10月21日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長5年9月15日|<改易>伊勢国内1万5千石｢氏家行継(氏家行広弟)｣
  西軍参加,伊勢桑名城守備
1600年10月21日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年9月15日|<改易>伊勢竹原1万石｢山崎定勝｣西軍参加,伊勢安濃
  津城攻撃
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1600年10月21日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年9月15日|<改易>所領不明1万石｢中江直澄｣関ヶ原西軍参加,伊
  勢安濃津城攻撃
1600年10月21日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長5年9月15日|<死去改易>日向佐土原2万8千石｢島津豊久｣(31家久
  の子)西軍参加,関ヶ原の戦いで戦死→本家領に編入
1600年10月21日-09:00|日本|山形県東村山郡山辺町|慶長5年9月15日|<長谷堂城の戦い>上杉方の直江兼続､最上
  義光の支城出羽畑谷城を攻略､長谷堂城を包囲
1600年10月21日-09:00|日本|和歌山県新宮市|慶長5年9月15日|<改易>紀伊新宮2万7千石｢堀内氏善｣西軍参加
1600年10月21日-02:00|日本|岐阜県不破郡関ヶ原町|慶長5年9月15日|<関が原の合戦>午前､石田隊に黒田隊､細
  川隊が攻めかかり石田隊は大砲の発射で応戦/大谷隊には藤堂隊､京極隊が襲い掛かるが吉継は三倍近い藤堂
  隊､京極隊を何度も押し返した/小西隊には古田隊､織田隊がそれぞれ攻めかかった/最後まで南宮山の毛利軍
  ら3万3,000もの大軍は参戦せず､小早川秀秋の裏切りと並ぶ西軍の敗因となる
1600年10月21日 03:00|日本|岐阜県不破郡関ヶ原町|慶長5年9月15日|<関が原の合戦>正午頃､小早川隊は山を駆
  け降りると大谷隊の右翼を攻撃,大谷吉継は小早川隊を松尾山の麓まで押し返した/脇坂安治､小川祐忠､赤座
  直保､朽木元綱らの西軍諸隊も小早川隊に呼応して東軍に寝返り､大谷隊の側面を突く/戸田勝成･平塚為広は
  戦死し､吉継も自刃/宇喜多隊は東軍勢の前に壊滅/宇喜多秀家は敗走し､小西行長も敗走/石田隊も島･蒲生･舞
  などの重臣は討死し､壊滅,三成も伊吹山方面へ逃走/島津隊は島津豊久･阿多盛淳･肝付兼護ら多数の犠牲者を
  出し､兵も80前後に激減しながらも撤退に成功/毛利勢は戦わずして撤退/殿軍に当たった長宗我部･長束･安国
  寺らの軍勢は少なからざる損害を受けるが辛うじて退却に成功
1600年10月22日-09:00|日本|岐阜県海津市|慶長5年9月16日|美濃駒野城に籠城していた池田秀氏は､城を放棄し
  て退却
1600年10月22日-09:00|日本|三重県|慶長5年9月16日|鍋島勝茂は父･鍋島直茂の命で伊勢･美濃国境付近で傍観
  していたが､西軍敗走の報に接するや直ちに大坂へ退却
1600年10月22日-09:00|日本|三重県伊賀市|慶長5年9月16日|伊賀上野城を占拠していた新庄直頼･新庄直定は､
  城を放棄して退却
1600年10月22日-09:00|日本|三重県亀山市|慶長5年9月16日|<死去改易>伊勢亀山2万2千石｢岡本良勝(宗憲)｣関
  ヶ原西軍参加,城を明け渡して自害,嫡男･重義も近江水口で自刃
1600年10月22日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長5年9月16日|氏家行広･行継兄弟は､山岡道阿弥に桑名城を明け
  渡した
1600年10月22日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長5年9月16日|長島城を包囲していた原長頼は逃走したが捕縛
1600年10月22日-09:00|日本|三重県鳥羽市|慶長5年9月16日|志摩鳥羽城を巡り嫡男･九鬼守隆と合戦した九鬼嘉
  隆は伊勢答志島へ逃走
1600年10月22日-09:00|日本|山形県山形市|慶長5年9月16日|<長谷堂城の戦い>200名の決死隊を率い上杉側の春
  日元忠軍に夜襲を仕掛け上杉勢は同士討ちを起こすほどの大混乱に陥り､志村は兼続のいる本陣近くまで攻め
  寄って､250人ほどの首を討ち取る戦果を挙げた
1600年10月22日-09:00|日本|和歌山県新宮市|慶長5年9月16日|九鬼嘉隆と共に行動した堀内氏善は､紀伊新宮城
  に籠城したが､城を捨てて逃走
1600年10月22日 10:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月16日|<大垣城の戦い>夜に相良頼房､秋月種長､高橋元種
  が水野勝成との交渉によって東軍に寝返り
1600年10月23日-09:00|日本|愛媛県松山市|慶長5年9月17日|石田三成に応じた毛利氏の兵が伊予三津浜に陣し
  加藤嘉明を攻めるが､嘉明の将加藤忠明･佃十成ら三津で芸州勢を撃退.離反した荏原城の平岡善兵衛を討つ
1600年10月23日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年9月17日|<死去改易>豊後安岐1万5千石｢熊谷直盛｣西軍に属
  し､東軍に寝返った相良頼房らに謀殺される
1600年10月23日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年9月17日|<死去改易>豊後富来2万石｢垣見一直｣美濃大垣城を
  守衛､東軍に寝返った相良頼房らに謀殺される
1600年10月23日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長5年9月17日|<佐和山城の戦い>長谷川守知が寝返り東軍の兵を
  引き入れ佐和山城三の丸が陥落
1600年10月23日-09:00|日本|奈良県|慶長5年9月17日|<死去改易>大和･河内国内1万3千石｢宇多頼忠｣西軍参加,
  近江佐和山城守備,落城時自刃
1600年10月23日-09:00|日本|山形県上山市|慶長5年9月17日|<慶長出羽合戦･上山の戦い>直江軍とは別に掛入石
  仲中山口を進軍してきた篠井康信､横田旨俊ら4000人が羽州街道最前線上山城攻め.守将最上氏家臣･里見民部
  は善戦し城門を開けて打って出,城門付近で激戦が繰り広げられたが､上杉軍の背後から､最上軍が襲いかかっ
  た/上杉軍はたちまち大混乱に陥り､木村親盛が坂弥兵衛なる者に討ち取られた他､椎名弥七郎をはじめとする
  将兵の多くが討たれた
1600年10月23日-09:00|日本|山形県山形市|慶長5年9月17日|<長谷堂城の戦い>直江兼続は春日元忠に命じ攻め
  立てたが､長谷堂城の周りは深田になっており､人も馬も足をとられ迅速に行動ができないところへ最上軍が
  一斉射撃を浴びせて上杉軍を散々に撃ち付けた/兼続は､長谷堂城付近で刈田狼藉を行い城兵を挑発するが､志
  村は挑発には乗らず
1600年10月24日-09:00|日本|愛媛県松山市|慶長5年9月18日|<三津浜夜襲>夜半から朝にかけて佃十成率いる少
  数の加藤嘉明勢は､数に勝る毛利勢に対し周辺に火を放ちながら夜襲をかけ､三津の刈屋畑や古三津一円で激
  戦の末にこれを敗走させた/毛利勢は佃十成によって村上元吉が討ち取られ､その他曽根景房らも討ち死.宍戸
  景世も手傷を負うなどし､多数の将兵を失うなど大きな損害を受けた
1600年10月24日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長5年9月18日|<加増>筑前名島357,000石｢小早川秀秋(木下家定五
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  男)｣⇒備前･美作･備中東半(旧宇喜多秀家領岡山)55万石(本戦で寝返り東軍勝利を決定づける)(慶長7年10月1
  8日(16021201)死去断絶)
1600年10月24日-09:00|日本|岐阜県|慶長5年9月18日|<死去改易>美濃国北方･越前国内1万石｢木村由信｣西軍参
  加,美濃大垣城守備､秋月種長らの裏切りで嫡男･豊統と同時に殺害される
1600年10月24日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月18日|<大垣城の戦い>相良頼房､秋月種長､高橋元種が守
  将の垣見一直､木村由信､木村豊統､熊谷直盛らを軍議を名目に呼び出し謀殺し､大垣城の主だった武将は福原
  長尭のみとなった
1600年10月24日-09:00|日本|京都府舞鶴市|慶長5年9月18日|石田方の小野木重勝に包囲されていた丹後田辺城
  の細川幽斎が停戦を受諾
1600年10月24日-09:00|日本|滋賀県|慶長5年9月18日|<死去改易>近江国内3万石｢石田正継(石田三成父)｣佐和山
  城落城の際自害
1600年10月24日-09:00|日本|滋賀県|慶長5年9月18日|<死去改易>近江･河内国内25000石｢石田正澄(石田三成の
  兄)｣西軍参加,近江佐和山城落城時自刃
1600年10月24日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長5年9月18日|<佐和山城の戦い>早朝に田中吉政隊が天守に攻め
  入り佐和山城落城/正澄ら三成の一族は自刃/三成の三男佐吉をはじめとする生き残った者は助命/赤松則英は
  逃亡後福島正則を頼って投降/三成嫡男･石田重家は脱出して京都妙心寺に入る
1600年10月24日-09:00|日本|山形県|慶長5年9月18日|上杉軍下秀久は谷地城･長崎城･山野辺城などを攻略/直江
  兼続本隊の別動隊が白鷹方面から五百川渓谷沿いに進軍し､八沼城･鳥屋ヵ森城などを落として左沢まで進出
  した後山野辺で本隊と合流している
1600年10月25日-09:00|日本|岩手県北上市|慶長5年9月19日|<岩崎城の戦い>陸奥の前和賀領主･和賀忠親らが一
  揆を起こす
1600年10月25日-09:00|日本|愛媛県松山市|慶長5年9月19日|都築谷孫右衛門が三津に到着して残兵を集めた上
  で､荏原城の城兵と連携し濫妨行為を行ったが､押し寄せた加藤勢と畠寺原で遭遇し､平岡直房らと共に久米の
  如来寺に立て篭もり､河野通軌は荏原城に篭る/加藤勢が如来寺を攻め寄せると平岡直房率いる河野残兵は道
  後山に退いたが､佃十成に手傷を負わせ､また加藤家の指揮官黒田九兵衛は鉄砲で撃たれて討死
1600年10月25日-09:00|日本|岐阜県不破郡関ヶ原町|慶長5年9月19日|小西行長が粕川谷の山中で関ヶ原の住人
  林蔵主の手に捕らえられ､草津に滞在中であった家康本陣に護送された
1600年10月25日-09:00|日本|京都府京都市|慶長5年9月19日|<任命>京都所司代｢奥平信昌｣徳川家康により(~翌
  年3月)
1600年10月26日 10:00|日本|岩手県花巻市|慶長5年9月20日|<花巻城の夜討ち>夜､和賀忠親が旧臣などを集めて
  立ち上がり陸奥国稗貫郡の花巻城を襲撃(岩崎一揆における最初の戦い)/花巻城は主力が田瀬方面に向かい手
  薄な状態で三の丸､二の丸は破られ,和賀勢は本丸に迫り､御台所前御門を挟んで攻防が続く
1600年10月27日-09:00|日本|岩手県花巻市|慶長5年9月21日|<花巻城の夜討ち>主力が戻ったうえに盛岡から援
  軍がやってきて北信愛は和賀勢を花巻城から撤退させた/北信景ら南部軍の追撃は凄まじく､一揆軍は諸館の
  戦いで敗北を重ねて拠点の二子城も奪還され､最終的には岩崎城に籠城して南部軍を迎え撃つ態勢となった
1600年10月27日-09:00|日本|熊本県宇土市|慶長5年9月21日|<宇土城の戦い>加藤清正,宇土城を攻め,城下を焼
  き払う
1600年10月27日-09:00|日本|滋賀県長浜市|慶長5年9月21日|関ｹ原に敗れた石田三成が北近江伊香郡高時村の古
  橋にある岩窟に身を潜めているところを田中吉政の兵に発見され逮捕される
1600年10月28日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年9月22日|黒田如水が豊後国東の熊谷直盛の安岐城を開城･接
  収
1600年10月28日-09:00|日本|京都府亀岡市|慶長5年9月22日|細川忠興が丹波に入り前田玄以の亀山城を収め､次
  いで小野木重勝の福知山城攻めに向け出陣
1600年10月29日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年9月23日|<富来城の戦い>黒田如水が垣見理右衛門･藤井九左
  衛門の守る富来城を攻める
1600年10月29日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長5年9月23日|<大垣城の戦い>大垣城の武将福原長尭は徳川家康
  の使者の説得により松平康長に降伏を申し入れ､開城
1600年10月29日-09:00|日本|京都府京都市|慶長5年9月23日|安国寺恵瓊は京都に逃亡したが京都所司代の奥平
  信昌配下に発見され､捕らえられる
1600年10月29日-09:00|日本|熊本県宇土市|慶長5年9月23日|<宇土城の戦い>加藤清正が 小西行長の宇土城を開
  城させる
1600年10月29日-05:00|日本|愛媛県松山市|慶長5年9月23日|未明､加藤嘉明勢が兵を出して道後周辺あるいは伊
  予三津ﾉ木山で最後の一戦を戦い､毛利勢は北に逃れた
1600年10月30日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年9月24日|伊予に在陣する毛利軍の元に関ヶ原合戦の報が伝わり､撤
  退
1600年10月30日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年9月24日|黒田如水が毛利高政領の本城日隈城及び支城の角
  牟礼城も開城接収
1600年10月30日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|慶長5年9月24日|毛利輝元が大坂城西ﾉ丸を退去､無血開城
1600年10月31日-09:00|日本|徳島県徳島市|慶長5年9月25日|徳島城にあった毛利軍が､蜂須賀家臣益田彦四郎に
  徳島城を返還して撤退
1600年10月31日-09:00|日本|宮城県刈田郡七ヶ宿町|慶長5年9月25日|伊達政宗配下の茂庭綱元が上杉領湯原城
  を攻略
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1600年11月2日-09:00|日本|奈良県御所市|慶長5年9月27日|<加増移封>不明8千石｢桑山元晴｣→大和御所1万石/
  相続拝領(⇒10月15日2000石加増)
1600年11月2日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|慶長5年9月27日|<改易>大和郡山城主20万石｢増田長盛｣関ヶ原西
  軍参加.高野山に追放
1600年11月2日-08:00|中国/朝鮮|  ||慶長5年9月27日|朝鮮駐留の明軍撤兵
1600年11月4日-09:00|日本|高知県南国市|慶長5年9月29日|長宗我部盛親が兄の津野親忠を岩村霊厳寺に攻めて
  殺害
1600年11月4日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長5年9月29日|<宮崎城の戦い>日向飫肥の伊東祐兵が東軍方につく
  .伊東祐兵は病気のため､嫡男伊東祐慶が家臣の稲津重政に命じ､宮崎城(高橋元種領の飛び地)を攻撃､占領
1600年11月4日-09:00|日本|山形県山形市|慶長5年9月29日|<長谷堂城の戦い>上杉勢は総攻撃を敢行､長谷堂城
  を守る志村光安はなおも善戦し､上杉軍の武将･上泉泰綱を討ち取るという戦果を挙げた
1600年11月5日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|慶長5年9月30日|<死去改易>近江水口城主5万石｢長束正家｣関ヶ原西
  軍参加.徳川方に城を明け渡し､桜井谷の民家へ移り自刃
1600年11月6日-09:00|日本|大分県|慶長5年10月|<改易>豊後･伊勢国内26300石｢駒井重勝｣西軍に属し山城伏見
  城攻撃
1600年11月6日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|慶長5年10月|<交替>武蔵岩槻2万石｢高力清長｣隠居⇒｢高
  力忠房｣が嗣ぐ(~元和5(1619)年9月遠江浜松35000石)
1600年11月6日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年10月1日|<死去改易>伊予国内6万石｢安国寺恵瓊｣西軍参加､京都六条
  河原にて斬首.安芸武田氏断絶
1600年11月6日-09:00|日本|岐阜県美濃加茂市|慶長5年10月1日|<死去改易>美濃太田30000石｢原長頼｣西軍に属
  し美濃太田城守備､京都六条河原にて斬首
1600年11月6日-09:00|日本|熊本県宇土市|慶長5年10月1日|<死去改易>肥後宇土20万石｢小西行長｣西軍参加,京
  都六条河原にて斬首,嫡男･兵庫頭は毛利輝元により斬首
1600年11月6日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長5年10月1日|<死去改易>近江佐和山19万4千石｢石田三成(五奉行)
  ｣41歳.西軍主将,六条河原にて斬首
1600年11月6日-09:00|日本|徳島県板野郡藍住町|慶長5年10月1日|<死去改易>阿波住吉1万石｢赤松則英｣西軍参
  加近江佐和山城守備,京都戒光寺自刃.赤松氏宗家は断絶
1600年11月6日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長5年10月1日|日向飫肥城主の伊東祐兵は嫡男祐慶を日向へ帰し､
  西軍方の高橋元種の宮崎城を攻撃/宮崎城を開城させる
1600年11月6日-09:00|日本|山形県東村山郡山辺町|慶長5年10月1日|<長谷堂城の戦い>上杉景勝が関ヶ原の西軍
  敗戦により長谷堂城から撤兵/最上伊達連合軍が追撃/富神山の付近で陣頭に立つ最上義光の兜に銃弾が当た
  るなど大激戦となり両軍多くの死傷者を出した/追撃軍を迎え撃つため直江兼続は自ら畑谷城に手勢と共に立
  てこもって殿をつとめ/最上勢は寒河江･白岩･左沢を回復
1600年11月7日-09:00|日本|大分県|慶長5年10月2日以降|<加増移封>美濃中山5千石｢稲葉通孝｣→豊後国内14156
  石(~慶長12年7月26日(16070917)無嗣改易)
1600年11月7日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長5年10月2日|<加増移封>郡上八幡城4万石｢稲葉貞通｣⇒豊後臼杵
  藩5万石(~慶長8年9月3日(16031017)死去)
1600年11月7日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長5年10月2日|<死去改易>豊後臼杵60000石｢福原長堯｣西軍に属し
  美濃大垣城守備,伊勢朝熊山で自刃
1600年11月7日-09:00|日本|大分県国東市|慶長5年10月2日|<富来城の戦い>黒田如水は垣見家家臣の筧利右衛門
  が守る富来城を開城させ､ここでも城兵に自由を与えて自軍に加えた
1600年11月7日-09:00|日本|岐阜県郡上市|慶長5年10月2日|<加増移封>美濃小原7500石｢遠藤慶隆｣→美濃郡上八
  幡2万7千石/旧領復帰(~寛永9年3月21日(16320510)死去)
1600年11月7日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|慶長5年10月2日|<改易>大和郡山20万3千｢増田長盛(五奉行)｣息
  子増田盛次の西軍参加､高野山に追放
1600年11月8日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長5年10月3日|<佐賀関の戦い>臼杵城城主･太田一吉は城を出て中
  川秀成を迎え撃ち佐賀関で激突/田原親賢が鉄砲で撃たれて戦死するなど多くの被害を出し中川秀成は太田一
  吉を攻め落とせなかった
1600年11月8日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|慶長5年10月3日|<死去改易>近江水口5万石｢長束正家｣西軍参加,近江
  桜井谷の中西孫左衛門宅で自刃
1600年11月9日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長5年10月4日|<改易>豊後国臼杵6万5千石｢太田一吉(宗隆)｣関ヶ原
  の役では西軍に属し降伏開城し所領を没収
1600年11月9日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長5年10月4日|豊後岡城の中川秀成が西軍の臼杵城(太田一吉)を攻
  略､官兵衛が引き取る
1600年11月9日-09:00|日本|山形県西村山郡河北町|慶長5年10月4日|谷地城に籠る上杉勢下秀久も11日間の籠城
  のすえ降伏
1600年11月10日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|慶長5年10月5日|家康の命により亀井茲矩が西軍方の鳥取城を攻撃
  開始/総攻撃に宮部家の伊吹長兵衛らは太刀打ちできず降伏.この時攻撃軍に鳥取城下は焼き払われた
1600年11月10日-09:00|日本|福岡県八女市|慶長5年10月5日|<改易>筑後山下1万8000石｢筑紫広門｣関ヶ原西軍参
  加(後に3000石安堵)
1600年11月11日-09:00|日本|福島県福島市|慶長5年10月6日|伊達政宗は片倉景綱･茂庭綱元･屋代景頼を出陣さ
  せ､上杉領信夫郡の福島城(城主本庄繁長)を攻撃.上杉軍は援軍として直江兼続が加勢し､戦いは膠着状態とな
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  る
1600年11月12日-09:00|日本|兵庫県|慶長5年10月7日|<死去改易>播磨･丹波国内12000石｢石川頼明｣西軍参加,切
  腹
1600年11月15日-09:00|日本|大分県|慶長5年10月10日|<改易>豊後国内1万4千石｢木村清久｣西軍に所属し,近江
  瀬田橋守備
1600年11月15日-09:00|日本|岐阜県恵那市|慶長5年10月10日|<降伏>美濃岩村4万石｢田丸直昌｣改易
1600年11月15日-09:00|日本|福井県越前市|慶長5年10月10日|<改易>越前金剛院20,000石｢青木俊矩(青木一矩の
  嫡男)｣西軍北国口守備,前田利長預かり
1600年11月15日-09:00|日本|福井県越前市|慶長5年10月10日|<死去改易>越前北庄8万石｢青木一矩｣関ヶ原西軍
  参加.病死
1600年11月15日-09:00|日本|福井県小浜市|慶長5年10月10日|<改易>若狭小浜6万2千石｢木下勝俊(木下家定長男
  )｣東軍だが山城伏見城守備放棄
1600年11月15日-09:00|日本|福岡県|慶長5年10月10日|<改易>豊前1万石｢毛利勝永｣西軍参加
1600年11月15日-09:00|日本|福岡県北九州市|慶長5年10月10日|<改易>豊前小倉6万石｢毛利勝信｣西軍参加,土佐
  に追放
1600年11月15日-09:00|日本|福岡県久留米市|慶長5年10月10日|<改易>筑後久留米13万石｢小早川秀包｣西軍参加
  ,近江大津城攻撃
1600年11月15日-09:00|日本|山口県岩国市|慶長5年10月10日|<減移封>出雲富田14万2千石｢吉川広家｣本戦で東
  軍に内応⇒周防岩国3万石(後に高直しして6万石~慶長19(1614)年12月22日隠居)/岩国は幕末まで毛利本家よ
  り支藩扱いを許されず/吉川広家の功績を知る幕府は､吉川氏を諸侯並みの待遇とし､当主は代替わりに将軍へ
  の拝謁が許されるという特権を与えて､吉川広家の功に報いた
1600年11月15日-09:00|日本|山口県下関市|慶長5年10月10日|<減封>周防山口20万石｢毛利秀元｣西軍参加→長門
  府中5万石(石高は毛利本家より分知~慶安3年閏10月3日(16501126)死去)
1600年11月15日-09:00|日本|山口県萩市|慶長5年10月10日|<減封>安芸周防長門備中半国備後伯耆半国出雲隠岐
  石見120万5千石｢毛利輝元｣(西軍総大将､隠居)→長門萩29万8480石(長州藩,1610年の検地で369,000石に高直
  し~元和9(1623)年9月10日,正式に秀就へと家督譲渡)
1600年11月16日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長5年10月11日|<死去>日向飫肥藩57000石｢伊東祐兵｣⇒｢伊東祐慶
  ｣が継ぐ(~寛永13年4月4日(16360508)死去)
1600年11月16日-09:00|日本|山形県鶴岡市|慶長5年10月11日|最上義光は上杉領の庄内南部へ侵攻､尾浦城を攻
  略
1600年11月17日-09:00|日本|高知県|慶長5年10月12日|<改易>土佐浦戸22万2千石｢長宗我部盛親｣関ヶ原西軍参
  加により廃絶/高野山に追放
1600年11月17日-09:00|日本|三重県鳥羽市|慶長5年10月12日|<死去>九鬼嘉隆が､子の守隆からの赦免を伝える
  急使の到着に間に合わず答志島和具で自刃(59歳)
1600年11月18日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|慶長5年10月13日|<死去改易>因幡若桜2万石｢木下(荒木)重堅
  ｣西軍参加,近江大津城攻撃,摂津一心院で自刃
1600年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｵｰﾓﾝﾄﾞ候｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾁｭｱｰﾄ｣(~16250322戴冠時に併合)
1600年11月19日-09:00|日本|熊本県宇土市|慶長5年10月14日|宇土城が開城.小西行景が自害
1600年11月19日-09:00|日本|福岡県北九州市|慶長5年10月14日|黒田如水が小倉城を占領､筑後へ進軍
1600年11月20日-09:00|日本|  ||慶長5年10月15日|<改易>領土不明3万石｢小野弥七郎｣西軍参加
1600年11月20日-09:00|日本|愛知県|慶長5年10月15日|<加増移封>武蔵忍10万石｢松平忠吉(徳川家康の四男)｣⇒
  尾張清洲52万石(~慶長12年3月5日(16070401)死去無嗣断絶)
1600年11月20日-09:00|日本|愛知県|慶長5年10月15日|<改易>尾張･伊勢国内10000石｢川口宗勝｣西軍に属し山城
  伏見城攻撃,高野山に蟄居後､伊達政宗預かり
1600年11月20日-09:00|日本|愛知県|慶長5年10月15日|<拝領>三河水野藩1万石｢水野忠胤(徳川譜代,水野忠重二
  男)｣(~慶長14年(1609)年10月16日切腹改易)
1600年11月20日-09:00|日本|愛知県犬山市|慶長5年10月15日|<拝領>尾張犬山2万7千石｢小笠原吉次｣(~慶長12(1
  607)年閏4月29日下総佐倉に転封)
1600年11月20日-09:00|日本|愛知県豊田市|慶長5年10月15日|<拝領>三河伊保藩1万石｢丹羽氏次｣(~慶長6(1601)
  年3月19日死去)
1600年11月20日-09:00|日本|青森県弘前市|慶長5年10月15日|<加増>陸奥弘前(堀越城)45000石｢津軽為信｣+上野
  国大舘2000石⇒47000石(⇒慶長12年12月5日(16080122)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|石川県小松市|慶長5年10月15日|<改易>加賀小松城主12万5450石｢丹羽長重｣関ヶ原
  西軍参加(後に1万石安堵)
1600年11月20日-09:00|日本|茨城県筑西市|慶長5年10月15日|<所領安堵>常陸下館3万1千石｢水谷勝俊｣(~慶長11
  年6月3日(16060707)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|茨城県土浦市|慶長5年10月15日|<加増移封>下総市川5千石｢松平信一｣→常陸土浦3
  万5千石(~慶長9(1604)年､桜井松平家から信吉を養子に迎えて家督を譲った)
1600年11月20日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年10月15日|<改易>伊予国内15,000石｢菅達長｣西軍に属し伊勢湾警備
1600年11月20日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年10月15日|<改易>伊予中予風早郡1万4000石｢来島長親｣(⇒慶長6(16
  01)年9月､豊後森1万4000石へ再封)
1600年11月20日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年10月15日|<改易>伊予麻布1万石｢安見勝之｣西軍参加



1600迄(1719件)

1600年11月20日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年10月15日|<所領安堵>風早郡内14000石｢来島康親｣(⇒翌年9月､豊後
  森1万4000石)
1600年11月20日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長5年10月15日|<加増>伊予板島8万石｢藤堂高虎｣⇒伊予今治20万
  石(⇒慶長13(1608)年､伊賀国内及び伊勢安濃郡･一志郡内22万石に加増移封)
1600年11月20日-09:00|日本|愛媛県伊予郡松前町|慶長5年10月15日|<加増移封>伊予松前10万石｢加藤嘉明｣⇒20
  万石(⇒慶長8(1603)年､本拠地を正木から勝山に移し地名を松山と改名)
1600年11月20日-09:00|日本|大分県|慶長5年10月15日|<所領安堵>豊後国日田･玖珠2郡(永山城)2万石｢毛利高政
  ｣(⇒慶長6(1601)年4月5日､豊後佐伯2万石)
1600年11月20日-09:00|日本|大分県佐伯市|慶長5年10月15日|<移封>豊後隈府2万石｢毛利高政｣⇒豊後佐伯2万石
  (~寛永5年11月16日(16281211)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|大分県竹田市|慶長5年10月15日|<所領安堵>豊後岡藩7万4千石｢中川秀成｣(⇒慶長1
  7年8月14日(16120909)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府|慶長5年10月15日|<改易>摂津国内1万3千石｢新庄直定｣関ヶ原の戦いで西軍
  に与し(⇒慶長18(1613)年,常陸麻生藩27300石相続)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府|慶長5年10月15日|<改易>領土不明1万石｢矢部定政｣西軍に属し近江大津城
  攻撃(後に200石安堵)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|慶長5年10月15日|<加増>河内狭山6900石｢北条氏盛｣→河内狭山
  藩1万1千石立藩(~慶長13年5月18日(16080630)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長5年10月15日|<減封>摂津大坂222万石(大坂城)｢豊臣秀頼｣⇒摂
  津大坂657,400石/一大名に転落
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府岸和田市|慶長5年10月15日|<所領安堵>和泉岸和田3万石｢小出秀政｣(⇒慶長
  9年3月22日(16040421)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府摂津市|慶長5年10月15日|<立藩>摂津味舌3万石｢織田長益｣(摂津国島下郡2
  千石に大和国山辺郡27000石加増)(⇒元和元(1615)年8月､大和国式上郡･山辺郡･摂津国島下郡1万石を四男長
  政(戒重藩)に､式上郡･山辺郡1万石を五男尚長(柳本藩)に分与し残余の1万石は自分の養老領とした)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府泉南郡岬町|慶長5年10月15日|<加増>和泉谷川1万石｢桑山重晴｣+孫の一晴か
  ら4000石､子の元晴から2000石譲渡⇒1万6千石(~慶長11年10月1日(16061101)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|大阪府高槻市|慶長5年10月15日|<改易>摂津高槻3万石｢新庄直頼｣西軍参加､宇都宮
  に追放
1600年11月20日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長5年10月15日|<加増移封>筑前名島30万7千石｢小早川秀秋｣→備
  前(岡山)･美作51万石(~慶長7(1602)年10月18日無嗣断絶)
1600年11月20日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長5年10月15日|<拝領>備中庭瀬29200石｢戸川逵安｣(~寛永4年12月
  25日(16280131)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|香川県高松市|慶長5年10月15日|<所領安堵>讃岐高松171800石｢生駒親正｣(⇒翌年5
  月隠居)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県|慶長5年10月15日|<加増立藩>飛騨高山3万8千石｢金森長近｣+美濃国上有知1
  万8000石⇒飛騨高山藩(高山城)38000石･美濃上有知(鉈尾山城)18000石(~慶長13年8月12日(16080920)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県|慶長5年10月15日|<拝領>美濃国内10000石｢古田重然(織部)｣(~慶長20年6月
  11日(16150706)切腹改易)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡揖斐川町|慶長5年10月15日|<加増移封>美濃国曽根2万石｢西尾光教｣
  →美濃揖斐藩3万石(~元和元年11月19日(16160108)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡揖斐川町|慶長5年10月15日|<加増移封>美濃曽根2万石｢西尾光教｣⇒
  美濃揖斐3万石(~元和元年11月19日(16160108)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡大野町|慶長5年10月15日|<拝領>美濃野村1万石｢織田長孝｣(~慶長11
  年7月5日(16060808)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県海津市|慶長5年10月15日|<加増移封>美濃松木3万7百石｢徳永寿昌｣→美濃高
  須5万673石(~慶長17年7月10日(16120806)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県海津市|慶長5年10月15日|<拝領>美濃今尾1万石｢市橋長勝｣(⇒慶長15(1610)
  年､伯耆矢橋2万3000石へ加増移封)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長5年10月15日|<所領安堵>美濃黒野4万石｢加藤貞泰｣(⇒慶長15(1
  610)年7月15日､伯耆米子藩6万石に加増移封)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県関市|慶長5年10月15日|<加増>美濃関藩11200石｢大嶋光義｣⇒18000石(~慶長
  9(1604)年8月23日死去､所領を4人の息子たちに分知､それぞれ1万石以下の旗本となり廃藩)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県中津川市|慶長5年10月15日|<改易>美濃苗木1万石｢川尻秀長｣関ヶ原西軍参
  加/後に200俵支給
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県中津川市|慶長5年10月15日|<拝領>美濃苗木10521石｢遠山友政｣(~元和5年12
  月19日(16200123)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|岐阜県羽島市|慶長5年10月15日|<改易>美濃加賀井10000石｢加賀井(重望の子)｣西
  軍に属し美濃大垣城守備,水野勝成に処刑される
1600年11月20日-09:00|日本|京都府綾部市|慶長5年10月15日|<改易>丹波国何鹿郡上林1万石｢高田治忠｣西軍に
  属し丹後田辺城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|京都府綾部市|慶長5年10月15日|<減封>丹波上林15000石｢藤掛永勝｣西軍に属し丹
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  後田辺城攻撃⇒6000石
1600年11月20日-09:00|日本|京都府亀岡市|慶長5年10月15日|<所領安堵>丹波･亀山5万石｢前田玄以｣(~慶長7年5
  月20日(16020709)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|京都府京丹後市|慶長5年10月15日|<所領安堵>丹後国大野1万石｢大野治長｣(⇒慶長
  19(1614)年6月､5000石を豊臣秀頼より加増)
1600年11月20日-09:00|日本|京都府南丹市|慶長5年10月15日|<改易>丹波･美濃国内2万石｢生熊長勝｣西軍に属し
  尾張犬山城守備,常陸松岡城に幽閉され自刃
1600年11月20日-09:00|日本|京都府宮津市|慶長5年10月15日|<加増移封>信濃伊奈10万石｢京極高知｣⇒丹後宮津
  12万3千石(~元和8年8月12日(16220917)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|熊本県|慶長5年10月15日|<加増>肥後半国25万石｢加藤清正｣隈本(熊本)城主⇒天草
  ､球磨郡を除く肥後1国52万石(~慶長16(1611)年6月24日死去)
1600年11月20日-09:00|日本|熊本県人吉市|慶長5年10月15日|<所領安堵>肥後人吉2万石｢相良頼房｣(~寛永13年6
  月13日(16360715)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|群馬県安中市|慶長5年10月15日|<拝領>上野板鼻1万石｢里見忠重(義康弟)｣(⇒慶長
  18(1613)年10月1日職務怠慢で改易)
1600年11月20日-09:00|日本|埼玉県川口市|慶長5年10月15日|<立藩>武蔵鳩ヶ谷1万石｢阿部正次(徳川譜代)｣
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県|慶長5年10月15日|<改易>近江国内12000石｢樋口雅兼｣西軍に属し山城伏見
  城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県|慶長5年10月15日|<改易>近江国内1万石｢服部正栄｣西軍に属し大坂安堂寺
  町守備
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県|慶長5年10月15日|<改易>近江新庄城主14600石｢新庄直忠｣関ヶ原の戦いで
  は西軍に属し
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県高島市|慶長5年10月15日|<減封>近江朽木谷20000石｢朽木元綱｣小早川秀秋
  らと共に本戦で寝返るが戦後､所領を減らされる⇒9600石
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県高島市|慶長5年10月15日|<立藩>近江高島1万5千石｢佐久間安政｣(⇒慶長12(
  1607)年､常陸国小田5000石を加増され合計2万石)
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県長浜市|慶長5年10月15日|<改易>近江国友20000石｢野村直隆｣西軍に属し山
  城伏見城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長5年10月15日|<加増移封>上野高崎12万石｢井伊直政｣⇒近江国佐
  和山18万石(⇒慶長7年2月1日(16020324)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|島根県松江市|慶長5年10月15日|<加増移封>遠江国浜松12万石｢堀尾忠氏｣⇒出雲松
  江藩24万石(~慶長9年8月4日(16040828)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|島根県松江市|慶長5年10月15日|<加増移封>遠江浜松12万石｢堀尾忠氏｣⇒出雲松江
  24万石(隠岐も領有)(~慶長9年8月4日(16040828)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長5年10月15日|<加増>上総佐貫2万石｢内藤政長｣+1万石⇒3万石(
  ⇒慶長20(1615)年1万石加増)
1600年11月20日-09:00|日本|千葉県館山市|慶長5年10月15日|<加増>安房国(館山城)9万1千石｢里見義康｣+常陸
  国鹿島郡3万石⇒12万石(~慶長8年11月16日(16031218)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|千葉県船橋市|慶長5年10月15日|<加増>下総栗原4千石｢成瀬正成｣+甲斐国内2万石･
  三河国加茂郡内1万石⇒下総栗原藩34000石立藩(~元和3(1617)年尾張犬山藩)
1600年11月20日-09:00|日本|東京都|慶長5年10月15日|<加増>武蔵江戸256万石｢徳川家康(東軍総大将)｣⇒日本
  各地400万石
1600年11月20日-09:00|日本|徳島県徳島市|慶長5年10月15日|<交替>阿波徳島18万5700石｢蜂須賀家政｣隠居⇒子
  の｢蜂須賀至鎮｣が継ぐ(⇒慶長20(1615)年閏6月4日淡路7万石を加増され25万7千石)
1600年11月20日-09:00|日本|栃木県大田原市|慶長5年10月15日|<加増>下野黒羽1万3千石｢大関資増｣→1万4千石
  (⇒慶長9(1604)年､6000石加増)
1600年11月20日-09:00|日本|栃木県栃木市|慶長5年10月15日|<加増>下野皆川1万3千石｢皆川広照｣→3万石(⇒慶
  長8(1603)年信濃飯山藩7万5000石)
1600年11月20日-09:00|日本|栃木県栃木市|慶長5年10月15日|<拝領>下野西方15000石｢藤田信吉｣(上杉氏旧臣)(
  ⇒慶長20(1615)年改易)
1600年11月20日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|慶長5年10月15日|<加増>下野烏山2万石｢成田泰親｣⇒37000石(~
  元和2年12月18日(16170125)死去)､氏宗(泰之)と続く(~元和8年改易)
1600年11月20日-09:00|日本|栃木県日光市|慶長5年10月15日|<拝領>下野板橋1万石｢松平一生｣(~慶長9年4月25
  日(16040523)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|慶長5年10月15日|<改易>伯耆羽衣石4万石｢南条元忠(伯耆
  南条氏)｣西軍に属し近江大津城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|慶長5年10月15日|<加増>因幡鹿野13800石｢亀井茲矩｣+因幡高草郡24
  200石⇒因幡鹿野藩38000石(~慶長17年1月26日(16120227)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|慶長5年10月15日|<加増移封>近江国内1万5千石｢池田長吉(輝政弟)｣
  →因幡鳥取藩6万石立藩(~慶長19年9月24日(16141027)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|富山県富山市|慶長5年10月15日|<拝領>越中布市1万5千石｢土方雄久｣(⇒慶長13(16
  08)年能登国石崎1万石⇒下総国田子15000石)
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1600年11月20日-09:00|日本|長崎県対馬市|慶長5年10月15日|<所領安堵>対馬府中藩2万石｢宗義智｣(⇒慶長10(1
  605)年2月､28000石)
1600年11月20日-09:00|日本|長野県|慶長5年10月15日|<改易>信濃国内1万石｢毛利秀秋｣西軍に属し山城伏見城
  攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|長野県伊那市|慶長5年10月15日|<加増移封>下総多古1万石｢保科正光(徳川譜代)｣
  ⇒信濃高遠2万5千石(~寛永8年10月7日(16311031)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年10月15日|<加増>上野沼田2万7千石｢真田信之｣⇒信濃上田95
  000石(⇒元和8(1622)年10月､信濃松代13万石に加増移封(沼田3万石は継承))
1600年11月20日-09:00|日本|長野県小諸市|慶長5年10月15日|<所領安堵>信濃小諸57000石｢仙石秀久｣(⇒慶長19
  年5月6日(16140613)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県|慶長5年10月15日|<改易>大和岸田1万石｢岸田忠氏｣西軍参加
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県|慶長5年10月15日|<改易>大和広瀬20000石｢箸尾高春｣西軍に属し大和高取
  城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県|慶長5年10月15日|<改易>大和国内1万8千石｢織田信雄｣大坂で傍観
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県宇陀市|慶長5年10月15日|<加増移封>伊勢長島1万石｢福島高晴(福島正則の
  弟)｣⇒大和松山3万石(~慶長20(1615)年6月25日改易)
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県宇陀市|慶長5年10月15日|<改易>大和宇陀2万石｢多賀秀種(堀秀政弟)｣西軍
  に属し近江大津城攻撃､越後へ追放
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県葛城市|慶長5年10月15日|<移封>紀伊和歌山2万石｢桑山一晴｣4000石を祖父
  の重晴に隠居料として分与⇒大和布施1万6千石(~慶長9年2月26日(16040326)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県五條市|慶長5年10月15日|<拝領>大和五条藩(二見城)10000石｢松倉重政｣(⇒
  元和1(1615)年12月26日､肥前日野江4万3千石)
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県御所市|慶長5年10月15日|<加増>大和御所1万石｢桑山元晴｣+大和葛上郡2000
  石⇒大和御所藩12000石立藩(~元和6年7月20日(16200818)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|慶長5年10月15日|<加増>大和高取15000石｢本多利久｣⇒250
  00石(~慶長8(1603)年8月13日死去)
1600年11月20日-09:00|日本|新潟県新発田市|慶長5年10月15日|<所領安堵>越後新発田6万石｢溝口秀勝｣(~慶長1
  5年(1610)9月28日死去)
1600年11月20日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長5年10月15日|<所領安堵>越後春日山45万石｢堀秀治｣(~慶長11年
  5月26日(16060701)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|新潟県村上市|慶長5年10月15日|<所領安堵>越後村上9万石｢村上頼勝｣(~慶長9(160
  4)年5月28日死去)
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県|慶長5年10月15日|<改易>播磨国内1万7千石｢横浜茂勝｣西軍に属し近江大津
  城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県|慶長5年10月15日|<改易>播磨国内2万石｢木下延重｣西軍に属し山城伏見城
  攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|慶長5年10月15日|<拝領>播州赤穂2万2000石｢池田長政(輝政弟)｣(池
  田本家より1万5000石加増)(⇒慶長8(1603)年備前下津井32000石)
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県丹波市|慶長5年10月15日|<改易>丹波国内1万石｢木下俊定(家定の子)｣西軍
  に属し近江大津城攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県丹波市|慶長5年10月15日|<所領安堵>丹波国柏原藩3万6000石｢長野信良(織
  田信包)｣(⇒慶長19年7月17日(16140822)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|慶長5年10月15日|<所領安堵>但馬豊岡25000石｢杉原長房｣(⇒慶長16
  (1611)年8月16日､浅野長政遺領常陸小栗庄5000石を分与される)
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県姫路市|慶長5年10月15日|<加増移封>三河吉田15万2千石｢池田輝政｣→播磨･
  備前･淡路52万石(姫路城主)(~慶長18年1月25日(16130316)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|兵庫県養父市|慶長5年10月15日|<所領安堵>但馬国八木15000石｢別所吉治｣丹波由
  良藩(⇒慶長20(1615)年5000石加増し2万石)
1600年11月20日-09:00|日本|広島県広島市|慶長5年10月15日|<加増移封>尾張清洲20万石｢福島正則｣⇒安芸広島
  49万8223石(~元和5(1619)年6月2日改易･信濃川中島へ)
1600年11月20日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|慶長5年10月15日|<改易>若狭高浜2万石｢木下利房｣西軍参加(
  後に2万5千石安堵)
1600年11月20日-09:00|日本|福井県小浜市|慶長5年10月15日|<加増移封>近江大津城6万石｢京極高次｣⇒若狭小
  浜8万5000石(⇒翌年近江国高島郡7100石加増)
1600年11月20日-09:00|日本|福井県南条郡南越前町|慶長5年10月15日|<改易>越前今庄1万2千石｢赤座直保(吉家
  )｣西軍参加,小早川秀秋などと共に寝返るが許されず/子孫は加賀藩士
1600年11月20日-09:00|日本|福岡県大牟田市|慶長5年10月15日|<改易>筑後内山1万8000石｢高橋(立花)直次(立
  花宗茂弟)｣西軍参加/後に5000石安堵
1600年11月20日-09:00|日本|福岡県久留米市|慶長5年10月15日|鍋島軍が久留米城攻略/その後立花宗茂の柳川
  城を攻撃
1600年11月20日-09:00|日本|福岡県福岡市|慶長5年10月15日|<加増移封>豊前中津18万石｢黒田長政｣→筑前福岡
  50万2416石(~元和9年8月4日(16230829)死去)
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1600年11月20日-09:00|日本|福島県いわき市|慶長5年10月15日|<加増移封>下総矢作4万石｢鳥居忠政｣⇒陸奥磐
  城平10万石(⇒元和8(1622)年､出羽山形22万石に加増移封)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県|慶長5年10月15日|<改易>伊勢･摂津国内10,000石｢山中長俊｣西軍に属し大
  坂城留守居
1600年11月20日-09:00|日本|三重県亀山市|慶長5年10月15日|<移封>美濃多良3万石｢関一政｣→伊勢亀山3万石(
  ⇒慶長15(1610)年7月19日､伯耆黒坂5万石)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|慶長5年10月15日|<加増移封>尾張黒田3万5千石｢一柳直盛｣⇒伊勢神
  戸5万石(~寛永13(1636)年6月1日伊予西条68000石)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|慶長5年10月15日|<改易>伊勢神戸3万2千石｢滝川雄利｣西軍参加､神
  戸城に籠城/後に2万石安堵
1600年11月20日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年10月15日|<加増>伊勢安濃津5万石｢富田信高(知信)｣⇒7万石(
  ⇒慶長13(1608)年伊予宇和島へ)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年10月15日|<加増>伊勢上野1万石｢分部光嘉｣+1万石⇒伊勢上野
  藩2万石立藩(~慶長6年11月29日(16011223)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年10月15日|<改易>伊勢雲出1万石｢蒔田広定｣西軍に属し伊勢安
  濃津城攻め.後に備中浅尾1万石
1600年11月20日-09:00|日本|三重県津市|慶長5年10月15日|<所領安堵>伊勢林藩1万石｢織田信重｣(⇒慶長20(161
  5)年閏6月29日､所領収公)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県鳥羽市|慶長5年10月15日|<加増>伊勢志摩35000石｢九鬼守隆｣⇒55000石(⇒
  慶長19(1614)年1000石加増)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県松阪市|慶長5年10月15日|<加増>伊勢松阪37000石｢古田重勝｣⇒55000石(~慶
  長11年6月16日(16060720)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|慶長5年10月15日|<拝領>伊勢菰野1万2千石｢土方雄氏｣(~寛永
  12(1635)年3月隠居)
1600年11月20日-09:00|日本|三重県度会郡玉城町|慶長5年10月15日|<加増移封>伊勢岩出25700石｢稲葉道通｣→
  伊勢田丸45700石(~慶長12年12月12日(16080129)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|宮城県大崎市|慶長5年10月15日|<加増>陸奥岩出山58万石｢伊達政宗｣徳川家康より
  刈田郡2万石→60万石
1600年11月20日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|慶長5年10月15日|<所領安堵>日向高鍋3万石｢秋月種長｣(~慶
  長19年6月13日(16140719)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|宮崎県延岡市|慶長5年10月15日|<所領安堵>日向国縣5万3千石｢高橋元種｣(~慶長18
  (1613)年10月24日改易)
1600年11月20日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長5年10月15日|<所領安堵>日向飫肥5万7000石｢伊東祐兵｣(~10月1
  1日死去)
1600年11月20日-09:00|日本|和歌山県田辺市|慶長5年10月15日|<改易>紀伊田辺1万9000石｢杉若氏宗｣西軍参加
1600年11月20日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|慶長5年10月15日|<加増移封>甲斐府中21万7千石｢浅野幸長(長
  政長男)｣⇒紀伊和歌山39万5千石(~慶長18年8月25日(16131009)死去)
1600年11月20日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|慶長5年10月15日|<改易>紀伊平井10000石｢鈴木重朝｣西軍に属
  し山城伏見城攻撃,鳥居元忠を討ち取る
1600年11月22日-09:00|日本|秋田県仙北市|慶長5年10月17日|秋田実季が､由利衆とともに小野寺氏の大森城を
  攻略
1600年11月22日-09:00|日本|石川県|慶長5年10月17日|<加増>加賀･金沢83.5万石｢前田利長｣+利政旧領能登21万
  石と加賀西部の西軍大名の旧領⇒加賀･能登･越中119.5万石(~慶長10(1605)年6月28日隠居)以後前田氏が襲封
1600年11月22日-09:00|日本|石川県七尾市|慶長5年10月17日|<改易>能登七尾215000石｢前田利政(前田利長弟)｣
  西軍参加.在国し出陣拒否
1600年11月22日-09:00|日本|熊本県八代市|慶長5年10月17日|加藤清正家臣の吉村左近は小西領八代城を接収
1600年11月25日-09:00|日本|福岡県柳川市|慶長5年10月20日|立花宗茂は柳川北方で鍋島直茂勢と衝突し(江上
  合戦･八院の戦い･柳川合戦)立花了均(鎮実)･三太夫統次･新田鎮実らの重臣を失い､宿老の小野鎮幸も重傷を
  負うなどの大打撃を受けた
1600年11月27日-09:00|日本|秋田県横手市|慶長5年10月22日|最上軍(湯沢豊前･鮭延典膳･延沢遠江ら)仙北柳田
  城を攻略
1600年11月28日-09:00|日本|熊本県宇土市|慶長5年10月23日|加藤清正が小西行長の家臣･小西行景の守る宇土
  城を開城させる
1600年11月30日-09:00|日本|福岡県柳川市|慶長5年10月25日|<改易>筑後柳川城13万2000石｢立花宗茂｣加藤清正
  に降伏開城
1600年12月3日-09:00|日本|兵庫県朝来市|慶長5年10月28日|<死去改易>但馬竹田2万2千石(龍野城主)｢斎村政広
  (赤松広通)｣西軍参加,鳥取城城下焼き払いの咎で鳥取の真教寺で切腹
1600年12月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾏﾘﾍﾞﾚｽの海戦でｵﾗﾝﾀﾞがﾌｨﾘﾋﾟﾝ攻撃を開始
1600年12月6日-09:00|日本|島根県浜田市|慶長5年11月|<拝領>石見浜田2万石｢坂崎直盛(宇喜多詮家)｣(⇒翌年1
  0月石見津和野藩3万石)
1600年12月6日-09:00|日本|鳥取県米子市|慶長5年11月|<加増移封>駿河府中15万石｢中村一忠｣⇒伯耆一国(米子
  城)17万5000石(~慶長14年5月11日(16090612)死去無嗣改易)



1600迄(1719件)

1600年12月6日-09:00|日本|福岡県柳川市|慶長5年11月|<加増移封>三河国岡崎城10万石｢田中吉政｣⇒筑後一国
  柳川城32万石(~慶長14年2月18日(16090323)死去)
1600年12月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定1年11月|大越後黎朝5代･敬宗が弘定と改元(~1619年旧5月)
1600年12月7日-09:00|日本|鹿児島県|慶長5年11月2日|南下してきた黒田如水に対し､島津義久が家康へ使者を
  送ったこと､取り成しを依頼したいと伝え和睦が成立
1600年12月7日-09:00|日本|山口県岩国市|慶長5年11月2日|<分封>周防岩国(玖珂郡一円)37129石｢吉川広家｣毛
  利輝元より(~慶長19年(1614)年12月22日隠居)
1600年12月7日-09:00|日本|山口県山口市|慶長5年11月2日|<分封>長門国豊浦郡･厚狭郡47802石(長府藩)｢毛利
  秀元｣毛利輝元より分与(後高直し6万石~慶安3年閏10月3日(16501126)死去)
1600年12月12日-09:00|日本|高知県|慶長5年11月7日|<加増移封>遠江掛川59000石｢山内一豊｣⇒土佐国内9万800
  0石(後の検地で20万2600石~慶長8(1603)年土佐高知へ)
1600年12月12日-09:00|日本|高知県|慶長5年11月7日|<改易>土佐浦戸22万2000石｢長宗我部盛親｣西軍参加､高野
  山に追放
1600年12月13日-09:00|日本|愛知県西尾市|慶長5年11月8日|新左衛門ら､三河国阿弥陀寺の如意輪観音像を再興
1600年12月14日-09:00|日本|大分県中津市|慶長5年11月9日|<加増移封>丹後舞鶴12万石｢細川忠興｣⇒豊前中津3
  39000石(⇒慶長7(1602)年11月藩庁を小倉城に移し小倉藩となる)
1600年12月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｶｰﾙ1世｣
1600年12月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~16691225死去)
1600年12月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ･ｲ･ﾗ･ﾊﾞﾝﾄﾞ｣
1600年12月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ･ｲ･ﾅｳﾞｧﾗ｣(1回目~1602
  年)
1600年12月20日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ ﾊﾞﾙﾃﾞｽ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･
  ﾊﾞﾝﾄﾞ｣
1600年12月20日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ暫定総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝ･ｲ･ﾅﾊﾞﾗ｣(⇒
  1601年､総督~1602年)
1600年12月22日-09:00|日本|埼玉県川口市|慶長5年11月17日|<加増>武蔵鳩ヶ谷5千石｢阿部正次｣+相模一宮5千
  石⇒1万石(~元和3(1617)年9月上総大多喜3万石)
1600年12月23日-09:00|日本|愛媛県|慶長5年11月18日|<加増移封>伊予松前(正木)10万石｢加藤嘉明｣⇒伊予半国
  20万石(~慶長8(1603)年10月､本拠地を勝山に移し地名を松山と改名
1600年12月23日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長5年11月18日|<加増移封>伊予大洲8万3千石｢藤堂高虎｣→伊予国
  分20万石(⇒慶長9(1604)年伊予今治へ/今張の地を今治と改名)
1600年12月24日-09:00|日本|高知県|慶長5年11月19日|<土佐浦戸一揆>長宗我部遺臣､土佐でお家再興のために
  一揆を起こす
1600年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱｲﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣(~16050520死去)
1600年12月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社を設立


